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第26回 極域生物 シンポジウム
プ ロ グ ラ ム
平成15年12月4日(木)・5日(金)
12月4日(木) 12月5日(金)
難籔叢叢難1蒙 纂箋霧曇1箋ll蓼 雛 饗難ll婆1
開 会 挨 拶10:00-10:05
「最 近南極海でわかったこと」
口頭発 表10:05-12:00
「極 地 の 微 生 物 」
ロ頭 発 表10:00-11:30
昼 食12:00-13二15 昼 食11:30-13:00
口 頭発 表13:15-15:00 ロ頭 発 表13:00-14:30
ポ スター発 表15:15-17:15
15:15-16:15の 間 、発 表 者 は
ポスター の 前 で御 説 明願 います 。
ポ スター 発 表15:00-16:55
15:00-16:00の 間 、発 表 者 は
ポ スター の 前 で御 説 明願 います 。
懇 親 会17:30-19:00 閉 会 挨 拶16:55-17:00
平成15年12月4日(木)
開会挨拶 国立極地研究所長 10:00-10:05
"生 「目' 'で か
っ 一こ
OM.1
OM-2
座 長:田 口 哲(創 価 大 学)
10:05.10:30
衛 星 か ら 見 た140°Eの 南 極 発 散 線 域 付 近 に お け る ク ロ ロ フ ィ ル 分 布 お よ び
海 氷 分 布 の 経 年 変 動(1997-2003)
平 課 享 、 工 藤 栄 、 小 達 恒 夫 、 福 地 光 男(極 地 研)
10:30-10:55
Coccolithophorids　 and　 parmales　 between　 Tasmania　 and　Antarctica　 December　 2001
and　 a　comparison　 with　 Nishida's　 data　from　 December　 l983
　 Marchant,　 H.　J.,　McEldowney,　 A.,　Davidson,　 A.T.,　 Thomson,　 R　G,　 Wright,　 S.　W(AAD)
OM-3
OM-4
座 長:佐 々木 洋(石 巻 専修大)
10:55-11:20
夏季南大洋オー ス トラ リア 区におけ る植物 プランク トン光合成特性 お よび
基 礎生産 に対 する鉄 濃度 の影響
吉川 尚、三木 周、 渡邉茂樹、 武田重信 、古谷 研(東 大)、 工藤 栄(極 地研)
ll:20-11:45
夏季南極海にお ける生 物起源 メタ ンの挙動
吉田 磨(北 大、 日本海洋科学振興財 団)、 吉川久幸、乗木 新一郎(北 大)、
渡邉修 一(海 洋科学技 術セ ンター)
昼 食12:00-13:15
一1一
OM-5
OM-6
13:15-13:40
2002年 お よ び2003年 夏 季 、 南 極 海 東 経140度 ラ イ ンに お け るSalpa　 thomps・niの
分 布 と個 体 群 構 造 の 比 較
岡 信 和 、 谷 村 篤(三 重 大)、 川 口 創(オ ー ス トラ リア南 極 局)、 小 達恒 夫(極 地 研)、
西 山恒 夫(北 海 道 東 海 大)、 福 地 光 男(極 地 研)
13:40-14:05
Southern　 Ocean　 Continuous　 Plankton　 Recorder　 Survey:　 Spatial　and　temporal　 patterns
of　variation　in　zooplankton　 abunda皿ce,　 distribution　and　diversity.
　 Hosie,　 GW(AAD),　 Hunt　 ,B.P.V.　 (AAD,Univ.Tasmania),　Fukuchi,M.　 (NIPR),Ktchener,　 JA　 (AAD)
OM-7
OM-8
14:05-14:30
オー ス トラ リア南方の南大洋 季節 海氷域にお ける炭素 フラ ックス
石井雅 男(気 象研)、 佐 々木 洋(石 巻専修大)、 渡邉修一(海 洋科 学技 術セ ンター)、
福地光 男(極 地研)
14:30-14:55
2001-2002年 夏季 の南極 海季節的海氷 域におけ る234Thで 推定 した
エ クスポー トフラ ヅクス の経 時変化
佐 々木 洋、 岩舘 由美(石 巻専修 大)、 山田正俊、 青野辰雄(放 医研)、 福地光男(極 地研)
コ ー ヒー ブ レイ ク15:00-15:15
海 洋生 物 ポ ス タ ー 発 表15:15-17:15
懇 親会17:30-19:00
一2一
平成15年12月5日(金)口 頭発表
講演:陸 上生物 「極地の微生物1
OT-1
OT-2
座長:東 條元昭(大 阪府 立大)
10:00-10:45
Typhula属 雪腐病 菌の生理 ・生態
星野 保(産 業技 術総研、 北大)
10:45-11:30
カナダ ・エル ズ ミア 島の氷河 後退域 にお けるSalix　arctica落 葉の分解過 程 と菌類 遷移
大園享 司(京 都 大)、 神 田啓 史(極 地研)
昼 食11:30.13:00
OT-3
OT-4
座 長:井 ヒ源喜(大 要女 子大)
13:0013:45
南極 の岩石内微生物群 よ り分離 した単細胞 藻類の凍結 によ る損傷 と回復
長 島秀行 、藤 島大輔(東 京理科大)、 井上 源喜(大 要 女子 大)
13:45-14:30
南極 す りばち池 にお ける広塩 微生物の深度分 布につい て
長沼 毅 一 イ ン トロダク ションー
岡本拓 士(広 島大)、 伊村 智(極 地研)、 伴 修 平(滋 賀 県立大)、 長沼 毅(広 島大)
コ ー ヒー ブ レイ ク14:30-15:00
陸 上 生 物 ポ ス タ ー セ ヅシ ョ ン15:00.16:55
閉会16:55-17:00
一3一
平成15年12月4日(木)
ポ スター発 表:海 洋 生物
PM-1夏 季南極海における氷縁の後退に伴 う植物プランク トン群集組成の時空間変動
三木 周、武田重信、古谷 研(東 大)
PM-2南 大洋インド洋区における植物プランク トンの現存量 と沈降フラヅクスとの関係
五味泰史(東 北大)、岩舘由美、佐々木洋(石 巻専修大)、福地光男(極 地研)、
谷 口 旭(東 北大)
PM-3南 極海の表層300mに おける粒状有機炭素フラックス
真壁竜介(東 北大)、佐々木洋(石 巻専fl多大)、谷 口 旭(東 北大)、
工藤 栄、福地光男(極 地研)
PM-42003年 夏季南極海イン ド洋一オース トラリア区における溶存鉄濃度の分布特性
武田重信(東 大)、石丸 隆(東 京海洋大)、渡辺茂樹(東 大)
PM-5南 極海の季節的海氷域表層水柱を沈降する微小動物プランク トン破片
太田尚志、高橋和也、佐々木洋(石 巻専修大)、福地光男(極 地研)
PM-62003年 南極海の東部イン ド洋区における微生物食物網の構造 と大きさ
岸 弘二、谷口 旭(東 北大学)
PM-7南 極海における容存有機化合物の分布および挙動
阿比子政光(近 畿大)
PM-82002年 夏季南極 海の季節海氷域 における光学特性の時空間的変動
大井信明、　Sandric　Chee　Yew　Leong　(創価大)、小達恒夫、福地光男(極 地研)、
田口 哲(創価大)
PM-9南 極海の光学的特性
岸野元彰(東 京海洋大)、 平課 享(極 地研)、 山口征矢、石丸 隆、橋渡史典、
伊藤洋介(東 京海洋大)
PM40南 極 ドレーク海峡振動指数(DPOI)の1952-2003年 間の時系列変動
永延幹男(遠 洋水産研)、 轡田邦夫(東 海大学)
PM-11好 冷性ケイ藻のDMSP生 成能
笠松伸江(総 研大)、 平野伴明、工藤 栄(極 地研)、 小達恒夫、福地光男(極 地研、総研大)
PM-12「 しらせ」航路 に沿った南大洋イン ド洋区における植物プランク トン種の現存量 と分布
韓 東勲(日 本海洋生物研)、 渡邉研太郎、小達恒夫、平課 享、福地光男(極 地研)
PM-13南 極定着氷下のネ ット植物プランク トン 一種組成の季節変化
渡邉研太郎(極 地研)、 佐藤博雄(東 京海洋大)
一4一
PM-14　 Usingstableisotopesandfattyacidbiomarkerstodistinguishbetweenicealgaeand
　　　　 phytoplankton　 in　east　Antarctica
　 　 　 　 　 Swadling,　 K.M　 (Univ.of　 Tasmania)
PM-15オ ホ ー ヅ ク海 にお け る ク ロ ロ フ ィルa濃 度 の経 年 変 化 一衛 星 マ ル チ セ ンサ ー リモ ー トセ ン シ ン グ に
よ るア プ ロ ー チ ー
松 本 千 鶴 、 齊藤 誠 一 、 若 土正 暁(北 大)
PM16南 大 洋 にお け る連 続 プ ラ ンク トン採 集 器(CPR)と 光 学 式 プ ラ ンク トン計 測 装 置(OPC)の 比 較 解 析 の
検 討
梅 田 晴 子(総 研 大)、 小 達 恒 夫、 福 地 光 男(極 地研)
PM-17海 氷 退 行 期 の海 洋 環境 が サ ケ の 回帰 量 に 影 響 を及 ぼ した か?-1999年 の海 洋条 件 と1998年 級 群
(1999年 放 流 群)サ ケ の 回帰 率 の 関 係 一
清 水 幾 太 郎 、 宮 本 千 鶴 、 斉 藤 寿彦 、 関 二 郎(さ け ・ま す 資 源 管 理 セ ン ター)
PM-18珪 藻類(Thalassi・sira　 nordenski・eldii　 Cleve)　 1個 体 か ら全DNAを 抽 出 し、 核 ゲ ノ ム 、
葉 緑体 ゲ ノ ム、 ミ トコ ン ドリア ゲ ノ ム 中 の特 定 領 域 のDNA塩 基 配 列 を決 定 す る方 法
岩 谷 直 博 、 鈴 木 祥 弘 、 村 上 悟(神 奈 川 大)
PM-19北 海 道 及 び 沖 縄 沿 岸 よ り単 離 した ラ ビ リ ンチ ュ ラ につ い て
安藤 ひ とみ 、 ザ キ ア パ ル ビー ン(北 大)、 モ ハ メ ド ハ サ ヌ ッザ マ ン(北 大 、 株 式 会 社 ロム)、
小 亀 一 弘 、 奥 山 英 登 志(北 大)
PM-20海 洋 微 生 物 群 集 か らの 新規 ニ トロゲ ナー ゼ遺 伝 子 の 探 索
北 島 正 治(神 奈川 大)、 中 田 薫(中 央 水 研)鈴 木 祥 弘 、 井 上 和 仁(神 奈 川 大)
PM-21　 Antarctic　 starfish　Odontaster　 validus　(Koehler　 1911)　reactions　to　glutamic　 acid(Glu)
　　　　 and　kynurenic　 acid　(Kyn).
　　　　 　　　Janecki,T.,　Rakusa-Suszczewski,　 S.(Department　 of　Antarctic　 Biology,　Polish　Academy　 of　Sciences)
PM22南 極 海 に生 息 す る二 枚 貝Latern〃la　 ellipticaのChondrophoreを 用 い て の 成 長 解 析 の 試 み
大越 和 加(東 北 大)、 大越 健 嗣(石 巻 専 修 大)
PM-23南 極 海 に 分 布 す る腹 足 類Ne・buccinu〃t　 eatoni　(エ ゾバ イ科),　Chlanidota　 densesculpta
(エ ゾバ イ科)　,　Harpovo1〃ta　 charcoti　(ガ ク フ ボ ラ 科)の 卵 嚢 につ い て
沼 波 秀樹(東 京 家 政 学 院 大)、 平 野 保 男 、 松 田 乾 、 小 倉 仁(名 古 屋 港 水 族 館)
PM-24パ タ ゴ ニ ア 産 ナ ン キ ョク カ ジ カ類 は 原 始 的 か 派 生 的 か
岩 見 哲 夫(東 京 家 政 学 院 大)、 櫻 井 博 、 見玉 雅 章 、 笹 沼伸 一(葛 西 臨 海 水 族 園)
PM-25　 Liver　regcneration　 in　Antarctic　 fish:　biochemical　 and　morphological　 evolution　 after　partial
　　　　hepatectomy
　 　 　 　 　 　 Bastos-Ramos,W.P.(Unesp),　 Vilela-Goulart,M.G(Unicamp),　 Rodrigues,E.(Unitau),
　 　 　 　　 　 Bacila,M.(PUC)
一5一
PM-26
PM-27
PM-28
PM-29
PM-30
PM-31
PM-32
PM-33
MetabOlism　 of　L-arginine　 in　mitochondria　 isolated　from　the　liver　of　antarctic　fish　N.　rossi
and　N.　neglecta.
　 　 Rodrigues,E.(　 Universidade　 de　Taubat6),　Teixeira　Rjbeiro,A.C.M.,　 Bacila,M
　　　 (Pontificia　 Universidade　 Cat61ica　do　Parana)
ヒゲ ペ ンギ ンの オ キ ア ミ捕 食 行 動:噛 角 度 セ ンサ ー か ら得 られ た 洞 察
高 橋 晃 周(極 地 研 、　BritishAntarcticSurvey,UK.)、 　Du皿,　 M.、　Trathan,　 P.、
　 　 Croxall,　J.　(British　Antarctic　 Survey,UK.)、 　Wlson,　 R.　(Institute　fUr　Meerskunde,　 Germany)
佐 藤 克 文 、 内藤 靖 彦(極 地 研)
海 底 地 形 と ウ ェ ッデ ル ア ザ ラ シ の 三 次 元 採 餌 行 動
三 谷 曜 子(極 地 研)、 渡 辺 佑 基(東 大 海 洋研)、 佐 藤 克 文(極 地 研)、　Cameron,M.　 (NOAA)、
内藤 靖 彦(極 地 研)
ゼ ニ ガ タ ア ザ ラ シ に お け るGPSテ レメ トリー の 試 み
藤 井 啓 、 鈴 木 正 嗣(北 大)、 江 良 聡(株 式 会 社 エ イ テ ィー エ フ)、 大泰 司紀 之(北 大)
潜 水 プ ロ フ ァイ ル を 用 い た 餌 の豊 富 さの 推 定:写 真 か らの推 定 と の比 較
森 貴 久(帝 京 科 学 大)、 渡 辺佑 基(東 大)、 三 谷 曜子 、 佐 藤 克 文 、 内藤 靖 彦(極 地 研)
雛 に給 餌 を した 日 と しな い 日にお け る ウ トウ の採 食 行 動
松 本 経 、 綿 貫 豊(北 大)、 加藤 明 子(極 地 研)、 和 田 昭 彦(北 海 道 稚 内 水 産 試 験 場)
加 速 度 記録 計 に見 られ る犬 の行 動
植 田 彩 容 子 、末 田 達 彦(愛 媛 大)、 内藤 靖 彦(極 地 研)
南 極 海 に お け る ク ロ ミン ク ク ジ ラ 分 布 パ ター ン と海 氷 状 態 の 関 係
島 田 裕 之(遠 洋水 産 研)、 村 瀬 弘 人(日 本鯨 類 研)
PM34深 く潜水 する海鳥の高速加速度 記録に よる翼あ るいは足 の運動の解析:ウ ミガラス とウにおけ る浮力に
対 するス トロー ク とグラ イ ドの調 節
綿 貫 豊(北 大)、 高橋晃周(極 地研)、　Daunt,F,　Wanless,S.,　Harris,M.　(英 国NERC)、
佐藤 克文、 内藤 靖彦(極 地研)
PM-35南 極魚 拓図録 作成 計画 一ー一芸術 家の 目を通 した南極 の魚一一一
福地 光男(極 地研)、 八 一 ビーマーチ ャン ト(AAD)、 岩見 哲夫(東 京家政学 院大)
一6一
平成15年12月5日(金)
ポス ター発表:陸 上生物
PT-1　 Lake　 sedments　 provide　 a　window　 to　the　 past.　 Community　 change　 in　an　 Antarctic　 sahne　 lake
　　　　　　 over　 the　 past　 1500　 years
　 　 　 　 　 White,CA,　 Swadhng,KM.　(University　 of　Tasmania)
PT-2　 Understan(lingPastenvironmentalchangeusinginvertebrateremainsinlakesediments:
　 　 　 　 apPlications　 to　RISCC
　 　 　 　 　 　 Swadling,　 K.M.,　 Gibson,　 J.A.E.,　 Cromer,　 L.,　White,　 C.A.,　 Barmuta,　 L.A.,　 Richardson,　 AM.M.
　 　 　 　 　 　 　 (University　 of　Tasmania)
PT-3　 1nfluence　 of　various　 incubation　 conditions　 on　growth　 recovery　 of　anabiotic　 bacterialcells　 from
　　　　　antarctic　 ice　sheet
　 　 　 　 　 　 Poglazova,　 M.,　Abyzov,　 S.,　Mitskevich,　 1.,　Mulyukin,　 A.,　Ivanov,　 M.
　 　 　 　 　 　 (lnstitute　 of　Microbiology,　 Russian　 Academy　 of　Sciences)
PTL4　 　湖 底 堆 積 物 中 の 有機 成 分 に よ る南 極 の 昭 和 オ ア シ ス に お け る古 環境 変 動 に 関 す る 予備 的研 究
井 上 源 喜 、 榎 本 綾 香(大 要 女子 大)、 小 森 一 史 、 竹 村 哲 雄(東 京 理 科 大)、
大 山 佳 邦(極 地 研 名 誉 教 授)、 伊 村 智 、 神 田啓 史(極 地 研)
PT-5南 極 細 菌Pse〃domonasf7〃orescensに よ る氷 結 晶 制 御 タ ンパ ク 質 の生 産
中野 陽 子 、 無 量 井 尚 美 、 河 原 秀 久(関 西 大)、 西 川 二 郎(東 京 理 科 大)、 小 幡 斉(関 西 大)
PT-6南 極 地 衣 類 由来 の氷 結 晶 制御 物 質
志 賀紀 人 、 河 原 秀 久(関 西 大)、 伊 村 智 、 神 田啓 史(極 地研)、 中 島 裕 之(久 留 米 高 専)、
山 本 好 和(秋 田 県 立 大)、 小 幡 斉(関 西 大)
PT-7南 極 テ ラ ノバ ベ イ基 地 周 辺 に お け る コケ 植 生 の脂 肪 酸 組 成
小 川麻 里(広 島県 産業 科 学 技 術研)、 渡 辺 史 子(広 島大)、 増 沢 武 弘(静 岡大)、
伊 村 智 、 神 田 啓 史(極 地 研)、 長 沼 毅(広 島 大)
PT-8南 極 に お け るオ オ ハ リガ ネ ゴ ケ群 落 お よび ヤ ノ ウエ ノア カ ゴ ケ 群 落 の遺 伝 的 構 造
鮎 川恵 理 、 伊 村 智 、神 田啓 史(極 地研)
PT-9　 0ccurrenceofcyclitols,galactosylcyclitolsalldsolublesugarsinDeschampsiaantarcticaandColobanthus
　　　　　 　　qUltenSls
　 　 　 　 　 　 PiotroWicz-CieSlak,A.1.(University　 of　Warmia　 and　Masuria),　 Gelwanowska,1,　 Loro,P.,
　 　 　 　 　 　(University　 of　Warmia　 and　Masuria)(Polish　 Academy　 of　Sciences),
　 　 　 　 　 Bochenek,A.,　 G6recki,R.J.　 (University　 of　Warmia　 and　Masuria)
PT-10昭 和 基 地 周 辺 にお け る土 壌gepa.　Chlorella　 v〃lgarisの 分 布 に つ い て
大 谷 修 司、 巣 山 弘 介 、 石 塚 健 博 、 小 島亜 矢 子(島 根 大)
一7一
PT-11キ ングジョージ島の汚水で汚染された砂浜の間隙動物について
鬼頭研二(札 幌医大)、 大山佳邦、神田啓史(極 地研)
PT-12紫 外線防御剤を添加 した合成高分子の紫外線遮蔽効果 と力学物性
高橋哲也、岡村佳織、西山美幸、大谷修司(島 根大)
PT-13モ ンゴル ・フブスグル湖湖底堆積物コアX106の 無機成分
村上拓馬(名 古屋大)、 高松信樹(東 邦大)、加納涼子、佐藤知香、井上源喜(大 要女子大)、
堀内一穂(弘 前大)、河合崇欣(名 古屋大)
PT-14カ ナダ、ローガン山における生物起源物質を指標 としたピット解析
瀬川高弘、幸島司郎(東 工大)、 的場澄人(環 境研)、 東久美子(極 地研)、
白岩孝行、金森 昌作(低 温研)
PT-15エ ルズミア島北西部、オーブロイヤー湾地域における第四紀後期の氷河の消長
長谷川裕彦(明 治大)、 澤口晋一(新 潟国際情報大)、 天井澤暁裕(明 治大)、神田啓史(極 地研)
PT-16極 北エルズ ミア島におけるマッ ドボイルの分布と特徴
天井澤暁裕、長谷川裕彦(明 治大)、神田啓史(極 地研)
PT-17高 緯度北極に生育するイワダレゴケの水分環境に応 じた生理的特性の変化
上野 健(極 地研)、 天井澤暁裕、長谷川裕彦(明 治大)内 田雅己(極 地研)、 大園享司(京 大)、
神田啓史(極 地研)
PT-18ス バールバル諸島二一オルスン ・東ブレッガー氷河後退域における一次遷移と生態系の発達
大塚俊之(茨 城大)、 内田雅己(極 地研)、 吉竹晋平、 中坪孝之(広 島大)
PT-19二 一オルスン氷河後退域のSalix-Sanionia群 落における秋期の生態系純生産量
内田雅己(極 地研)、 中坪孝之(広 島大)、 神田啓史(極 地研)
PT-20北 極 圏のムカゴ トラノオ:む かごの耐凍性と発芽特性
西谷里美(日 本医大)、増沢武弘(静 岡大)
PT-21ス ピッヅベルゲ ン島のコケか ら分離されるPythiu〃1属菌のrDNA制 限酵素断片の分析
箱田暁穂、東條元昭、藤井宏和(大 阪府立大)、 星野 保(産 業技術総研)、神田啓史(極 地研)、
大木 理(大 阪府立大)
PT-22極 地の土壌伝染性植物病原菌の活動に及ぼす地球温暖化の影響評価(1)ス ピッツベルゲ ン島ニーオル
スン日本基地北側斜面のカギハイゴケ群落に生息する土壌伝染性植物病原菌の調査
東條元昭、箱田暁穂(大 阪府立大)、星野 保(産 業技術総研)、 神田啓史(極 地研)、
大木 理(大 阪府立大)
PT-23北 太平洋地域におけるTyphula属 雪腐病菌の分布と性質
星野 保(産 業技術総研、北大)
オ レグB.タ カチェンコ(ロ シア科学アカデ ミー中央植物園)、
ジェニファーH.マ クベス(ア ラスカ大学)、 湯本 勲(産 業技術総研、北大)
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PT-24航 空 レーザー測距法によるカナダ北極圏西部の広域森林葉面積推定
日下部朝子(早 稲田大)、都築勇人、池添浩之、末田達彦(愛 媛大)
PT-25走 査型航空 レーザー測距法による亜寒帯林バイオマスの変化の推定
平井杏子(愛 媛大)、 日下部朝子(早 稲田大)、都築勇人、末田達彦(愛 媛大)
PT-26富 士山火山荒原に生育する植物の菌根形成
賀川 篤(静 岡大)、藤吉正明(東 海大)、増沢武弘(静 岡大)、中坪孝之(広 島大)
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Inter・an皿al　 variability　 of　chlorophylR　 and　 sea・ice　distribution　 (1997・2003)　 in　the　Antarctic
　 　 　 　 　 　 　 Divergence　 zone　 near　 140° 　E　observed　 from　 sateRlite　 sensors
Tbru　 Hirawake,　 Sakae　 Kudoh,　 Tsuneo　 Odate,　 Mitsuo　 Fu㎞chi
　 　 　 　 　 　 (National　 Institute　 of　Polar　 Research)
　 Sea-ice　 has　 a　significant　 effect　 on　Antarctic　 marine　 ecosystem.　 Massive　 phytoplankton　 blooms　 in　sea-ice
region　 and　 variation　 of　phytoplankton　 productivity　 linking　 the　 sea-ice　 extent　 and　 oceanic　 boundaries　 had　 been
reported.　 However,　 their　 quantitative　 relationships　 are　not　 clear.　 Here　 we　 examine　 inter-annual　 variability
of　chlorophyll　 a　(Chl　 a)　and　 sea-ice　 concentration　 in　the　Antarctic　 Divergence　 zone　 near　 140e　E　using　 satellites
data　 to　derive　 the　 quantified　 relation　 between　 them.　 SeaWiFS　 ocean-color　 Chl　 a　(HRPT/GAC,　 l　or　4　km
resolution)　 and　 SSMI　 sea-ice　 concentration　 data　 (Bootstrap　 algorithm,　 25　 km　 resolution)　 between　 1997-2003
were　 analyzed.　 Mean　 Chl　 a　south　 of　64°S　 in　2001/2002　 season　 was　 extremely　 high　 (1.08　 mg　 m'3)　 within　 the
six　years.　 Simply　 integrated　 parameters　 on　 sea-ice　 amount,　 such　 as　annual　 integration　 of　coverage　 area　 over
ice　edge　 to　coast,　 were　 not　 able　 to　explain　 inter-annual　 variation　 of　Chl　 a,　especially　 in　the　 highest　 season.
Integrated　 ice　covered　 area　 less　than　 50　 %　 from　 63°　S　to　64a　S　and　 from　 maximum　 ice　extent　 day　 to　January　 31
(almost　 minimum　 ice　extent)　 had　 high　 c()rrelation　 (r　=　0.95)　 with　 mean　 Chl　 a　south　 of　64°　S,　suggesting　 that
melt-water　 in　the　 Antarctic　 Divergence　 zone　 is　laterally　 expanded　 to　coastal　 area　 by　 cyclonic　 eddies　 and
increasing　 stability　 of　surface　 water　 in　phytoplankton　 blooming　 area.　 T㎞s　 quantitative　 relationship　 may
contribute　 to　f()recasting　 impact　 of　sea-ice　 melting　 by　 global　 warming　 on　the　Antarctic　 marine　 ecosystem.
衛星から見た140°E南 極発散線域付近におけるクロロフィル分布
および海氷分布の経年変動(1997・2003)
平課 享・工藤 栄・小達 恒夫 ・福地 光男(国 立極地研究所)
海氷は南極海洋生態系に多大な影響をおよぼしている。海氷域においては植物プランクトンの大規模なブ
ルームが発生し、さらに、その基礎生産力の変動が海氷の張り出しや海洋の境界線に関連していることが過
去に報告されてきた。しかしながら、それらの定量的な関係は未だ不明瞭である。本研究では、衛 星データ
を使用して東経140° 付近の南極発散線域におけるクロロフィルa濃 度と海氷密接度の経年変動を調査し、
両者の定量的関係を得た。解析 には、1997年 から2003年 までの海色センサーSeaWiFSの クロロフィルa濃
度およびマイクロ波センサv-SSMIの 海氷密接度データを用いた。南緯64° 以南の開水面期 間の平均クロ
ロフィルa濃 度は、観測した6年 間のうち2001/2002年 シーズンが最も高く1.08mgm'3で あった。海氷の量
を単純に積算したパラメー タではクロロフィルaの 経年変動をうまく説明できないものの、南緯63-64° の範
囲内において密接度50%以 下の海氷によって覆われていた面積を、海氷が最大に張り出した 日から1月31
日(ほぼ最小の張り出し)まで積算したパラメータは、南緯64° 以南の平均クロロフィル α濃度と高い相 関関
係にあった。これは、南緯63-64° で海氷が融解してできた溶け水が、そこに存在する渦 によって沿岸付近
に流され、植物プランクトンブルームが発生する海域の鉛直安定度を増加させていることを示唆 している。こ
の定量的関係は、地球温暖化による海氷融解が南極海洋生態系に与える影響の予測に役立っと考えられ
る。
SeaWiFS:　 Sea-viewing　 Wide　 Field-of-view　 Sensor　 on　 OrbView-2　 satellite
SSMI:　 Special　 Sensor　 Microwave　 Imager　 on　DMSP　 satellite
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  COCCOLITHOPHORIDS AND PARMALES BETWEEN TASMANIA AND 
ANTARCTICA DECEMBER 2001 AND A COMPARISON WITH  NISIIEDA'  S DATA 
                  FROM DECEMBER 1983 
Marchant, H. J., McEldowney, A., Davidson, A.T., Thomson, P. G, and Wright, S. W. 
   Australian Antarctic Division, Department of the Environment and Heritage, 
           Channel Highway, Kingston, Tasmania, 7050, Australia
Coccolithophorids are a group of marine phytoplankton that produce periplast scales 
composed of calcium carbonate  (CaCO3). They are among the most abundant  CaCO3 
producing organisms on Earth and play a major role in the transport of carbon from surface 
waters to the deep ocean. How changes in increasing CO2 concentrations and temperature 
will affect these organisms is so poorly understood. So little is known that it cannot be 
predicted whether these changes will lead to and increase or decrease in coccolithophorid 
abundance and their contribution to the vertical flux of carbon. Parmales are a relatively 
recently described group of nanophytoplankton covered in siliceous plates. They have their 
greatest abundance in polar waters where they contribute over 30% of the biogenic silica in 
sediments adjacent to major ice shelves. Their presence in sediments has been proposed as a 
paleolimnological marker for deposition from ice-covered seas. We measured the abundance 
of the different species of coccolithophorids and Parmales in surface and water column 
samples taken from the Aurora Australis along 140°E between Tasmania and the Antarctic 
Continent in December 2001. Highest concentrations of coccolithophorids were found at 
around 80m depth at 48°S and near the surface at 53°S, where their abundance was >200 cells 
 m1-1 The highest concentration of Parmales was 60 cells  m1-1 at 110 m depth at 58°S where 
the water temperature was <-1°C. By far the most abundant coccolithophorid across the 
transect was Emiliania huxleyi. Coccolithophorids were found at concentrations >50 cells 
 m1-1 south of 60°S and Parmales were found at concentrations >10 cells  1-1 as far north as 
53°S where the water temperature was <2°C. In contrast, Nishida (1986) found 
coccolithophorid concentrations <1 cell  m1-1 at stations south of 60°S and no siliceous 
 nanoplankton (now known as Parmales) north of 60°S in samples taken along 150°E in 
December 1983 from the Hakuho Maru. On this voyage water temperature south of 60°S 
was <2°C (Nemoto and Terasaki 1985) whereas in 2001 a tongue of water at <2°C at around 
150 m depth penetrated as far north as 53°S. While the distribution pattern of Parmales was 
correlated with temperature on both cruises, that of coccolithophorids was not. The methods 
we used to sample, preserve and count the organisms were identical to those of Nishida. 
Obviously considerable caution must be taken in drawing conclusions from direct 
comparisons between Nishida's and our own observations, but finding such marked 
differences in organismal distributions is provoking. We are now measuring the seasonal and 
interannual abundance of coccolithophorids, especially E. huxleyi, across the Southern Ocean 
as part of a larger study to investigate the responses of these organisms to environmental 
change.
Nemoto, T. and Terasaki M.  eds.(1985). Preliminary report of the Hakuho Maru Cruise KH-
83-4 (BIOMASS). Tokyo Ocean Res. Inst., Univ. Tokyo 85pp.
Nishida, S. (1986).  Nannoplankton flora in the Southern Ocean, with special reference to 
siliceous varieties. Mem.  Natl Inst. Polar Res., Spec. Issue, 40: 56-68.
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OM　 3
夏季南大洋オース トラリア区における植物 プランク トン光合成特性および
基礎生産 に対する鉄濃度の影響
Iron　 effects　 on　 photosynthesis　 and　 primary　 production　 of　phytoplankton　 in　the
　 　 　 　 　 Australian　 sector　 of　the　 Southern　 Ocean　 durin　 summer
吉川 尚 ・東京大学アジア生物資源環境研究センター
三木 周、渡邉 茂樹、武田 重信、古谷 研 ・東京大学大学院農学生命科学研究科
工藤 栄 ・国立極地研究所
Takashi　 YOSHIKAWA　・　Agian　 Natural　 Environmental　 Science　 Center,　 The　 University　 of　Tokyo
Meguru　 MIKI,　 Shigeki　 WATANABE,　Shigenobu　 TAKEDA,　 Ken　 FURUYA　 ・　Graduate　 School　 of
Agricultural　 and　 Life　 Sciences,　 The　 University　 of　Tokyo
Sakae　 KUDOH　 ・　National　 Institute　 ()f　Polar　 Research
　 　 In　the　Southern　 Ocean.　 iron　 deficiency　 has　 been　 said　 to　be　a　main　 limiting　 factor　 of　phytoplantkon
primary　 production　 in　addition　 to　low　 light　 intensity.　 However.　 its　eff㏄t　 on　photosynthctic　 reaction　 has　 been
notclarified.　 Wecxamincdeff㏄t　of　ir()n　concentration　 on　the　light　 utilization　 efficiency　 of　phytoplankton,
such　 as　Photosynthesis-lrradiance　(P-E)　 parameters,　 by　 iron　 enric㎞cnt　 experiment　 on　board　 R/V　 Tangaroa
(JARE43&44.Fcbruary-March20()2&2003).
　 　 During　 2002,　 in　the　offshore　 arca,　 the　 sea　 surface　 (5　m)　 total　 iron　 concentration　 was　 low　 (<1　 nM)　 and
chlorophyll　 a　increased　 by　 iron　 cnrichment　 (l　nM　 FeCl3)　 compared　 with　 contro1.　 In　the　seasonal　 icc　zone.
ironconcentrationwasrelativelyhigh(3nM)andchlorophylladidn()tchangebyironemichment.　Initially,
ホ コ ロ コ
the　maximum　 assimilation　 rate,　P　max,　was　 low　 and　 some　 strcss　 m　photosynthetlc　 reactlon　 was　 suggested.　 The
ネ
Iight　 utilization　 cfficiency　 at　low　 light　 leve1,α,　 was　 not　so　low　 valucs.　 H()wever,　 little　change　 was　 observed
in　thesc　 photosynthctic　 parameters　 at　the　both　 areas.　 During　 2003　 although　 chlorophyll　 a　incrcascd　 by　 iron
emichment.　 no　significant　 change　 was　 observed　 in　P-E　 parametcrs　 mcasurcd　 by　 14C　 method　 as　well　 as　in　2002.
While,　 quantum　 yield　 of　photochemical　 reaction　 in　PSII　 from　 PAM　 tluorometry　 slightly　 increased　 by　 iron
enrichment.
In　conclusion,　 it　was　 suggcsted　 that　iron　 limitation　 of　phytoplankton　 growth　 was　 not　 n㏄essarily　 caused
byd㏄lineinfunctionof　hotosynthetica　 aratus.
南極 海 で は、 低 い鉄 濃 度 が微 光 量 と と もに植 物 プ ラ ンク トン基礎 生 産 の制 限 要 因 と され て い る
が 、 鉄 不足 が光 合 成 系 に与 え る影 響 に つ い て は 十 分 な知 見 が得 られ て い ない。 我 々 はJARE43及 び
44の 専 用 観 測 船 「タ ンガ ロア 号」 航 海(2002年 お よ び2003年2-3月)に参加 し、船 上 で鉄 添 加
培 養 実験 を実施 し、 鉄 濃 度 が光 合 成 ・光 曲線 パ ラメ ー タ等 と して得 られ る光 利 用 特 性 に与 え る影 響
に つ い て調 べ た。
2002年 は、 沖 合 で は表 層5mの 金 鉄 濃度 は1　nM以 下 と低 く、1nMのFeCl3溶 液 添力・に よ り、
対 照 区 に対 して ク ロ ロ フ ィル ∂が増 加 した。 求 縁 域 で は 、金 鉄 濃 度 は3　 nM程 度 と比較 的 高 く、珪
藻 、ハ プ ト藻類 に よ るブ ル ー ム が み られ 、 鉄 添カロに よ る植 物 プ ラ ン ク トンの増 殖 はみ られ なか っ
た。 添加 実 験 前 、 最 大 光 合 成速 度 は低 く何 らか の ス トレス が示 唆 され た が、 立 ち上 が り勾 配 は特 に
低 い値 とは な ら なか っ た。 しか しなが ら、 いず れ の測 点 に お い て も、 これ ら光 合成 パ ラメ ー タに は
鉄 添加 に よ る顕 著 な変化 は認 め られ なか っ た。 同 様 に 、2003年 の観 測 で も鉄 添加 に よ りク ロ ロ フ
ィル ∂が増 力・した場 合 も、14C法 に よ る光 合 成 ・光 曲線 パ ラ メー タに 変化 は み られ なか っ た。　PAM
蛍 光 法 に よ るPSII光 化 学 反応 の 量 子 収 率 は実験 区 で や や 高 い値 と な っ た が 、 その 変化 は小 さか っ
た。
以 上 、 夏季 南極 海 に おけ る鉄 律 速 に よ る植 物 プ ラ ン ク トン増 殖 の制 限 は 、 必 ず しも光 合 成 系 の機
能 低 下 に よ る もの で は ない可 能 性 が 示唆 され た。
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OM4
夏季南極海における生物起源メタンの挙動
Spatial　 distribution　 of　biogenic　 methane　 in　the　Antarctic　 Ocean
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 duringaustralsummer
吉田 磨(北 大院地球環境/日 本海洋科学振興財 団),
吉川 久幸・乗木 新一郎(北 大院地球環境),渡 邉 修一(海 洋科学技術センター)
Osamu　 YOSHIDA1,　 2,　Hisayuki　 Y　 INOUE1,　 Shinichiro　 NORIKI1,　 Shuichi　 WATANABE3
　 　 　 　 (1Graduate　 School　 of　Environmental　Earth　 Science,　 Hokkaido　 University,
　 2Japan　 Marine　 Science　 Foundation,　 3Japan　 Marine　 Science　 and　 Technology　 Center)
　 　 The　 ocean　 is　a　source　 of　methane　 to　the　atmosphere.　 The　 distribution　 of　dissolved　 methane　 in　the
ocean　 is　often　 reported　 as　 a　characteristic　 subsurface　 maximum,　 but　 the　 origin　 of　 the　 subsurface
methane　 maximum　 is　not　 clear.　 In　 the　 water　 column,　 in　situ　 methanogenic　 bacteria　 are　 thought　 to
probable　 live　 in　the　 anaerobic　 microenvironments　supplied　 by　 settling　 organic　 particles　 or　 guts　 of
zooplankton　 organisms.　 So,　 we　 investigate　 in　detail　 profile　 of　methane　 concentration　 and　 distribution
in　the　Southern　 Ocean　 which　 is　well-known　 for　biological　 active　 area.
The　 highest　 methane　 concentration　 was　 observed　 in　the　 surface　 200　 m　 and　 drastically　 d㏄reased
with　 depth.　 Higher　 levels　 of　methane　 (2-5　 nmol　 kg1)　 were　 detected　 above　 the　 upper　 100　 m　 layer　 and
surface　 saturations　 in　the　 higher　 latitudes　 were　 greater　 (106-139%)　 than　 those　 of　the　 lower　 latitudes.
The　 methane　 maximum　 in　the　 surface　 corresponded　 to　the　 chlorophyll　 a　maximum　 at　high　 latitude
stations.　 This　 result　 indicates　 the　 in　 situ　 formation　 of　 methane　 via　 phytoplankton-zooplankton
interactions,　 and　 its　production　 is　th()ught　 to　be　 active　 within　 guts　 of　zooplankton.　 The　 methane　 flux
was　 O.6-2.6　 mol　 CH4㎞'2　 d'i　in　austral　 summer　 2001-2002.
海洋は温室効 果気体の1つ であ るメタンの供給源で ある。一般 に外洋で は亜表層 にメ タンの
極 大が存在 す るこ とが知 られ てい る。生物 が関与 す る海洋 のメタ ンは主 に還元環境 の海底堆積
物 か ら供給 され るが、水柱 で のメ タン生成は還元環 境下 にお いてメ タン生成バ クテ リアのみ に
よ る。ゆ えに沈 降 する有機 物粒子 や動物 プラ ンク トンの消化管 内の微小な還元環 境で メタ ンが
生成 してい るこ とになる。南極海 は夏季 の解氷 時に生物 活動が活発な海域 と して知 られてい る。
季節 海氷域 にお ける生物 地球化学 的物質循環 を解 明す る目的で様 々な研 究 が行 われてい るが、
生 物起 源 ガスであ るメタ ンに関 す る研究例はほ とん どない 。そこで この海域 におけ る海水 中メ
タ ンを測定 して、生物活 動の海域的、季節 的に注 目 して、その結果 を解析 してみ るこ とに した。
海水試料 は2001年11月 ～2002年3月 の 白鳳丸 によるKH・01・3次 航 海お よび2002年2月
～3月 のR八7　Tangaroaに よ るJARE・43次 航海で得た 。各試料 は空気 に触れ ないよ うに30ml
バ イアル瓶 に入れ、マイ クロピペ ヅ ト型デ ィスペ ンサー を用 いて現場で20pl塩 化水銀 を加 えた。
その後バ イアル瓶 を密封 し、　FID付 ガス クロマ トグラ フを用 いて一部は船 上で、一部は 陸の研
究室 で定 量分析 した。濃度 レベル5　nmol　 kgiの 海水 に対 する繰 り返 し精度 は約2.5%で あ り、
検 出限界 は0.05　 nmol　 kgiで あ った。 日本酸素製 のN2中 に2.02、19.6PPmの メタ ンを含む も
の を標 準ガス とした。
南極 海 では表層 約200mで メタン濃度 が最 も高 く、深度 を増 すに したが って急激 に濃度 が減
少 した。高緯度海域 にお け る表層100mで 最 も濃 度が高 く、飽和度 も106～139%と 高か った。
高 濃度 メタ ンが観測 された高緯度 海域 において は、植物 プラ ンク トンの指標 と して知 られ てい
るクロ ロフィルaと メタ ン濃度 との相関 が極めて高 く(R2≧0.7)、 植物 プラ ンク トン・動物 プラ ン
ク トンを介 した生物起 源 メタ ンが水柱 で生成 されてい る と考 え られ る。 また夏季南大洋 にお け
るメタ ンの逃散量 は0.6～2.6molCH4km-2d'1と見積 も られ、動物 プラ ンク トンが主な供給源
とな ってい る海域 と しては極 めて高 い値 であ ることが観測 された。
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2002年 お よび2003年 夏季、南極 海東経140度 ライ ンにお け るSa!pa　 thompsoniの 分 布 と個体群
構造 の比較
Comparison　 of　distribution　 and　 population　 structure　 of　Salp∂ 　thompso刀 ノalong　 140°E　 in　the
　 　 　 　 　 　 　 　 Southern　 Ocean　 between　 2002　 and　 2003　 austral　 summers
岡信和1・ 谷 村篤1・ 川 口創2・ 小達恒 夫3・ 西山恒 夫4・ 福地 光男3
1三 重大学2オ ース トラ リア南極局3国 立極 地研究4北 海道東海 大学
Oka　 N.1,　 Tanimura　 A.1,　 Kawaguchi　 S.2,　0date　 T3,　 Nishiyama　 T.4,　Fukuchi　 M.3
　 　 　 　 　 　 iMieUniv.　 2AAD　 3NIPR　 4HokkaidoTokaiUniv.
During　 the　Tangaroa　 cruises　 in　2002　 and　 2003　 austral　 summers,　 distribution　 and　 abundance　 of
Sa、lpa　thompsoni　 were　 investigated　 along　 140°E　 of　the　Antarctic.　 The　 populations　 of　S.　thompson/
with　 contrastlng　 densities　 were　 f()und　 between　 two　 summers.　 The　 present　 study　 was　 aimed　 at
clarifying　 whether　 fluct,uations　 in　abundance　 of　 S.　 thompsoniwere　 related　 to　some　 life　history
parameters,　 such　 as　body　 length　 and　 mat,urity　 Stage,　 or　environmental　 conditions.　 S.　thompsoni
was　 abundantly　 collected　 between　 60°and　 65°S　with　 the　maximum　 density　 of　368　 inds.　 1000m-3　 at
62°S　 in　2002　 summer.　 However,　 abundance　 of　2003　 summer　 was　 less　 than　 l6　inds.　 1000m'3
throughout　 the　same　 studied　 area　 as　in　2002.　 The　 2002　 summer　 population　 of　aggregate　 forms　 was
composed　 of　mainly　 large　 (>35mm)　 spent　 jndividuals　 between　 63°　 and　 65°S,　 while　 small
individuals　 (<15mm)　 of　early　 reproductive　 stages　 (Stage　 O　and　 1)　were　 predominant　 to　the　north　 of
62°S.　 In　 2003　 summer,　 small　 individuals　 with　 early　 reproductive　 stages　 were　 dominated
throughout　 the　survey　 area.　 Furthermore,　 percentage　 of　the　indivi(lual　 with　 empty　 embryos　 (Stage
X)　to　total　aggregates　 was　 higher　 in　2003　 (16.5%)　 than　 in　2002　 (1.5%),　 suggesting　 to　be　genetically
inactive　 of　2003　 population.　 There　 were　 no　 differences　 in　mean　 Chl.　 a　concentration　 within　 a
euphotic　 zone　 f()r　both　 years,　 but　 sea　surface　 temperature　 was　 higher　 in　2003　 rather　 than　 in　2002
to　the　 north　 of　64°S.　 This　 suggests　 that　 the　 decline　 in　overall　 numerical　 abundance　 of　S.
thompsoni　 in　2003　 summer　 is　not　 attributed　 to　environmental　 factor,　 but　 a　reduction　 of　sexual
reproduction　 al)ility　of　salps.
近 年 、　Sa!pa　 thompsoniは 、　Euphausia　 supθrbaと 共 に 南 極 海 の 鍵 種 の 一 つ と して 、 そ の 分 布 や 生
態 系 に お け る役 割 が 注 目 さ れ る よ う に な っ て き た 。2002年2月 上 旬 か ら3月 上 旬 に か け て 、140°Eラ
イ ン に 沿 っ て 行 わ れ た 調 査 で は 、65°S以 北 で 大 量 のS.　 thompsoniが 見 られ た(第25回 極 域 生 物 シ ンポ
ジ ウ ム 公 演 要 旨集)。 しか し、2003年2下 旬 か ら3月 上 旬 に か け て 行 わ れ た 同 一 海 域 で の 調 査 で は 、本
種 の 出 現 は 前 年 に 比 べ て極 め て 少 な か っ た 。 本 研 究 は 、2002年 と2003年 で な ぜS.　 thompsoniの 分 布
に 違 い が 見 られ た の か を個 体 群 構 造 や 海 洋 環 境 か ら明 らか に す る こ と を 目的 と し た 。
サ ン プ ル は 、　JARE43お よ びJARE44タ ンガ ロ ア 号 航 海 に お い て 、　RMT8ネ ッ トを 用 い て そ れ ぞ れ
採 集 さ れ た 。得 られ たS.　 thompsoniに つ い て 観 測 点 ご と に 任 意 に100個 体 ず つ 取 り出 し、体 長 計 測 し
た。 成 熟 段 階 は胚 の 発 達 度 合 か ら過 去 の 知 見 に 基 づ い てStageO、 　1、　2、　3、　4、　Spent、 　Xの7段 階 に 区 分 し
た。 得 られ た 個 体 が100未 満 の 場 合 は 、 計 測 可 能 な 個 体 全 て を 扱 っ た 。
2002年 夏 季 の 表 面 水 温 は 、60°S付 近 ま で2°C以 下 で あ っ た 。 しか し2003年 夏 季 で は2℃ 以 下 で あ
っ た の は62°S付 近 ま で で 、61°S以 北 で は3℃ 以 上 の 表 層 水 が 見 られ た 。 ま たChl.a濃 度 は 、2002年
夏 季 で は 、 大 陸 棚 付 近 の66°Sで は 高 く(>2.OptgA)、 外 洋 域 の64°S以 北 で は 低 か っ た(<0.4ptgA)。 一
方2003年 夏 季 で は 、大 陸 側 か ら外 洋 に か け て ほ とん ど違 い が 見 られ ず0.2～0.4μg乃 の 範 囲 に あ っ た 。
S.　thomρsoniは 、2002年 夏 季 、65°S付 近 か ら60°Sに か け て 出 現 した 。特 に、62°S付 近 で 最 大368
個 体/1000m3見 られ た 。2003年 夏 季 で は 、 出 現 は 前 年 と 同 じ緯 度 帯 で 見 られ た が 、 出現 個 体 数 は 最 大
で も16個 体/1000m3と 極 め て 少 な か っ た 。2002年 のS.　 thompsoniの 連 鎖 固 体 の 体 長 お よ び 成 熟 段 階
は 、63°Sか ら65°Sに か け て 大 型(>35mm)で 胚 を放 出 した 個 体(Spent)が 見 られ 、62°S以 北 で は 小 型
(<15mm)で 未 受 精 お よ び 受 精 直 後 の初 期 段 階 の 個 体(S　tageO,　1)も 出 現 して い た 。 しか し2003年 で は 全
智 測 点 を 通 して 小 型 の個 体 が 多 く、 初 期 段 階(Sta　 ge　O,　1)　の 個 体 で 構 成 され て い た 。 さ ら に 、胚 を 持 た
な い 個 体(Stage　 X)の 割 合 は 、2003年 で は16.5%と2002年(1.5%)に比 べ て 高 い こ と が わ か っ た 。 こ の
こ と か ら、2003年 に得 られ た 個 体 は、 再 生 産 活 動 が2002年 に 比 べ て 活 発 に 行 わ れ て い な か っ た 可 能
性 が 示 唆 さ れ た 。す な わ ち、2003年 の 調 査 時 期 は 、 す で にSa!pa　 thompsoRiに と っ て 再 生 産 活 動 が 収
束 に 向 か っ て お り、個 体 群 が 消 滅 しつ つ あ っ た た め 本 種 が ほ とん ど採 集 さ れ な か っ た 可 能 性 が 考 え られ
た 。
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 SOUTHERN OCEAN CONTINUOUS PLANKTON RECORDER SURVEY: SPATIAL AND 
TEMPORAL PATTERNS OF VARIATION IN ZOOPLANKTON ABUNDANCE, DISTRIBUTION 
                          AND DIVERSITY.
G.W. Hosie (1), B.P.V. Hunt (1,2), M. Fukuchi (3), J.A. Kitchener (1)
 (1) Australian Antarctic Division, Department of Environment and Heritage, Channel 
Highway, Kingston, Tasmania 7050, Australia, Institute of Antarctic and Southern Ocean 
Studies, University of Tasmania, GPO Box 252-77, Hobart, Tasmania 7001, Australis, (3) 
Centre for Antarctic Environment Monitoring, National Institute of polar Research, 9-10, Kaga  1- 
                     chome, Itabashi-ku,Tokyo 173-8515, Japan.
The Southern Ocean Continuous Plankton (CPR) Survey started in 1991, with the purpose of 
mapping the biodiversity of zooplankton and to monitor the health of the region by using 
the sensitivity of plankton to environmental change as early warning indicators. In order to 
achieve this, we must define the spatial, seasonal, annual and long-term variability in 
plankton patterns through the region, especially in relation to the various frontal zones and 
oceanographic features of the Antarctic Circumpolar Current (ACC). Severe changes, as 
maybe caused by global warming, could effect the position and integrity of the fronts and 
ultimately the structure and function of the Southern Ocean ecosystems. The survey covers 
a wide area between 60 and 160° E and south of 48°S. CPRs are towed on all voyages of the 
Australian research supply vessel Aurora Australis, from early spring to  autumn and 
occasionally in winter. A new joint Japan-Australia CPR program commenced in the 
 1999/2000 season (JARE 41), with CPRs routinely towed from the JMSDF icebreaker Shirase 
during its annual resupply of Syowa station, taking advantage of the ship's fixed route and 
time schedule as a temporal reference for measuring long-term interannual variability. This 
will also assist in distinguishing geographic and temporal variation in the main dataset. 
Tows have also been made from other Japanese research and chartered vessels operating in 
the Southern Ocean. This has provided the opportunity to conduct two unique experiments 
to assess the degree of spatial and temporal variation in zooplankton patterns. The first 
experiment in late November-early December 1999, involved near simultaneous tows of 
 CPRs along three widely spaced north-south transects across the Southern Ocean, 25° 30'E, 
110°E and 158°E. North-south differences in abundance were observed in relation to the 
frontal zones, but in the permanent open ocean zone, between the sub-Antarctic Front and 
the ice edge, species composition and abundance was very similar between transects. The 
complementary second experiment examined seasonal variation along the same transect, 
during the collaborative Japanese-Australian multiship survey of longitude 140°E. 
Numerous CPR tows were completed on this transect between November 2001 and March 
2002, which showed typical increase in abundance through the season, but considerably 
consistency in species composition of plankton assemblages associated with the various 
fronts. Moreover, subtle variation in zooplankton patterns showed greater sensitivity in 
identifying oceanographic features than could be readily identified in the actual 
oceanographic data recorded at the same time.
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オーストラリア南方の南大洋季節海氷域における炭素フラックス
Flux　 of　carbon　 in　the　 seasonal　 sea　 ice　zone　 of　the　 Southern　 Ocean　 south　 of　Australia
石 井 雅 男(気 象 研)・ 佐 々 木洋(石 巻 専 修 大)、 渡 邉 修 一(海 洋 科 学 技 術 セ ンター)、 福 地 光 男(極 地 研)
Masao　 Ish且(MRI),　 Hiroshi　 Sasaki　 (lshinomaki　 Senshu　 univ.),　 Shuichi　 watanabe　 OAMSTEC),
Mitsuo　 Fukuchi　 (NIPR)
　 　 During　 the　 2001-2002　 time-series　 program　 in　the　 seasonal　 ice　zone　 of　 the　 Southern　 Ocean　 at　140°E,　 a
large　 deficit　 in　TCO2　 (-30　 to　-120μmol/kg　 in　 surface;　 17～38　 gC/m2)　 and　 a　significant　 under-saturation　of
CO2(AρCO2　 :　-20　 to　-150　 pat・m)　 with　 a　elevated　 chlorophyll　 level　 (50　 to　420　 mg/m2)　 were　 observed　 in　the
surface　 layer　 to　 the　 south　 of　 64°S.　 Based　 on　 the　 data　 for　 oceanic　 CO2　 and　 organic　 carbOn,　 temporal　 and
spatial　 variation　 in　 carbon　 flux　 from　 the　 atmosphere　 into　 the　 ocean　 interior　 through　 the　 air-sea　 CO2
exchange　 and　 biological　 activity　 in　the　 surface　 layer　 will　 be　 quantified.　 Their　 connection　 with　 the　 retreat
of　sea_ice　 is　also　 to　be　 discussed.
2001-2002年 夏季 に実 施 され たオー ス トラ リア南方(140°E)に お け る時 系列 観測 で は 、 白鳳 丸 で観 測 した
2002年1月 に64°S以 南で顕著 な生物活動 が観測 され 、 クロ ロフ ィル の鉛直積 算量 は110～410mg/m2に達
した。こ こで は冬季 の終わ りか ら1月 まで に表面水 の全炭酸 濃度 が40～120μmol!kg低 下 して お り、鉛 直 にも
17～38gC/m2減 少 してい た。 大気 と表 面水 のCO2分 圧差 は一20～-150μatmに も達 して お り、大気CO2の 顕 著
な吸収域 とな ってい た。　 Tangaroaで 観測 した2月 も、64°S以 南 では クロ ロフ ィルの鉛 直積 算量 は50～420
mg/　 m2に 達 した。 夏季表層 水が1月 に比べ て厚 かった ため 、全 炭酸濃度 の冬季 混合層 か らの低下 は表面水 で
30～50μmol/kgだ ったが 、鉛 直 には19～32gC/m2に 達 し、1月 と同程 度 の減 少が 見 られ た。 大気 と表 面水 の
CO2分 圧 差は 大きい ところで も一40μatmだ った が、や は り大気CO2の 吸収域 とな ってい た と考 え られ る。
また、この海域 では1月 と2月 に64°S以 南で
30～120mgC/m2/dayをこえる沈降粒子 の鉛直
フラ ックス も観測 され た。 これ らの こ とか ら、
2001-2002年 夏季 の140°Eの 季節海 氷域 では、
海洋表層 に有機炭 素が 蓄積 され る とともに、大気
か ら海 洋 中深 層 にい た る顕著 な炭素 フラ ックス
が生 じた と推 定 され る。
本研 究 では 、海 洋CO。 系や有機炭 素に関す る
デー タを総合的 に解析す る ことによ り、そ うした
炭素 フラ ックスの時間 ・空間変化 について定 量的
かっ総合 的な評価 を試み る とともに、海 氷縁 の南
下 と炭素 フ ラ ックスの 関係 につい て考 察す る。 一100
図2001年 冬季混合層の全炭酸濃度に対す る2002年1
.月の濃度差の分布
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2001-2002年 夏 季 の 南 極 海 季 節 的 海 氷 域 に お け る234Thで 推 定 し た
エ ク ス ポ ー ト フ ラ ッ ク ス の 経 時 変 化
佐 々 木 洋(石 巻 専 修 大)、 岩 舘 由美(石 巻 専 修 大)、 山 田正 俊(放 医研)、 青 野 辰 雄(放 医研)、
福 地 光 男(極 地 研)
　 Temporal　 variability　 of　export　 POC　 flux　 estimated　 from　 234Th　 in　the
　 　 　 　 　 　 　 　 　 Antarctic　 SIZ　 in　summer　 2001・2002.
　 Sasaki,　H.,　(Senshu　 Univ.　Ishinomaki),　 Y　Iwadate　 (Senshu　Univ.　Ishinomaki),　 M.　Yamada
(NIRS),　T.　Aono　 (NIRS)　 and　M.施 ㎞chi　(NIPR)
　 　 Th-234　 was　 used　 as　a　tracer　 to　estimate　 export　 fluxes　 of　particles　 in　the　 seasonally　 ice-covered
zone　 (SIZ)　 along　 140°E　 of　 the　 Antarctic　 Ocean　 during　 January　 to　 February　 2002.　 Seawater　 and
sinking　 particle　 sa-mples　 were　 taken　 from　 the　 surface　 to　200m　 depth.　 Estimated　 POC　 fluxes　 obtained
蠕 辮 鑑 識 「i蓋゜畏!識e品♂la膿e濫織P認 識 鵠 蠕 豊窟6麗麗
November　 and　 December　 were　 higher　 than　 those　 in　 January　 and　 February.　 The　 temporal　 and
latitudinal　 flux　 variability　 reflected　 the　 change　 in　 primary　 production　 associated　 with　 receding　 ice
edge　 and　 probably　 the　 replacement　 of　different　 water　 masses。
天 然 放 射 性 核 種 で ある234Th(半 減 期24.1日)を 利 用 して、234Th除 去 フラックスと粒 子 中 の
POC/234Th比 か ら海 洋 表 層 にお けるPOCエ クスポ ー トフラックスが推 定 で きる。2001/2002年 に、
海 水 と沈 降粒 子 中のTh-234濃 度 か ら南 極 海 の季 節 海 氷 域(61°S-66°S,140°E)に お けるPOCエ
クスポ ー トフラックスの推 定を行 った。2001年11月 と12月 の観 測 結 果 はオ ーストラリアのDr.　Trull
らの デ ー タ(Savoye　 et　al.,　2003)を 参 照 し、今 回 の観 測結 果 に加 えて比 較 したものである。61°S
は12月 にお い てフラックスの増 加 が 見 られ たが、それ 以 後 減少 傾 向 にある。64°Sに お いて はフラ
ックスは11月 、12月 に上 昇 す るが 、同 じく1月 、2月 には減 少 した。この ような時 間 的 および 地 理
的 な変 化 は 、海 氷 縁 の南 下 に伴 う基 礎 生 産 の変 動 を反 映 していると思 われ るが 、水 塊 の置 換 も無
視 できない要 因 であろう。
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乃 ワゐ碗 属 雪 腐 病 菌 の 生 理 ・生 態
Ecophysiology　 of　snow　 mold　 fUngi,　Typhnla　 species
星野 保
(産総研,北 大理)
T.　Hoshino　 (AIST,　 Graduate　 School　 of　Science,　 Hokkaido　 University)
Abstract:
　 　　 　 Snow　 mold　 fungi　 are　psychrophilic　 or　psychrotropic　 fUngal　 pathogcns　 of　percnnial　 grasscs
and　 winter　 cereals　 in　the　 Northern　 Hemisphere.　 However,　 there　 are　 fcw　 records　 of　 thosc　 fUngi　 in
non-agricultural　 regi()ns　 such　 as　the　 Arctic　 and　 Siberia.　 During　 1997　 -　2003,　 I　and　 my　 collaborators
attempted　 to　find　 snow　 mold　 fungi,　 especially　 Typ加la　 spccies　 (T　 incarnaごa　 and　 T　 ishikariensis)　 in
the　 Arctic　 (Greenland,　 Svalbard　 and　 Russia　 Far　 East)　 and　 Sibcria.　 In　this　 prcscntati()n,　 I　introducc
our　 rcsearch　 expeditions　 in　 those　 area　 and　 biological　 charactcristics　 of　 our　 collcctcd　 isolatcs
(espccially,　 7:　ishikariensis).
　 　 　 　 71　ishikariensis　 was　 divied　 two　 genetic　 types　 (biological　 spccics　 I　and　 II)　bascd　 on　 mating
experiments.　 Biological　 spccics　 I　was　 widely　 distributed　 in　 Eurasia　 (丘om　 Norway　 to　 Japan).
However,　 geographical　 distribution　 of　 biological　 species　 II　was　 limited.　 So,　 we　 did　 not　 find　 this
type　 isolates　 between　 Baltic　 countries　 -　European　 part　 of　 Russia　 and　 central　 Siberia　 (Novosibirsk
region).　 Dominant　 is()latcs　 of　 biological　 species　 I　 in　 the　 Arctic　 such　 as　 Greenland,　 Svalbard,
Finnmark,　 Siberia　 and　 Russian　 Far　 East,　 have　 optimum　 growth　 temperature　 at　4℃ 　and　 they　 showed
irregular　 growth　 at　lO°C　 in　 potato-dextrose　 agar　 medium　 (optimum　 growth　 tcmperature　 of　 typical
strains　 ofτishikoriensis　biological　 species　 I　from　 southern　 Norway,　 Moscow　 and　 Japan　 was　 lO°C).
However,　 dominant　 isolates　 fr()m　 thc　 Arctic　 had　 higher　 fmst　 resistance　 than　 isolates　 from　 cool
regions　 (southcrn　 Norway　 and　 Moscow).　 Those　 results　 suggest　 that　 dominant　 isolates　 of　 T
ishikariensis　 in　 the　 Arctic　 lost　 growth　 ability　 in　 relatively　 high　 temperature　 (10°C)　 and　 obtained
丘ost　 resistance.　 Those　 biological　 characteristics　 of　 Arctic　 isolates　 are　 the　 important　 factor　 of
ecological　 adaptation　 in　the　Arctic　 environmental　 conditions.
要 旨
雪腐病菌は越冬性の植物に対して病害を示す糸状菌の総称である。このうち担子菌類Typhula
属雪腐病菌(T　incarnataとT　 ishikariensis)は北半球に広く分布するとされるが、北極圏やシベリ
アなど非農耕地域における分布には不明な点が多い。私は共同研究者と共に1997-2003年 に
上記の地域にて、　Typhula属 雪腐病菌の分布調査、分離株の交配型および環境適応能について
検討を行ってきた。本発表では北極圏を中心とした私共の微生物調査の内容と採取菌株(特 にτ
ishikOriensis)の性質について紹介する。
T　ishikariensisは異なる2種 の交配型、生物種1お よびIIに 大別される。生物種1は ユーラシア
大陸全域 に広く分布するが、生物種IIの 分布は不連続でバルト諸国・ロシア欧州部から中央シベ
リアまで採取できなかった。また、グリー ンランド、スバルバール、ノル ウェー北極圏(フィンマーク)、
シベリア、ロシア極東北極圏で採取された菌株 の多くはジャガイモーブドウ糖寒天培地上で培養
すると、至適の温度は4℃ 以下であり、培養温度が10℃ を超えると熱ストレスによるコロニー形態
異常が観察された(通 常の菌株の至適温度は10℃ 程度)。しかし、これら極地優勢種は高い耐凍
性を有しており、通常の菌株が死滅するような条件でも生存した。これらの結果から、極地優勢種
は比較的高温度(10℃)で の増殖性を失ったが、高い耐凍性を得ることによって、生息地への環
境に適応していると考えられる。
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カ ナ ダ ・エ ル ズ ミ ア 島 の 氷 河 後 退 域 に お け るSalix　 arctica落 葉 の 分 解 過 程 と 菌 類 遷 移
　　　 　　　　 Decomposition　 and　 fUngal　 succession　 in　leaf　litter　of　Salix　 arctica
　　　 　　　　　　in　a　high-arctic　 deglaciated　 area　in　Ellesmere　 Island,　 Canada
大 園 享 司(京 都 大 学 農 学 研 究 科)
神 田 啓 史(国 立 極 地 研 究 所)
T.　Osono　 (Grad.　 Sch.　Agric.,　Kyoto　 Univ.)　&　H.　Kanda　 (NIPR)
　 Plant　 litter　accumulation　 was　 measured　 and　 decomposition　 processes　 of　leaf　 litter　of　arctic
willow　 (Salix　 arcticのwere　 examined　 in　relation　 to　biomass　 and　 species　 composition　 of　fungi.　 The
study　 site　was　 located　 in　a　high-arctic　 deglaciated　 area　 dominated　 by　 Ca∬iope　 tetragona,　 Dryas
integlifolia,　 and　 S.　arctica.　 Five　 morane　 groups　 were　 identified　 based　 on　 the　 age　 of　deglaciation.
Amount　 of　plant　 litter　attached　 on　 vegetation　 and　 on　 soil　surface　 was　 measured　 in　each　 morane
group.　 Plant　 litter　accumulation　 increased丘om　 the　youngest　 morane　 to　the　oldest　 morane.　 Three
litter　types　 of　S.　arctica　 (senescent　 leaves,　 decaying　 leaves　 1-5　yrs　after　death,　 decaying　 leaves　 5-10
yrs　after　death)　 were　 collected　 from　 beneath　 of　colonies　 of　S.　arctica　 on　the　5　morane　 groups.　 Leaf
mass　 area　 (LMA)　 and　 chemical　 composition　 (lignin,　 holocellulose,　 polyphenol,　 soluble
carbohydrates;　 N,　P,　K　 Ca,　 Mg)　 was　 investigated　 to　describe　 the　decomposition　 processes.　 Hyphal
length　 was　 measured　 with　 agar-film　 method,　 and　 fUngi　 were　 isolated　 with　 surface-sterilization
method,　 to　evaluate　 the　fUngal　 ingrowth　 and　 colonization　 on　leaves.　 Hyphal　 length　 increased　 from
senescent　 leaves　 to　decaying　 leaves.　 A　 sterile　 mycelium　 was丘equently　 isolated　 from　 decaying
leaves.　 No　 marked　 difference　 was　 observed　 in　biomass　 and　 species　 composition　 of　 fungi　 on
decaying　 leaves　 among　 the　5　morane　 groups.
カ ナ ダ ・エ ル ズ ミ ア 島 の 氷 河 後 退 域 に お い て リ タ ー の 堆 積 量 を 測 定 し 、　Salix　 arcticaの 落
葉 分 解 の 過 程 を 菌 類 の 定 着 と 種 組 成 に 注 目 し て 調 査 し た 。 調 査 地 は 最 終 氷 期 以 降 、 氷 河 が
停 滞 を く り 返 し な が ら後 退 を 続 け て い る 地 域 で あ り 、Ca∬iope　 tetragona,　 Dryas　 integlifolia,　 S.
arcticaが 優 占 す る 。 年 代 が 異 な る5モ レ ー ン 群(最 古 期 、 古 期A、 古 期B、 新 期 、 最 新 期)
に お い て 地 上 部 リ タ 一 書 積 量 を 測 定 し た 。 リ タ ー 量 は 最 新 期 か ら 最 古 期 に か け て 増 加 し て
い た 。 各 モ レ ー ン群 に お い てs.　 arcticaの コ ロ ニ ー 直 下 か ら句 句 枝 の 年 枝 を 手 が か り に 、 分
解 段 階 の 異 な る3種 類 の 落 葉(老 衰 葉 、落 葉 後15年 目 、落 葉 後510年 目)を 採 取 し 、
そ のLMA'(面 積 あ た り の 乾 燥 重 量)、 化 学 組 成(リ グ ニ ン 、 ホ ロ セ ル ロ ー ス 、 ポ リ フ ェ ノ
ー ル 可 溶 性 糖 類 、 お よ び 窒 素 、 リ ン 、 カ リ ウ ム 、 カ ル シ ウ ム 、 マ グ ネ シ ウ ム の 各 濃 度)を
調 べ た 。 ま た 菌 糸 長 を 寒 天 薄 膜 法 に よ り 、 菌 類 相 を 表 面 殺 菌 法 に よ り 調 べ た 。 菌 糸 長 は 分
解 に 伴 っ て 増 加 す る 傾 向 が 認 め ら れ た 。 胞 子 未 形 成 菌 株 の1タ イ プ が 高 頻 度 で 分 離 さ れ た
が 、 菌 糸 量 と 種 組 成 は モ レ ー ン 間 で ほ と ん ど 差 が な か っ た 。
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南 極 の 岩 石 内 微 生 物 群 よ り分 離 し た 単 細 胞 藻 類 の 凍 結 に よ る 損 傷 と 回 復
Damage　 by　freezing　and　the　recovery　 on　the　unicellular　 algae　isolated　from　 cryptoendolithic
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 microbial　 communities　 in　Antarctica
長 島 秀 行(東 京 理 科 大 ・理)、 藤 島 大 輔(東 京 理 科 大 ・基 礎 工)、
井 上 源 喜(大 要 女 子 大 ・社 会 情 報)
Hideyuki　 NAGASHI]MA,　 Daisuke　 FUJISHIMA　 (Tokyo　 University　 of　Science)　 and
　 　 　 　 Genki　 INOUE　 MATSUMOTO　 (Otsuma　 Women's　 University)
Two　 unicellular　 green　 algae,　 Stichococcus　 bacillar.∠5　 strain　 A789・13　 isolated丘om　 the
McMurdo　 Dry　 Valleys,　 Antarctica,　 and　 a　mesophilic　 green　 alga,αhlorella　 vu!garis　 C・135
were　 frozen　 to　 -20℃ 　at　various　 decreasing　 rates.　 The　 photosynthetic　 activity　 of　a　strain
A789-13　 at　20℃ 　remained　 mostly,　 but　 the　 extent　 was　 affected　 by　 the　 rates　 of　freezing　 and
thawing.　 On　 the　 other　 hand,　 strain　 C-135　 was　 lost　 the　 activity　 in　any　 conditions.　 After
freezing　 and　 thawing,　 the　 loss　 of　photosynthetic　 activity　 of　strain　 A789-13　 was　 recovered
rapidly　 during　 the　 culture,　 but　 that　 of　strain　 C-135　 was　 recovered　 very　 slowly,　 necessary　 of
14　days　 culture　 fbr　the　 fUll　recovery.
「は じめ に」 これ まで の研 究か ら、 南極 大 陸 の ドライ ヴ アレー地 域 の岩 石 表 層か ら分 離 した 単
細胞 緑藻Chlorella　 sXP.　A789・12株 とStichococcusbacillarisA789-13株を、-20℃ まで いろ い
ろな 速度 で 凍結 ・融解 した ときの残 存光 合成 活 性 を調 べ る と、S.baCi77arisA789・13株 は
Ch/orθ 酪sp.A789-12株 に比 べ て凍結 耐性が 強 いが 、 耐性 の程 度 は凍 結 ・解 凍 速度 によ り影 響
を受 け る事 がわ か った。対 照 と して用 いた温帯 産 緑藻Ch!ore!la　 vu7garis　C-135株 で は同 じ条 件
下で 全 く活性 を失 う ことが わか っ た。今 回 は、そ れ らの 藻 類 の凍結 融解 直 後 と1日 間培 養 後 、14
日間培 養 後 の光 合成 活性 の 回復過 程 につ いて 調 べ た。
「材 料 と方法」 南極 大陸 の ドライ ヴ ア レー地 域 の岩 石 表層 か ら分 離 した 単細 胞 緑藻
StichoooccusbacMarisA789-13株と温 帯 産緑 藻Chlorella　 vulgaris　C・135株 をプ ロ グ ラム フ リ
ーザ ー(Espec　 SU240)を 用 いて 各種 速 度 で凍結 融解 した。凍 結処 理後 の光 合 成 酸 素発 生 活性 は ク
ラー ク型 酸 素計(Hansatech　 Oxygraph　 OXY-1)を 用 いて行 った。また、凍結 処 理後 の生 存率 は、
一定期 間15℃、1500ル クスで 振 とう培 養 した とき の藻体 量を比 色 計(OD)に よ り求 め た。
「結果 と考 察 」 凍結処 理 直後 の20℃ の とき の残 存光 合 成活性 は、いずれ の凍 結 融解 速度 にお い
て もA789-13株 は一 定 の活性 を維 持 して いた が 、対 照 と して用 いたC・135株 にお いて は 全 く活 性
を失 って いた 。凍 結処 理後1日 、 ある いは14日 間培養 後 に光 合 成活 性 を測 定 す る と、A789-13
株 は何 れ もや や増 加 したが 、C-135株 で は、最初 は失わ れ て いた活 性 が14日 後 には 凍結 以 前 の
状 態近 くまで 回復 した。そ の際、 凍結 融解 速 度が 速 くな るほ ど残存 活性 は低 下す る傾 向が 認 め
られた 。 凍結 処理 後 、生 育量 を測 定す る と、A789-13株 で は直線 的 に生 長 を続 けたが 、C-135株
にお いて は急 激 に低下 した後 、徐 々 に回復 し、未 処理 の状態 近 くまで 回復 した。 以 上 の結果 か
ら、南 極産 緑 藻Stichococcus　 ba　cMaris　 A7　gg　・　1　3株 は凍 結耐 性 を もち 、わ ず か に損傷 した 場合 も
急 速 に回復 す る こ とが わか った。他 方 、温帯 産緑 藻Chlorθlla　 vulgaris　C-135株 は凍結 によ りほ
とん ど死滅 す るが 、わ ずか に残 存 した 細胞 は長 期 間 の培養 によ り処理 以 前 に近 くまで 回 復す る
能 力が あ る こ とが 認め られ た。
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南極す りばち池における広塩微生物の深度分布 について
Depth　 distribution　 of　euryhaline　 halophiles　 in　the　 Suribati　 Pond,　 Antarctica
岡 本 拓 十(広 島 大 学)・ 伊 村 智(極 地 研 究 所)・ 伴 修 平(滋 賀 県 立 大 学)・ 長 沼 毅(広 島 大 学)
Takuji　OKAMOTO　 (Hiroshima　 Univ.),　Satoshi　IMURA　 (NIPR),　 Syuhei　 BAN　 (Univ.　of　Shiga　 Pref.)　and　Takeshi
NAGANUMA　 (Hiroshima　 Univ.)
　 Euryhaline　 halophiles　 grow　 over　 wide　 ranges　 of　salinity　 from　 <3%　 NaCl　 (seawater　 equivalent)　 to　>15%　 NaCI　 or　to
even　 saturation　 level　 (about　 30%　 NaC1).　 Recent　 reports　 indicate　 that　 euryllaline　 halophiles　 are　 also　 resistantto　 other
enviro皿mental　 parameters　 such　 as　temperature,　 desiccation,　 hydrostatic　 pressure　 and　 co皿centrations　 of　 heavy　 metals.
Probably　 because　 of　 the　 high　 environmental　 resistances,　 several　 species　 of　euryhaline　 halophiles　 occur　 worldwide,
especially　 in　the　 marine　 environments　 and　 also　 in　 aquatic　 and　 terrestrial　 habitats　 of　 the　 Antarctica.　 An　 interesting
vieWpoint　 for　 the　 distribution　 of　the　 Antarctic　 halophiles　 is　that　 the　 migration　 among　 ponds　 and　 lakes　 on　 land　 is　more
di伍cult　 than　 ill　the　 marine　 regime.　 It　is　thus　 likely　 tllat　ponds　 and　 lakes　 on　 land　 serve　 as　 ``islandsラ'　 to　facilitate　 the
gcneration　 of　endemic　 species.　 The　 water　 samples　 for　 the　 isolation　 of　 euryhaline　 halophiles　 were　 collected　 from
the　 saline　 pon¢ 　Suribati　 Ike,　 near　 the　 Syowa　 Station,　 Japan.　 We　 have　 isolated　 euryhaline　 halophiles　 that　 are
bundled　 into　 7　 groups,　 and　 each　 group　 demonstrates　 a　clear　 depth　 distribution.　 Six　 out　 of　 7　groups　 probably
represennhe　new　 species　 of　 the　 genera　 Halomonas　and　 .Marinobacter.　This　 result　 suggests　 that　 Antarctic
saline　 ponds　 are　 the　 sources　 fbr　 the　 search　 of　 endemic　 species,　 at　least,　 of　 euryhaline　 halophiles,　 and　 possibly　 of
other　 microbial　 groups.
広塩微生物は、3%以 下から15%以 上の塩分、時には飽和塩濃度までの、幅広 い塩分に耐性 をもった微
生物である。近年、 この広塩微生物が低温、高温、乾燥 といったその他の環境ス トレス にも強い微生
物であることがわかって きた。この特徴 により、広塩微生物のうちの数種類は、高塩分環境だけでな
く世界 中の海洋 に分布 してお り、 さ らには南極の陸上環境、水 圏環境か らも報告がある。南極 におけ
る広塩微生物 の分布 において興味深いこ とは、南極の湖沼間 における広塩微生物の移動が、海洋環境
とくらべて困難 と考 え られることである。 このため、湖沼 が 「島」のように働 き、固有の広塩微生物
を生み出 している可能性 がある。
南極 の昭和基地周辺にある、す りばち池は、深 さ最大で32m、 表層 か ら8mま では低塩分で好気的で
あ り、深層 は高塩分で嫌気的な、二層 に分かれている塩湖である。このす りばち池において、水深約2
mお きに採水 し、 これか ら広塩微生物の培養 を行 った。
その結果、7種 類の広塩微生物が分離 された。これ らの種 はそれぞれ、深度 による明 らかな分布を示
した。　16S　rDNA解 析 を行 った ところ、6種 類 については、代 表的な広塩微生物であるHalo〃zonas,
Marinobacterに 属 する新種であ ると思われる。また、　HalO〃ionasvariabilSに 近縁な種類も、海洋か ら多
く見つかっている種類 とは遺伝的、生理的 に異なっていた。 このため、南極 の湖沼には、新奇の広塩
微生物が固有種 と して生息 していることが強 く示唆された。 これは他の微生物群 にもあては まると考
えられる。
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PM1
夏季南極海における氷縁の後退に伴う植物プランクトン群集組成の時空間変動
Spatio-temporal　 variation　 in　phytoplankton　 taxonomic　 composition　 With　 retreat　 of　ice-edge　 in　the
Antarctic　 Sea　 during　 the　 austml　 summer
三 木 周 、 武 田重 信 、 古 谷 研(東 京 大 学 大 学 院 農 学 生 命 科 学 研 究 科)
MegUru　 MIKI,　 Shigenobu　 TAKEDA　 and　 Ken　 FURUYA　 (Graduate　 School　 of　AgricUltural　 and　 Life
Sciences,　 The　 University　 of　Tokyo)
Phytoplankton　 composition　 was　 investigated　 in　January　 (Rハl　 Hakuho〃Iaru,　 KH-01-3),　 and　 Feb㎎y(R/V
Tangaroa,　 JARE43),　 2002　 along　 the　 140°E　 transect　 in　the　Antarctic　 Sea.　 The　 connibution　 of　each　 algal
group　 to　total　 chlorophyUαwas　estimated　 by　 CHEMTAX　 based　 on　 concentration　 of　marker　 pigments
derived　 from　 HPLC.　 An　 ice-edge　 retreated　 southward丘om　 64.5°S　 in　Jalluary　 to　66.4°S　 in　Febmary.
There　 was　 a　clear　 difference　 in　abundance　 and　 composition　 of　phytoplankton　 betWeen　 the　 sea-ice　 zolle　 and
the　open　 water　 du血gbothperiods.　Theopenwaterwasdominatedbydiatomsalldhapto4s(pigmentType
4　haptophytes;　 Jeffrey　 and　 Wright　 1994)　 shoWing　 a　double-layer　 stmcture　 with　 dominance　 of　diatoms　 above
the　pycnocline　 and　 hapto4s　 underneath.　 ln　contrast,　 a　bloom　 composed　 of　diatoms　 and　 hapto3s　 (pigment
Type3haptophytes;　Jeflhey　 and　 Wright　 1994)　 was　 formed　 at　the　 sea　ice　zone　 (64-65.7°S)　 in　January.　 The
phytoplanlCtx)n　 bloom　 observed　 in　January　 disappeared　 in　February.　 Instead,　 a　bloom　 of　diatOm　 occurred　 at
an　ice-edge　 (66.4°S)　 in　February.　 Bottle　 incubations　 enriched　 with　 iron　 (1　nM)　 showed　 that　ambient　 iron
concentrations　 met　 growth　 reqUirementS　 of　diatoms　 and　 hapto3s　 in　the　sea　ice　zone,　 w}lereas　 iron　 lmitation
of　growth　 of　these　 phytoplankton　 groups　 occurred　 in　the　 open　 water.　 0皿r　 observations　 suggest　 that　 the
retreat　 of　ice　edge　 exert　 spatio-temporal　 variatioIl　 of　phytoplankton　 abuIldallce　 and　 taxonomic　 composition
in　the　Antarctic　 Sea　 d血9血eaustralsummer.
2002年 の1月(海 洋研 究所 白鳳丸 「KH-01-3」航海Leg.2)お よび2月 　(JARE43専 用観測船 「タ
ンガロア号」航海)に 、南極海 の東経140度 線 上において、植物プ ランク トン群集組成 を調 べた。
HPLC分 析によ り得 られた各指標色素濃度か ら、CHEMTAXプ ログラムを用いて、各藻類 の全 クロ
ロフィルa量 に対する寄与を推定 した。海氷縁 の位置は、1月 の観測時には、南緯64.5度 に存在 し
たが、2月 には、南緯66,4度 に後退 していた。1月 、2月 ともに、海氷区 とその沖合域では、植 物
プランク トンの現存量、組成が以下のよ うに明瞭に異なっていた。すなわち、沖合域では、珪 藻類
が密度躍層 の上層で、ハプ ト藻類4型(Jeffrey　 and　Wright　1994)カS下 層で優 占したのに対 して、海
氷区では、1月 に、南緯64度 か ら南緯65.7度 にかけて、珪藻類 とハプ ト藻類3型(Jeffrey　 and　Wright
1994)に よるブルームが発生 していた。2月 には、1月 に存在 したブルーー ムは消滅 してお り、海氷
縁の南緯66.4度 で珪藻類がブルームを形成 していた。鉄欠乏 による植物プランク トンの生長制 限
の程度を鉄添加培養実験で調べた結果 、海氷縁 の付近では鉄添加 の効果がな く、鉄律速 が認 められ
なかったが、沖合域では、低い鉄濃度 が珪藻類 とハ プ ト藻類3型 の生長 を制限 していたこ とが明 ら
かになった。以上、夏季南極海では、氷縁の後退が植物プランク トンの現存量 と組成 の時空間変動
に強い影響 を与 えていることが示唆 された。
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南大洋イン ド洋区における植物プランク トンの現存量と沈降フラックスとの関係
Relationship　 between　 water　 column　 abundance　 and　 sinking且ux　 of　phytoplankton
　 　　 　　 　　 　　 　　 in　the　 Indian　 Sector　 of　the　 Southern　 Ocean
五味泰史(東 北大 ・院 ・農)、 岩舘 由美(石 巻専修大学)、 佐々木洋(石 巻専修大学)、
福地光男(極 地研)、 谷 口旭(東 北大 ・院 ・農)
　 　 　 　 　 　 Y　 Gomi　 (Tohoku　 Univ.),　 Y　 Iwadate　 (Senshu　 Univ.　 Ishinomaki),
H.　 Sasaki　 (Senshu　 Univ.　 Ishinomaki),　 M.　 Fukuchi　 (NIPR)　 and　 A.　Taniguchi　 (Tohoku　 Univ.)
　 Various　 factr)rs　 affect　 the　 sinking　 flux　 of　phytOplanktOn　 and　 degree　 of　the　 effect　 is　species-specific.
We　 investigated　 in　this　 study　 the　 specific　 differentiation　 of　the　 degree　 of　sinking.　 The　 water　 samples
were　 obtained　 on　 the　 JARE43・Tangaroa　Cruise　 conducted　 in　 February　 2002.　 We　 examined　 cell
number　 of　each　 phytOplanktOn　species　 in　 sediment　 trap　 trapped　 by　 as　 well　 as　 found　 in　 the　 water
samples,　 By　 comparing　 cell　 number　 of　each　 species　 in　the　 water　 column　 and　 that　 in　 the　 trap,　 an
index　 of　degree　 of　sinking　 was　 analyzed　 by　 species.
As　 a　result,　 no　 relationship　 between　 degree　 of　sinking　 and　 morphology　 of　the　 cells　 or　chain-forming
and　 colony-forming　 was　 found.　 Instead,　 seasonality　 in　proliferation　 of　each　 species　 was　 determined.
Namely,　 the　 species,　 attaining　 their　 seasonal　 peak　 in　 February,　 on　 a　 relative　 sense　 with　 those
dominated　 in　January　 and　 March,　 revealed　 lower　 degree　 of　sinking　 in　February　 This　 indicates　 that
difference　 in　 physiological　 conditions　 among　 species　 affect　 the　 species　 composition　 of　the　 sinking
population　 even　 in　a　short　 warming　 season.
植物 プランク トンの沈降にはさまざまな要因が影響を与えるが、それぞれの要因が与える影響の度合
いは種 によって異なることが知 られてい る。本研究では、水柱中の植物プランク トン現存量 とセデ ィメ
ン トトラップ中に補足 された植物プランク トンの量を種別に比較す ることで、種の沈降度合いに影響 す
る要因を調べ るこ とを 目的 とした。
本研究では、2002年2月 に南大洋イン ド洋区で行われたJARE43-Tangaroa航 海中に、東経140° 上
に設定 された三測点(St.1:61°S、St.5:64° およびSt.8:66°25S)で 採永 したサ ンプルを用いた。水柱
中の植物 プランク トン現存量を調べ るための試水は、セデ ィメン トトラヅプ係留前にNiskin　 bottleに
よ り採集 し、 その後24時 間セデ ィメン トトラヅプを吊下 した。
水柱 中の現存量に対 する トラップの捕捉量 の割合を種別 に求め、種 による沈降度合いを比較 した。そ
の結果、細胞お よび群体 の形態 と沈降度合 いとの間に関係はみ られなか った。一方、別の試料によ り、
水柱 中における各種の優 占率の経時変化 が明 らかになってい るので、これ と沈降フラックス を比較 した
ところ、2月 に水柱 中で優 占率が最大になる種群の沈降度合いが2月 には低い傾 向が明 らか にな って き
た。 このこ とことは各種毎の生理状態の経時変化が沈降程度に影響 していた ことを示唆 してい る。
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題 名:南 極 海 の 表 層300mに お け る粒 状 有 機 炭 素 フ ラ ヅ ク ス
:　Vertical且ux　 of　particulate　 organic　 carbon　 in　the　upper
300m　 of　the　Antarctic　 Ocean　 in　summer　 (仮)
真壁 竜介(東 北大)、 佐々木 洋(石 巻専大)、 谷口 旭(東 北大)、 工藤 栄(極 地研)、
福地光男(極 地研)
R.　Makabe　 (Tohoku　 Univ.),　 H,　 Sasaki　 (Seng.　 hu　 Univ.　 Ishinomaki),　 A.　 Taniguchi　 (Tohoku
Univ.),　 S.　Kudoh　 (NIPR),　 M.　 Fukuchi　 (NIPR)
abstract　 :　In　 the　 SIZ　 (Seasonally　 Ice-covered　 Zone)　 of　the　 Antarctic　 Ocean　 in　 summer,
local　 increases　 of　 vertical　 flux　 of　 particulate　 organic　 carl)on　 (POC)　 in　 the　 epi-　 and
mesopelagic　 layers　 have　 been　 fbund　 depending　 on　 the　 occurrence　 of　large　 swarms　 of
antarctic　 krills,　 or　 salps.　 We　 investigated　 the　 contribution　 of　Antarctic　 krills　 to　the　 POC
sinking　 process.　 Samples　 were　 collected　 in　 the　 ul)per　 300　 m　 at　 two　 stations;　 Station　 K
with　 large　 krill　 swarms　 (65° 　35.5　 S,　 140° 　01.3　 E)　 and　 Station　 5　without　 krill　 swarm.
POC　 flux　 of　St.K　 and　 St.5　 ranged　 from　 31.l　 to　 100.7　 and　 from　 l4.7　 to　40.3　 mgC/m2/d,
respectively　 These　 flux　 variability　 can　 be　 correspondent　with　 the　 zooplankton
community　 structure　 and　 their　 feeding　 activities.
要旨:夏 季の南極海季節的海氷域における有機炭素(POC)の 下方フラ ックスは通常低い
が、氷縁 ブルー ムの発生 に伴 う植物プランク トンの沈降、あるいはオキア ミ等人型 プラン
ク トン群集の出現に伴 う糞粒の沈降により著 しく増大する。 この ときの有光層 以深へ の有
機物 フラックスは年間の人部分 を占めるといわれている。本研究はJARE44、 　タンガ ロア
号 の航海 において得 た試料か ら、オキア ミ群集の有無が有機物粒子沈降過程 へ与える影響
を調べ ることを目的 と した。
オキア ミ群集が観測 された測点StK(65・35.5'S、140・Ol.3'E)と オキア ミがほ とん ど見 ら
れなかった測点St5(64・S、140・'E)の 表層0-300m水 柱にお いて、沈降粒子お よび懸濁粒
子の採集を行った。　St.Kの 沈降粒子 中のPOCは31.1～100.7mgC/m2!d、St.5では14.7
～40.3mgC/m2/dの 間で変動 した。混合層以浅のフラ ックスを比較する とSt.Kが やや高い
(47.5mgC!m2!d)。 また躍層以深 における鉛直的な変化 を比較す ると、両測点共に深度 と
ともに顕著な減少傾向を示 したが、躍層以浅のフラックスに対する減少の割合はSt5に お
いてよ り大 きい(50%)。 また、沈降粒子 中のCN比 お よび安定 同位体比のデータか ら、
両測点で沈降する有機 物粒子が、質、 量ともに異なることが分か った。本発表では さ らに
生物群集組成、動物 プランク トン糞粒、および環境デー タと併せ、生物活動 と粒状有機物
の沈降 との関係 について解析行 う。
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2003年 夏季南極海イン ド洋 一オース トラ リア区における
溶存鉄濃度の分布特性
1)istributions　 of　dissolved　 iron　 in　the　IndiamAustralian　sector
　 　 oftheAntarcticOceanduringaustralsummer2003
武田重信(東 大院農学生命)・石丸隆(東 京海洋大)・ 渡辺茂樹(東 大院農学生命)
Takeda,　 S.　(Univ.　 Tokyo),　 Ishimaru,　 T.　(Tokyo　 Univ.　 Mar.　 Sci.　 Tech.),　 Watanabe,　 S.　(Univ.　 Tokyo)
Several　 studies　 conducted　 in　Southern　 Ocean　 waters　 indicate　 that　 the　availability　 of　iron　 might　 be　 a　key　 factor
in　 regulating　 phytoplankton　 production　 in　 offshore　 high-nitrate,　 low-chlorophyll　 (HNLC)　 areas.　 Other
evidence　 suggests　 that　 the　 increased　 productivity　 along　 downstream　 of　the　 Kerguelen　 Islands　 may　 be　 due　 to
release　 of　iron　 from　 reducing　 sediments　 of　the　 island　 plateau.　 Measurements　 of　dissolved　 iron　 concentrations
in　the　 Indian-Australian　 s㏄tor　 of　the血tarctic　 region　 during　 austral　 su㎜er　 2003　 were　 conducted　 in　an
attempt　 to　assess　 the　sufficiency　 of　iron　 concentrati()ns　 for　phytoplankton　 growth　 in　these　 waters.　 Dissolved
iron　 were　 determined　 in　samples　 from　 four　 stations　 along　 140°E　 transect,　 from　 two　 stations　 at　63.5°S,　 130°E
and　 62.3°S,　 110°E,　 and　 from　 one　 station　 over　 the　 Kerguelen　 plateau　 near　 58°S,　 82.5°E.　 Dissolved　 iron
concentrations　 in　the　upper　 100　 m　 depth　 were　 generally　 low　 (<0.4　 nM)　 for　 all　stations,　 with　 lowest　 values　 of
around　 O.1　 nM　 measured　 at　the　northern　 station　 along　 140°E　 trans㏄t,　 and　 higher　 concentrations　 observed　 at
110°E.　 Vertical　 concentration　 profiles　 of　dissolved　 iron　 suggest　 biological　 removal　 of　dissolved　 iron　 from　 the
subsurface　 layer,　 where　 maximum　 concentrations　 of　chlorophyll　 a　were　 observed.　 The　 low　 concentrations　 of
dissolved　 iron　 indicate　 that　 iron　 deficiency　 could　 limit　 phytoplankton　 production　 in　these　 offshore　 HNLC
waters.　 Water-column　 profile　 of　dissolved　 iron　 over　 the　Kerguelen　 plateau,　 however,　 shows　 no　 evidence　 for
significant　 natural　 fertilization　 of　the　oceanic　 water　 by　 the　 sediment-derived　 particulate　 matter　 or　upwelling　 of
metal-rich　 deep　 waters.
南極 海沖合 域の高栄養塩低 クロ ロフィル海域では、植物 プラ ンク トン増殖の鉄欠 乏によ る律速 を示
す結 果が多 数報告 されてい る。 また、　Kerguelen島 の周辺域 では、 しば しば高 いク ロロフィル濃度
が観測 されてお り、島喚の堆積 物 な どか らの鉄供 給 との関連が指摘 されてい る。本研 究では、既存
知 見 が限 られてい る南極海 イ ン ド洋 一オー ス トラ リア区において、現場の溶存鉄 が植物 プラ ンク ト
ンの増殖 に対 して十分 な濃度 レベル にあ るかど うかを知 るために、溶存鉄濃度 の鉛 直分布を調べ た。
東 京水産 大学海鷹 丸の2003年 南極 海航 海 にお いて、140°E線 上 の4測 点、63.5°S,130°Eお よび
62.3°S,110°Eの2測 点、そ してKerguelen海 台上 の1測 点(58°S,82.5°E)の 計7測 点 にて10～3000m
層 よ りク リー ン採水 を行 い、酸性保 存 した海水試料 中の溶存鉄 濃度 を陸上実験 室にてポーラ ログラ
フ法 によ り測定 した。表層100m以 浅の溶存鉄濃度 は、いずれの測点 にお いて も概 ねO.4nM以 下 と
低 く、140°E線 上の北側(63.5°S)の 測 点では0.1nM前 後 の極 めて低 い値 が見 られ た。 また、110°E
の測点 では、他 の測点 よ りも全体 的 にやや高い値 を示す傾 向 にあ った。溶 存鉄 の鉛直分布について
は、極 小値 が亜表層 クロロフィル極 大層 に対応 して認め られ、植物 プラ ンク トンによる取 り込みが
示唆 された。表層水 中におけ るこれ らの溶存鉄 濃度は、南極海 の植物 プラ ンク トン群集 について報
告 されてい る増殖速度 の半飽和 濃度 と同様 な値 であ り、鉄 が律速 因子 にな り得 る可能性 を示 してい
る。 一方 、　Kerguelen島 の南方(上 流側)に 位置す るKerguelen海 台上 の測 点では、堆積物や深層 水
か らの鉄 供給 を示唆す るような高 い溶存鉄 濃度は見 られな かった。
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南 極 海 の 季 節 的 海 氷 域 表 層 水 柱 を 沈 降 す る 微 小 動 物 プ ラ ン ク ト ン 破 片
太 田 尚志(石 巻 専 修 大)、 高橋 和 也(石 巻 専修 大)、 佐 々木 津(石 巻 専 修 大)、 福 地 光 男(極
地 研)
Microzooplankton丘agments　sinking　 out　of　the　epipelagic　 zone　 of　A皿tarctic
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 SIZ
　　Ota　T.　(Senshu　 Univ.　Ishinomaki),　 K.　Takahashi　 (Senshu　 Univ.　Ishinomaki),　 H.　Sasaki
(Senshu　 Univ.　Ishinomaki)　 and　M.　Fu㎞chi　 (NIPR)
　 　 Microzooplankters　were　 enumerated　 in　sediment　 trap　 samples　 collected　 at　the　 depth　 of　40m　 and
鎌鞭欝欝 騰鞭難灘 醜 欝撒
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flux　 variabilities　 at　two　 depths　 werc　 similar　 to　those　 of　total　 POC　 llux.
2000年2-3月 、南 極 海 の季 節 海 氷 域 の3測 点(61°S,64°S,66°S,140°E)に お い て40m,100m深 度
に設 置 され た トラップ 中 の微 小 動 物 プランクトンの沈 降 量(ind.　m'2　day`i)を 測 定 した。トラップ 中
の微 小 動 物 プランクトン組 成 は必 ず しも水 柱 の現 存 量 組 成 を反 映 してお らず 、水 柱 中で優 占して
い た無 殻 少 毛 類 は ほとん ど検 出 され なか った。検 出 され た 主 な微 小 動 物 プ ランクトンは 有 鐘 繊 毛
虫、放 散 虫、有 孔 虫そ してカイア シ類 ノー プ リウス幼 生 で あり、66°Sに お い て は有 鐘 繊 毛 虫 が 、
61°Sお よび64°Sで は放 散 虫類 が優 占した。100m深 度 の全 微 小 動物 プランクトン数 は61・Sか ら南
方 の66°Sに 向 けて9倍 以 上増 加 したが 、40m深 度 では 各 測 点 間で 顕 著 な差 はみ られ なか った。
これ らは 同時 期 の全POCフ ラックスの変 動 パター ンに類 似 してい た。
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2003年 南極海の東部インド洋区における微生物食物網の構造と大きさ
Structure　 and　 size　 of　 microbial　 fbod　 webs　 in　the　 eastern　 Indian　 Sector
　 　 　 　 　 of　the　Southern　 Ocean　 (February　 -　March　 2003)
岸 弘 二 、 谷 口 旭(東 北 大 ・院 ・農)
K.　 Kishi　 ,　A.　 Taniguchi　 (Tohoku　 Univ.)
　 It　has　 been　 generally　 said　 that　 a　linear　 classical　 food　 chain　 from　 large　 diatoms　 to　krill　 is
dominating　 the　 surface　 Southern　 Ocean.　 R㏄ent　 evidences,　 however,　 suggest　 that　 a　 large
fraction　 of　primary　 production　 is　due　 to　pico-　 and　 nanoplankton,　 rather　 than　 large　 diatoms.　 In
this　study,　 we　 investigated　 abundance,　 biomass　 and　 taxonomic　 composition　 of　pico-,　 nano-　 and
micro-sized　 plankton　 throughout　 the　 water　 column　 in　the　 eastern　 Indian　 Sector　 of　the　 Southern
Ocean.　 Water　 sampling　 was　 carried　 out　 on　 board　 the　 R/V　 Tangaroa　 as　 a　part　 of　the　 JARE44
along　 the　transect　 from　 61° 　 to　65.4° 　 S　on　 140° 　 E,　during　 theperiod　 fromFebruary　 to　March,
2003.　 Microbial　 heterotrophs　 were　 always　 det㏄ted　 in　every　 water　 sample　 collected　 from　 the
O-2000　 m　 water　 column.　 Their　 abundance　 and　 carbon　 biomass　 ranged　 from　 6.42　 ×　107　to　1.54　 ×
108　 cells/L　 and　 from　 O.64　 to　1.63　 ugC/L　 for　bacteria　 and　 from　 20　 to　958　 cells/L　 and　 from　 15
to　16　 ngC/L　 for　ciliates.　 The　 gradient　 of　decrease　 with　 increasing　 depth　 beneath　 the　 subsurface
maxima　 was　 apparently　 steeper　 for　ciliates　 than　 bacteria.
南極海表 層生態系では、珪 藻からオキアミに直結する古典的食物連鎖 が卓越すると考えら
れてきた。しかし、最 近の報 告では、一次生産量 のかなりの部分は、珪藻よりもむしろピコおよ
びナノプランクトンによるものであることが示され ている。そこで本研 究では、南極海 東部インド
洋区の5測 点において各層採 水を行ない、微 生物食物網を構成す る微小生物各群の個体群
密度とバイオマスを調 査 した。
観測海域 は、2003年2,3月 に行なわれたJARE44専 用観測船 「タンガロア号」の航 海海 域
であり、その範 囲は東経140度 線 上の南緯61度 から65.4度 であった。全ての測点の試水(最
深2000m)に 従 属性微 小 生物 が検 出され 、そのうちバ クテリアの個 体群密 度とバイオマスは
6.42×107か ら1.54×108cells/Lお よび0.64か ら1.63ugC/Lの 範囲で変動 し、また繊毛
虫は20か ら958　 cells/Lお よび1.59か ら16.3ngC/Lの 範囲で、それぞれ変動 していた。現
存 量のピークは亜表層 にみ られ、それ以深では深度 とともに減 少していたが、その程度 はバク
テリアでは小 さく、繊毛 虫では顕著であった。
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南 極 海 に お け る 溶 存 有 機 化 合 物 の 分 布 お よ び 挙 動
Distribution　 and　 behavior　 of　dissolved　 organic　 matter　 in　the　Antarctic　 Ocean
近 畿 大 学 阿 比 子 政 光
KinkiUniversity　 MasamitsuAbiko
【Method】 　Sea　 water　 samples　 were　 filtered　 through　 precombusted　GF/F　 The　 filtered
samples　 were　 transferred　 to　 5　 ml　 glass　 ampoules,　 and　 immediately　stored　 in　 refrigerator.
DOC　 was　 analyzed　 with　 Shimadzu　 TOC-5000　analyzer　 by　 high　 temperature　c alytic
oxidation　 (HTCO)　 method.　 The　 humic　 like　 substances　 was　 detected　 with　 Hitachi　 F-4500　 by
three　 dimensional　 excitation　 emission　 spectrometry.
【Results】 　 The　 vertical　 profiles　 of　 DOC　 at　 Stn-K　 and　 5　 was　 show　 in　 Fig.　 1.　 The
concentration　of　 DOC　 in　 the　 surface　 layer　 is　high,　 and　 it　tend　 to　 decrease　 from　 the　 surface
layer　 to　 300m.　 Below　 300m　 it　is　 uniform　 at　 St.5.　 These　 profiles　 are　 similar　 to　 those　 in
other　 ocean.　 However,　 the　 concentration　of　 DOC　 in　 the　 surface　 layer　 (50-60μM)islower
than　 those　 of　 the　 Western　 North　 Pacific　 (70-80μM).The　average　 concentration　of　 DOC
below500mis36.9±1.8μM.　 It　is　slightly　 lower　 than　 the　 Western　 North　 Pacific　 (41.8
±5.3μM).　 The　 fluorescent　 maximum　peak,　 which　 originated　 from　 marine　 humic
substances,　 are　 detected　 at　 excitation　 300-320　 nm　 /　emission　 370-420　 nm.　 The　 vertical
profile　 of　 fluorescent　 intensity　 at　 Stn-5　 shows　 nutrient-like　 behavior.　 On　 the　 other　 hand,
the　 fluorescent　 intensity　 at　 surface　 layer　 in　 Stn-K　 is　 surface　 enrichment,　 and　 this　 trend　 is
different　 from　 other　 ocean.
【方法 】海水試料 は加 熱処理 したGF/Fに て ろ過 した。 ろ過後の試料 は5　mlガ ラス
ア ンプル に移 し,冷 凍保存 して研究室 に持 ち帰 った。海水 中の　DOCは 島 津製作所
製TOC-5000を 用 い,高 温触媒酸化法(HTCO)に て定量 した。海水 中の腐植 様有
機 物質の分析 は 日立F4500蛍 光計 に よる3次 元励起 蛍光法 によ り行 った。
【結果 】　Stn-Kお よびStn-5のDOCの 鉛 直分 布 をFig.　 1に 示 した。　DOC濃 度 は表
層 で 高 く,水 深 が 深 くな る に従 い 減 少 し,St.5
で は300m以 深 で ほ ぼ 一 定 と な る。 こ の 分 布
は こ れ ま で の　DOCの 鉛 直 分 布 傾 向 と一 致 し
て い る 。 し か し,表 層 付 近 の 濃 度 は50～60
μMで あ り,こ の 濃 度 は 西 部 北 太 平 洋 の 濃 度
(70～80μM)に 比 べ て 低 い 値 で あ る 。 ま
た,St.5の500m以 深 の 平 均 濃 度 は36.9±1.8
μMに 比 べ て 深 層 濃 度 も 低 い 。　Refractory　 DOC
と考 え ら れ る 腐 植 様 物 質 は 励 起 波 長300-320
nm/蛍 光 波 長370-420nmに 検 出 さ れ る 。St.5
に お け る腐 植 様 物 質 の 蛍 光 強 度 の 鉛 直 分 布 は
表 層 で 低 く深 度 と と も に 増 加 す る,栄 養 塩 型
分 布 を 示 し た 。 一 方　St.Kで は 表 層 で 高 い 。
こ の 結 果 は こ れ ま で の 他 の 海 域 の 報 告 例 と異
な っ て い た 。
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Fig.　 1　Vertical　 profiles　 of　DOC　 at　Stn-5　 and　 Stn-K
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2002年 夏季南極海の季節海氷域における光学特性の時空間的変動
Temporal　 and　 spatial　 variability　 of　optical　 properties　 in　the　seasonal　 ice-
　 　 　 　 coveredzoneoftheAntarcticOceaninsummer2002
大 井信 明 ・　Sandric　Chee　Yew　Leong　(創価 大)・ 小 達 恒夫 ・福 地 光 男(極 地研)・
田 口 哲(創 価 大)
Nobuaki　 Ohi　 ・　Sandric　 Chee　 Yew　 Leong　 (Soka　 Univ.)　 ・　Tsmeo　 Odate　 ・　Mitsuo　 Fukuchi　 (NIPR)　 ・
　　　　　　 　　　　　　 　　　　　 Satoru　Taguchi　 (Soka　 Univ.)
　 Knowledge　 of　the　optical　 propenies　 is　essential　 for　estimating　 the　primary　 production　 and　 remote
sensing　 of　ocean　 color　 in　tlle　euphotic　 zone.　 Diumal　 variability　 of　coninuous　 venical　 distribution　 in
attenuation　 coefficients,　 scattering　 coef丘cients,　 al)sorption　 coefficients　 of　particulate　 and　 colored
dissolved　 organic　 matter　 (CDOM),　 and　 chlorophyll　 a　concentration　 were　 measured　 by皿derwater
spectrophotometer　 Ac-9　 (WET　 Labs)　 and　 fluorometer　 (Wetstar)　 around　 the　 ice　 edge　 along　 140°
degree　 E　 on　 R/V　 Aurora　 Australis,　 R/V　 Hakuho-Ma叫R∫V　T ngaroa　 in　 2001/2002　 Australian
summer.　 Vertical　 variability　 in　abso叩tion　 coefficients　 of　particulates　 and　 CDOM　 decreased　 with
depth　 at　660S　 in　 February,　 where　 primary　 production　 was　 the　 highest　 among　 the　 cruises.　 This
variability　 was　 similar　 with　 the　 changes　 in　chlorophyll　 a　concentration　 and　 primary　 production.
Average　 contril)ution　 of　absorption　 coeflicient　 at　440　 nm　 ofpaniculate　 relative　 to　total　 abso】 「ption
coe伍cient　 was　 47%　 t㎞oughout　 the　 water　 col㎜.This　 indicate　 that　 the　 variability　 in　 optical
properties　 of　seawater　 was　 mainly　 dependent　 on　 phytoplankto江These　result　 sugges 　 that　estimating
the　 primary　 production丘om　the　 absorptioll　 and　 scattering　 coe笛cient　 of　 phytoplankton　 may　 be
possible　 with　 apPropriate　 algorithm.
南極海における基礎生産量及び海色リモー トセンシングの詳細な理解のため、有光層内
の光学特性の詳細な理解が不可欠である。一方、光学特性の日変化から基礎生産量を推定
する試みもなされている。
2001/2002年 南半球の春から秋にかけ、オース トラリア南極観測船、白鳳丸KHO1-01航
海、　JARE43チ ャーター船タンガロアにより東経140度 線に沿った氷縁域にて、水中分光
高度計(Ac-9)及 び水中紫外分光放射計(PUV)を 用いて水中及び空中の光放射量と、水中
の消散係数、散乱係数、縣濁粒子、有色溶存有機物の吸光係数およびクロロフィル量を鉛
直的に日周の時間間隔で連続測定した。
最も基礎生産量が高かった氷縁域の2月 の66°Sで 、縣濁粒子および有色溶存有機物の
吸光係数の鉛直変化は混合層を境に深度と共に減少し、クロロフィル量および基礎生産量
の鉛直分布に相応 していた。また、有色溶存有機物に対 して縣濁粒子の吸光係数は47%を
占め、植物プランクトンによる水中内の光学特性の寄与が高かった。これより、水中の光
学特性の変動が植物プランク トンの光学特性の変動によるものと推定される。よって、植
物プランクトンの吸光係数、散乱係数の日変化を推定し、基礎生産量との関係性を考慮す
ることが可能となると考えられた。
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南極海の光学的特性
The　 optical　 characteristics　 in　the　Antarctic　 Ocean
岸 野 元 彰1,平 詳 享2,山 口 征 矢1,石 丸 隆1,橋 濱 史 典1,伊 藤 洋 介1
(1東 京 海 洋 大 学,2国 立 極 地 研 究 所)
　 　 　 M・t・aki　 Ki・hin・1,　T・・u　Hiraw・ke2,　 YUkuya　 Yamagu・hi1,　 Taka・hi　 Ishimaru',
　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 Fuminori　 Hashihama1,　 and　 Ybhsukc　 Itoh1
(1　T・ky・ 　University　 ・f　M・ ・in・　Sci・nce　 and　Tcchn()1・gy,　 2　N・ti・n・I　ln・titut・　・f　P・1・,　R・,ea,ch)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Abstmct
　 　 Thc　 optical　 mcasurcmcnts　in　 rclation　 with　 photosynthcsis　 wcrc　 carricd　 out　 in　 thc　 Antarctic
Occan　 during　 thc　 cruisc　 ()f　T/V　 Umitaka-Maru,　the　 Tokyo　 Univcrsity　 of　 Marinc　 Scicnce　 and
Tcchnology,　 in　 January　 and　 Fcbruary　 2003.　 The　 spcctral　 downward　 irradiancc　 and　 upward
radiance　 were　 dctcrmincd　 by　 using　 a　 spcctroradiometer　PRR-800　 (Biosperical　 Inc,　USA).　 The
promcs　 of　 temperaturc,　 salinity,　 chlorophyll　 lluorescencc,　 and　 turbidity　 wcrc　 measured　 by
OCTPUS　 systcm　 with　 scawatcr　 sample　 at　various　 depths.　 Chl()rophyll　 a,　 suspcndcd　 sohd,　and
absorption　 coemcients　 of　thc　 seawatcr　 samplcs　 wcrc　 determincd.
The　 rclation　 bctwccn　 thc　 attcnuation　 of　 undcrwatcr　 light　 and　 absorpti()n　 (、f　seawatcr　 was　 analyzed
We　 will　 prcscnt　 contribution　 of　 the　 backscattcring　 cocfficicnts　 in　 undcrwatcr　 light　 field　 of　 thc
Antarctic　 Occan　 on　 occan　 color　 rcmote　 scllsing.
要 旨
2003年1月 よ り2月 東京海洋大学(旧 東京水産大学)練 習船海鷹 丸において,南 極海の植
物プランク トンの基礎生産に関連 して光学観測 を行なった.水 中分光放射計によ りf向 さ
分光放射照度および上向き分光放射輝度の深度分布を測定 し,　CTD観 測および採水 を行な
った.得 られた海水サンプルの吸収係数(植 物 プランク トンの吸収係数,溶 存有機物の吸
収係数),ク ロロフィル濃度,お よび懸濁物濃度の測定 を行なった.海 中光の消散を支配 し
ている吸収係数について解析 し,海 色 リモー トセンシングにおける南極海の後方散乱係数
の重要性について報告する。
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     Time series of Drake Passage Oscillation Index (DPOI) 
              from 1952 to 2003, Antarctica
 Ac31OM  (3A4*Iilf)  •  rtniinA 
 Mildo Naganobu  (NRIFSF)  • Kunio Kutsuwada (Tokai Univ.)
1. Introduction An assessment of the environmental processes influencing variability in the recruitment 
and density of Antarctic  hill (Euphausia superba DANA) is important as variability in krill stocks affects the 
Antarctic marine ecosystem as a whole. Naganobu et  al. (1999) had assessed variability in krill recruitment 
and density with hypothesized environmental factors; strength of westerly winds (westerlies) determined from 
sea-level pressure differences across the Drake Passage, between Rio Gallegos  (51°32'S,  69°17'W), Argentina, 
and Base Esperanza (63°24'S, 56°59'W), at the tip of the Antarctic Peninsula, sea ice cover and chlorophyll-a 
in the Antarctic Peninsula area during 1982-1998. They found significant correlations between  hill 
recruitment and those factors. The westerlies were especially regarded as a key environmental index. 
Fluctuations in the westerlies across the Drake Passage were referred to as the Drake Passage Oscillation 
Index (DPOI). 
2. Data We planned to extend time series of DPOI using historical data. Naganobu et  al. had used the 
time series of the World Surface Meteorological Database (WSMD), Japan Meteorological Agency, from 
1982 to 1998. The third assessment report of the Intergovernmental Panel on Climate Change (IPCC, 2001) 
reviewed DPOI as a factor of physical impacts on biology of the Antarctic Ocean and took interest in its 
variability in the future. Although the new data are added to WSMD, no historical data exist in the database 
before 1982. We searched the historical data and found the time series since the 1950s until 1988 at the Web 
sites of the Carbon Dioxide  Information Analysis Center (CDIAC, 2002) for Rio Gallegos and since the 1940s 
until 1998 at British Antarctic Survey (BAS, 2002) for Esperanza. We combined the WSMD and 
CDIAC/BAS dataset. Here we calculated a time series of DPOI from January 1952 to May 2003 at this stage. 
Time series since June 2003 will be processed additionally after obtaining new data. 
3. Results A time series of DPOI monthly mean from 1952 to 2003 was calculated. The total number of 
monthly data used from May 1952 to May 2003 was 613. The mean, median, and mode were 14.2, 14.2, and 
13.0 hPa, respectively. The maximum, minimum, and range were 30.3, -5.9, and36.2 hPa, respectively. The 
standard deviation was 4.1 hPa. A time series of 3-month running mean suggested considerable seasonal 
variability of climate. A time series of 12-month running mean indicated various year-to-year changes other 
than seasonal variability (Figure 1). High DPOI periods, not less than 15 hPa, were observed in most of the 
period before 1964 and only in 1973 and after 1985. Low DPOI periods, less than 15 hPa, persisted for two 
decades after 1964. Event of extremely low DPOI less than 12  hPa appeared in 1967, 1972, 1980, 1989 and 
2000. Time intervals between these low DPOI events are approximately 4 years. 
            Time  Series  of  DPOI  (12-month  RM)
"N".. 
4%4  I5
 1.0
 1.960 1970 1980  yeur  1990. 2000 
Figure 1: Time series of Drake Passage Oscillation Index (DPOI) which are defined as the sea 
       level pressure differences between Rio Gallegos and Esperanza during 1952-2003: 
        12-month running mean.
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好冷性ケイ藻のDMSP生 成能
Dimethylsulfoniopropionate(DMSP)productivityofpsychrophilicdiatom
笠 松 伸 江(総 研 大)・ 平 野 伴 明 ・工 藤 栄(極 地 研)・ 小 達 恒 夫 ・福 地 光 男(極 地 研 ・総 研 大)
　 　 Nobue　 Kasamatsu　 (Grad.　 Univ.　Advanced　 Studies),　Tomoaki　 Hirano,　 Sakae　 Kudoh　 (NIPR),
　 　 　 　 　 　 Tsuneo　 Odate,　 Mitsuo　 Fukuchi　 (NIPR,　 Grad.　 Univ.　Advanced　 Studies)
　 　 　 　 Dimethylsulfbniopropionate　(DMSP)　 productivities　 of　 psychrophilic　 diatom　 strains,
Chaesoceros　 sp.,　Navicula　 sp.　and　 Nitzschia　 sp.,　were　 experimentally　 analyzed.　 For　 Chaetoceros　 sp.,
DMSP　 concentrations　 in　the　 culture　 (both　 particulate　 form:　 DMSPp　 and　 dissolved　 {brm:　 DMSPd)　 were
negligible,　 but　 those　 fbrハlavicula　 sp.　and　 l～Titzschia　 spＬncreased　 toward　 the　 end　 of　 the　 experiments.
The　 ratio　 of　 nM　 DMSPp　 :μg　 chl　 a　of　 the　 latter　 two　 strains　 were　 around　 5　in　their　 early　 exponential
growth　 phases　 and　 decreased　 slightly　 toward　 the　 early　 stationary　 phase.　 During　 the　 stationary　 phase,
the　DMSP　 content　 of　these　 strains　 increased　 linearly　 by　 up　 to　5　-　 IO　times　 the　 value　 at　the　 start　of　the
stationary　 phase.　 The　 species-specific　 and　 growth-related　 variations　 of　 DMSP　 productivity　 are
discussed　 with　 reference　 to　DMSP　 distribution　 and　 the　 survival　 of　diatoms　 in　the　Antarctic　 Ocean.
好 冷 性 ケ イ 藻 のDMSP生 成 能 の特 性 を 明 らか にす る た め,水 温,種,生 長 段 階 に
注 目 しな が ら,L7°Cの 低 水温 で 室 内培 養実 験 を行 っ た.培 養株 は,サ ロマ 湖 で 得 られ た 海
水 試料 か ら単離 した好 冷 性 ケイ 藻3種 　(Cheaetoceros　 sp.,　Navicuia　 sp.,　Nitzschia　sp.)　を用 いた.
植 物 プ ラ ン ク トンのDMSP生 成 能(細 胞 内DMSP量)の 見積 も りに は,粒 状 態DMSP　 (DMSPp;
孔 径0.7μmの 濾 紙 上 に保 持 され る粒 子 中に 含 ま れ るDMSP)濃 度 を ク ロ ロフ ィル 濃 度 で割 っ
た もの(nmol・ じL　 DMSPp　 /μg・じL　 Chl.　o)を 用 いた.そ の 結 果,す べ て の株 は,低 水 温 に も
か かわ らず,対 数 増 殖 期 に0.3-0.5d'iと い う速 い 速 度 で 生 長 して いた.こ のよ うな 好 冷 性 の
生 長特 性 に もか か わ らず,今 回 得 られ たDMSP生 成 能 は,種 ご とに差 は あ る もの の,温 帯 域
の 水温(20-22°C)で 培 養 され た ケイ 藻 の もの(0.3-13.4nmol・ μg1)と ほ とん ど差 が な か っ
た.こ こ か ら,少 な く と も この 実 験 水 温(1.7°C)で は,低 水 温 で 生 育 す る ケ イ 藻 は,そ の
好 冷性 の 生 長 特性 を維持 す るた め に,温 帯 域 で 生 育 す る ケ イ 藻 よ り も多 量 のDMSPを 保 持 ま
た は生 成 す る能 力 を必 ず し も必 要 と しな い ことが 示 唆 され た.水 温 変化 に よ る　DMSP生 成 能
の 大 きな 変 化 は 見 られ な か った が,種 お よび 生 長 段 階 に よ るDMSP生 成 能 に は変 化 が 見 られ
た.粒 状態DMSPお よ び 溶 存 態DMSP　 (DMSPd)は,Chaetoceros　 sp.の 培 地 中で は 実 験 期 間(約
30日)を 通 して 検 出 され な か っ た.そ れ に対 し,　NavicUla　 sp.お よ びNitzschia　 sp.の 培 地 中 で
はDMSPが 検 出 され,　DMSP生 成 能 は実 験 期 間 中(約60日)に 変 化 して い た.　Navicula　 sp.
お よびNitzschia　 sp.のDMSPp　 /　Chl.　aは,い ず れ も,対 数 増 殖 期 初期 に約5　 nmol・μglで あ った
が,ク ロ ロフ ィル 濃 度 や 現 場 蛍光 値 が 一一定 にな っ た 定 常 期 初 期 に は1.3nmol・ μgiに 減 少 して
い た.定 常期 初 期 か ら定 常期 後 期 にか けて,細 胞 内DMSP量 は 直線 的 に約5-10倍 に まで増
加 した.こ れ は,植 物 プ ラ ンク トンが,生 長 を とめ て か らもDMSP生 成 を 続 けて い た こ と を
示 して い る.こ の よ うな 種 お よ び 生 長 段 階 ご と のDMSP生 成 能 の 特 性 が,南 極 海 に お け る
DMSP分 布特 性 に影 響 し,ま た,ケ イ 藻 の種 保 存 戦 略 につ な が って い る可能 性 が 示唆 され た.
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「し ら せ 」 航 路 に 沿 っ た 南 大 洋 イ ン ド洋 区 に お け る 植 物 プ ラ ン ク ト ン種 の 現 存 量 と 分 布
　 Abundance　 and　 distribution　 of　selected　 phytoplankton　 species　 along　 the　cruise
track　 of　Rハz　 SHIRASE　 in　the　Indian　 sector　 of　the　 Southern　 Ocean
韓 東 勲(口 本 海 洋 生 物 研)・ 渡 邉 研 太 郎 ・小 達 恒 夫 ・平 詳 享 ・福 地 光 男(極 地 研)
　 　 D.-H.　 Han　 (Marin　 Biology　 Research　 Institute　 Japan,　 Ltd),　 K　 Watanabe,　 T.　Odate,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 T.　Hirawake　 and　 M.　 Fukuchi　 (NIPR)
　 　 　A　long-term　 monitoring　 program　 on　plankton　 in　the　Southern　 Ocean　 has　been　 carried　 out　in　the
Japanese　 Antarctic　 Research　 Expedition　 (JARE)　 aboard　 the　R/V　 SHIRASE.　 Data　 on　chlorophyll　 a
concentrations　 along　 with　water　 temperature,　 salinity　and　nutrients　 concentrations　 measured　 on　surface
water　 samples　 have　 been　 made　 available　 in　a　series　of　JARE　 Data　 Reports　 published　 by　the　National
Institute　of　Polar　 Research　 (NIPR).　 This　 report　presents　 some　 results　from　 a　study　 on　phytoplankton
sp㏄ies　 to　reveal　 relationships　 of　their　distribution　 and　 environmental　 parameters　 based　 on　formalin
fixed　surface　 water　 samples　 coll㏄ted　 during　 the　JARE-39　 cruise.
The　 specimens　 were　 collected　 during　 D㏄ember　 4-13,　 1997　 (FS-1eg;　 Fremantle-Syowa)　 and
February　 15-　March　 19,　1998　 (SS-leg;　 Syowa-Sydney).　 A　total　of　124　 taxa　in　39　genera　 including　 26
diatom　 genera,　 10　dinoflagellate　 genera,　 two　 chrysophyte　 genera　 and　 one　 cyanophyte　 genus　 were
recorded　 in　the　samples.　 Dinoflagellate　 sp㏄ies　 dominated　 in　sub-tropical　 water　 and　 diatom　 sp㏄ies
consisted　 >90%　 south　of　sub-Antarctic　 waters.
　 　 Total　 cell　numbers　 counted　 corresponded　 to　oceanographic　 structures　 and　 to　seasonality.　 Five
distribution　 patterns　 for　the　species　 appeared　 were　 found　 from　 extensive　 to　limited　 ones.　Environmental
parameters　 and　 species　 appearance　 should　 be　 examined　 to　reveal　 their　 relationships　 in　future.
Relationships　 between　 temporal-space　 distributions　 of　the　phytoplankton　 sp㏄ies　 and　 oceanographic
structures　 or　environmental　 parameters　 might　 be　speculated　 based　 on　the　analysis　 of　multi-year　 data　on
the　distribution　 of　phytoplankton　 species.
南 極 地 域 観 測 隊 で は 南 大 洋 の プ ラ ン ク トン基 礎 生 産 力 の 長 期 変 動 を 監 視 す る た め、 「し らせ 」船
上 で 、植 物 プ ラ ン ク トン の 現 存 量 の 指 標 とな る ク ロ ロ フ ィルa濃 度 や 、環 境 要 因 で あ る水 温 、塩 分 、
栄 養 塩 濃 度 な ど モ ニ タ リ ン グ 研 究 観 測 を 実 施 して い る。本 研 究 で は 植 物 プ ラ ン ク トン種 の 分 布 と環
境 要 因 との 関係 を 明 ら か に す る た め 、同 時 に 得 られ た 植 物 プ ラ ン ク トン検 鏡 用 の 表 面 海 水 フ ォ ル マ
リン 固 定 試 料 に つ い て 、 種 毎 の 計 数 を 光 学 顕 微 鏡 で 行 っ た の で 報 告 す る 。
試 料 は1997年12月4日 ～13日(FS－ 航 路;　Fremantle-Syowa)　 と1998年2月15日 ～3月19日(SS－ 航 路;
Syowa-Sydney)　 の 間 「し らせ 」 のJARE-39次 航 海 で 得 た 。 緯 度 方 向 の ク ロ ロ フ ィル ∂ 濃 度 の 変 化 は
海 洋 構 造 と季 節 の 違 い に 大 き く左 右 され て い た 。表 面 海 水 中 の 試 料 で 出 現 が 確 認 され た植 物 プ ラ ン
ク トン は珪 藻 綱(26属81タ ク ソ ン)、 渦 鞭 毛 藻 綱(10属40タ ク ソ ン)、 黄 金 色 藻 綱(2属2タ ク ソ ン)、
藍 藻 綱(1属1タ ク ソ ン)の 全39属124タ ク ソ ンで あ っ た 。 分 類 群 ご との 出 現 の 割 合 を緯 度 方 向 に 見
る と 亜 熱 帯 域 で は 渦 鞭 毛 藻 類 が 優 占 し、 亜 南極 域 以 南 で は珪 藻 類 が90%以 上 を 占 め て い た 。
対 象 海 域 中 の 試 料 の 全 細 胞 数 の 変 化 も ク ロ ロ フ ィル ∂濃 度 の 変 化 と 同 様 に、 海 洋構 造 と季 節 の 変
化 に 対 応 して い た 。FS－ 航 路 で は52°S以 北 で 細 胞 数 が104cells/1以 下 で 、55°S前 後 の 海 域 で 最
大 値 を示 し、59°S以 南 で 減 る と こ ろ も見 え るが 、氷 縁 に 近 づ く と共 に再 び 増 え る 傾 向 が 見 られ た 。
そ れ に 対 し、SS－ 航 路 で は 細 胞 数 が60°S以 北 で104cells/1以 下 でFS－ 航 路 と比 べ て も 少 な か っ た
が 、 南 下 と共 に増 え る傾 向 は 同様 で あ っ た 。 しか し、 氷 縁 近 くで は そ れ ほ ど高 くな か っ た。 出 現 種
の 分 布 範 囲 が 広 域 か ら極 め て 狭 域 ま で 大 き く見 て5つ の 分 布 パ タ ー ン が 見 られ た 。 今 後 、 種 の す み
分 け が 存 在 す る な らば 環 境 特 性(非 生 物 環 境 と生 物 環 境)と 種 の 出 現 が ど の よ う に対 応 して い るの
か を 検 討 す る 。 さ ら に 、 発 表 で は よ り長 期 間 の デ ー タ を 解 析 して 南 大 洋 で の 植 物 プ ラ ン ク ト ンの
時 ・空 間 的 分 布 が 海 洋 構 造 や 環 境 要 因 と ど の よ うな 関係 を 持 つ の か に つ い て も 言 及 した い 。
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南極定着氷下のネット植物プランク トン
ー 種組成の季節変化
Net-phytoplankton　assemblages　 underAntarctic　 fast　 ice,
　 　 　 -　seasonal　 variations　 in　species　 composition.
渡邉研太郎(極 地研)・佐藤博雄(東 京海洋大)
WATANABE,　 Kentaro　 (NIPR)　 and　 SATO,　 Hiroo　 (TUMST)
　 Microalgal　 assemblages　 in　water　 column　 under　 coastal　 fast　ice　were　 collected　 with
a　plankton　 net　(25μm　 mesh)　 at　two　 sites,　Stn.1　 (ca.12m)　 and　 Stn.3　 (ca.35m)　 near　 Syowa
station　 (69°OO'S,　 39°　 35,E),　 Eastt　 Antarctica　 from　 mid-February,　 1983　 to　 mid-
January,　 1984.　 The　 specimen　 was　 fixed　 with　 formalin　 and　 was　 examined　 with　 a　light
microscope　 for　species　 composition.
　 The　 assemblages　 showed　 strong　 seasonality　 in　species　 composition.　 Diatom　 species,
especially　 pennatesdominatedtheassemblagesinnumber,fromMarchtoDecember.
A　 blooming　 of　 Phaeocystis　 sp.　 was　 observed　 in　 February-March　 and　 January.
Dinoflagellates　 and　 silico-flagellates　 were　 observed　 substantially　 in
summer-autumn　and　 in　 early　 spring.　 Centric　 diatom　 genera　 e.9.　 Chaetoceros,
」Rhizosolenia　 and　 Thala∬iosira,　 common　 in　 off-shore　 phytoplankton　 assemblages,
appeared　 from　 mid-February　 to　July,　 mid-September　 and　 early　 October.　 This　 could
suggest　 that　off-shore　 water　 was　 advected　 into　the　area　studied.　 The　 increase　 in
relative　 abundance　 of　 /Vitzschia　 spp.,　 which　 often　 dominate　 ice　 assemblages　 in
early　 summer　 indicated　 that　the　 bottom-ice　 assemblage　 was　 released　 into　water　 column
from　 melting　 of　the　sea　ice.
南 極 昭 和 基 地(69°00'S,39°35'E)近 く の2定 点(Stn.1;水 深 約12m、Stn.3;
同35m)で1983年2月 中 旬 か ら1984年1月 中 旬 に か け て プ ラ ン ク ト ン ネ ッ ト(ネ
ッ ト 目 合 い25μm)に よ り海 底 近 くか ら の 鉛 直 曳 き を 行 い 、 定 着 氷 下 の 微 細 藻 類
群 集 を 採 集 し た 。 試 料 は フ ォ ル マ リ ン で 固 定 し 、 種 組 成 を 光 学 顕 微 鏡 に よ り 検
鏡 し た 。
微 細 藻 類 群 集 の 種 組 成 は 大 き な 季 節 変 化 を 示 し た 。 珪 藻 類 、 特 に 羽 状 目 は3
月 か ら12月 に か け て 数 の 上 で 優 占 し た 。　Ph∂eOCYstls　 sp.は2,3月と1月 に
大 増 殖 し て い る 様 子 が 見 ら れ た 。 渦 鞭 毛 藻 類 、 珪 質 鞭 毛 藻 類 は 夏 ～ 秋 、 初 春 に
見 ら れ た 。 中 心 目 の 珪 藻 類 、 例 え ば 沖 合 の 植 物 プ ラ ン ク ト ン 群 集 に 普 通 に 見 ら
れ るCh∂etoceros,　 Rhyzosoleni∂,　 Th∂1∂sslosir∂ は2月 中 旬 か ら7月 、9月 中
旬 、10月 始 め に 出 現 し た 。 こ の こ と は 沖 合 の 水 塊 が 調 査 点 へ 移 流 し て き た こ と
を 示 唆 し て い る 。 初 夏 に 海 氷 中 の 微 細 藻 類(ア イ ス ア ル ジ ー)群 集 に し ば し ば
優 占 す る　Nitzschi∂ 　SPP.の 相 対 出 現 率 が 増 加 し た の は 海 氷 下 部 の ア イ ス ア ル ジ
ー が 海 氷 の 融 解 に よ り 海 中 に 放 出 さ れ た こ と を 示 し て い る 。
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USING STABLE ISOTOPES AND FATTY ACID BIOMARKERS TO DISTINGUISH 
  BETWEEN ICE ALGAE AND  PHYTOPLANKTON IN EAST ANTARCTICA
KM Swadling
School of Zoology, University of Tasmania, Private Bag 5, Hobart, Tasmania 7001, 
                            Australia
Understanding and evaluating biological processes in the sea-ice zone is essential to 
understanding the Southern Ocean ecosystem as a whole. At a time when increasing 
concerns about climate change have highlighted the importance of sea-ice in global 
climatic processes, its key role in regulating biological cycles is also being recognized. 
Sea-ice algae can be separated from water column algae by differences in their chemistry 
and biochemistry. Pack ice and the ice-water interface were sampled in the vicinity of the 
Mertz Glacier during Spring 2002. Sea ice cores were collected from 8 locations, with  3-
10 cores collected per location. The cores were sectioned vertically and profiles obtained 
of species composition, chlorophyll a concentration, nutrients, lipid class and fatty acids, 
and stable isotope ratios  (613C and  815N). Water samples were collected from the ice-
water interface at four locations and processed for the same measurements. Bulk salinity 
of the ice ranged between 5 and 13 psu and highest chlorophyll a concentration was 45 
ug/l. The bottom of the ice generally contained the highest biomass of algae, with the 
concentrations decreasing further up the core. Chlorophyll a in the underice water was 
unsurprisingly low, measuring less than 0.5  ug/l. Nitrate and silicate profiles were typical 
of ice cores but phosphorus was unusually high at some locations. Total amounts of lipid 
were quite low in all samples, and profiles of the fatty acids were typical of diatoms, 
although markers indicating the presence of  dinoflagellates were also observed. Common 
taxa recorded from the ice included Fragilariopsis kerguelensis, Fragilariopsis 
cylindricus,  dinalagellate cysts, Entomoneis kjellmanii and Nitzschia stellata. Most of 
these were present in the underlying water, with the assemblages dominated by N. 
stellata and Cylindrotheca sp.
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オホ ーツク海 におけ るク ロロフ ィル ∂濃度 の経年 変化
一衛 星 マルチセ ンサ ー リモ ー トセ ンシ ングによるア プ ローチ ー
Studies　 of　the　 Okhotsk　 sea　 lnterannual　 variability　 of　chlorophyll　 a　concentration
-　ApProach　 using　 satellite　 multi-sensor　 remote　 sensing－
松 本 千 鶴
齊 藤 誠 一
苦 土 正 暁
Chizu　 Matsumoto
Sei-ichi　Saitoh
Mas　 aaki　Wakatsuchi
北 海 道 大 学 大 学 院 水 産 科 学 研 究 科 資 源 計 測 学 講 座
北 海 道 大 学 大 学 院 水 産 科 学 研 究 科 資 源 計 測 学 講 座
北 海 道 大 学 大 学 院 低 温 科 学 研 究 所
Graduate　 School　 of　Fisheries　 Sciences,　 Hokkaido　 University
Graduate　 School　 of　Fisheries　 Sciences,　 Hokkaido　 University
Institute　of　Low　 Temperature　 Science,　 Hokkaido　 University
　 　 The　 Okhotsk　 Sea　 is　one　 of　the　 most　 productive　 areas　 in　the　 world.　 However,　 the　 interannual
variability　 or　the　 regional　 characteristics　 of　the　 production　 in　the　 Okhotsk　 Sea　 was　 not　 well
documented　 because　 of　the　 Iack　 of　the　 observation　 data　 sets.　 The　 objective　 of　this　 study　 is　to
understanding　 the　 seasonal　 and　 interannual　 variab川ty　 of　chlorophyll　 a　 (chl-a)　 distributions　 in　the
Okhotsk　 Sea　 from　 1998　 to　2002.
　 We　 classified　 the　 seasonal　 distribution　 of　chl-a　 into　 six　 provinces　 using　 Binary　 decision　 tree
classifier　 method.　 Province　 Awas　 characterized　 by　 high　 chl-a　 concentrations　 throughout　 the　 year
(over　 1　.O　mg・m-3),　 a　peak　 above　 7.O　 mg・m曽3　 in　May,　 and　 by　 occupying　 more　 than　 40%　 of　the　 Sea
shallower　 than　 200m.　 Province　 B　was　 affected　 by　 discharge　 from　 the　 Amur　 River,　 which　 has
maximum　 chl-a　 in　autumn.　 Province　 C　 occupied　 areas　 off　the　 western　 coast　 of　the　 Kamchatka
Peninsula　 throughout　 the　 five　 study　 years,　 and　 its　distribution　 showed　 large　 year-to-year　 variability,
ranging　 from　 10.3-19.5%.　 Provinces　 D　and　 E　were　 characterized,　 particularly　 in　the　 southwestern
area,　 where　 ch1-a　 concentration　 value　 has　 relation　 to　sea　 ice　distribution.　 Province　 F,　located　 in　the
central　 basin,　 had　 the　 lowest　 monthly　 minimum　 chl-a　 concentration　 (<0.4　 mg　 ・m-3)　 of　the　 six
prOVInces・
　 As　 a　result,　 we　 can　 see　 the　 regions　 where　 c|assified　 in　the　 Province　 C　and　 Province　 D　 had　 large
interannual　 variability.　 Future　 discussion　 will　be　 made　 on　 the　 controlling　 factor　 of　the　 variability　 of
chl-a　 concentration　 in　the　 Okhotsk　 Sea　 and　 the　 relation　 to　El　Nino　 event　 in　1998　 and　 2002.
オ ホーツク海 は世 界的に見ても生物生産 の高 い海域 で ある。 しか し現場観 測デ ータ不 足 によ り、
オホ ーツク海の生物生産の経年変化や地域特性 についての知見は少な い。本研 究では衛 星デ ータを
用 いることによ り、基礎生産 を支 えるため に重要で あるオホ ーツク海の ク ロロフ ィルa　(chl-a)濃度
の経 年変化 を明 らかに し、その要因につ いて考察す ることを 目的 とす る。研 究の解析期 間は海色衛
星SeaWiFSの デ ータが得 られ る1998年 か ら2002年 であ る。
海 色デ ータ(SeaWiFS)に よ る月平均chl-a濃 度 を用 いた二分 木法に よ り、オホ ーツク海 を6つ の
領域 に分類 した。　Province　Aは 月平均chl-a濃 度 が年間 を通 じて1.Omg・m曽3を 超 える高chl-a濃 度
海域 である。5月 に最大値 を示 し、その値 は7.Omg・m-3を 超 える。この特徴 を示す海域 は大陸棚域
で広 く見 られ 、　ProvinceAは オホーツク海 の40%以 上 を占め る。　Province　Bは 年 間を通 じてchl-a
濃度 が高 く、秋季 にchl-a濃 度の ピークを示す 。アムール川 河 口域な どに広 く分布 し河川水 の影 響
を受 ける ことが考 え られ る。　Province　Cはchl-a濃 度の増減 が大 きい地域 でカムチ ャツカ西岸 に分
布す る。Province　Cの 特徴 を持つ海域 は年 によ り分布面積 が10.3-19.5%と 大 きなば らつ きを示 す。
Province　 DとEは 年間の通 したch1-a濃 度 の増減 が小 さ く、年間を通 じて比較 的低 いchl-a濃 度 を
示す。 この特徴 はオホーツク海 中央部 やオホー ツク海 南西 部 に見 られ る。 しか しオホ ーツク海 南西
部では年 によ り　Province　Aが 占有す る場合 とProvince　 Dが 占有す る場合 があ り、 この変化 は海氷
分 布 との関係 と一致 した。ProvinceFは 年 間を通 じてchl-a濃 度 が低 く、　chl-a濃 度 の月平均最 小値
は0.4mg・M'3以 下 となる。オホーツク海 中央部 に広 く分 布 し、この地域 のchl-a濃 度 がオホ ー ツク
海 の中で最も低 いことを示す。
本研究 の解析結 果か ら、　ProvinceC,Dの 出現率 は年 に よる違 いが大 きい ことが分 かった。発表
時 には経年変化 の要因について1998年2002年 に発生 したエ ルニー ヨイベ ン トなどの 気象現象 と
の関連 を踏 まえた考察を行 う。
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南 大 洋 に お け る 連 続 プ ランクトン 採 集 器(CPR)と 光 学 式 プ ランク トン 計 測 装 置(OPC)の
比 較 解 析 の 検 討
Examination　 of　zooplankton　 abundance　 comparison　 revealed　 by　Continuous　 Plankton　 Recorder
　 　 　 　 　 　 　(CPR)　 and　Optical　Plankton　 Counter　 (OPC)　 in　Southem　 Ocean.
梅 田 晴 子 ・小 達 恒 夫 ・福 地 光 男(極 地 研)
　 　 　 Haruko　 UMEDA,　 Tsuneo　 ODATE,　 and　 Mitsuo　 FUKUCHI　 (NIPR)
　 Every　 December　 and　 March,　 Oceanographic　survey　 of surface　 water　 have　 been
carried　 out　 in　the　 Indian　 sector　 of　the　 Southern　 Ocean　 austral　 summer　 as　 a　part　 of
monitoring　 programs　 of　 the　 Japanese　 Antarctic　 Research　 Expedition　 (JARE).
During　 the　 JARE-41　 cruise,　 CPR　 (Continuous　 Plankton　 Recorder)　 observation　 was
conducted　 in　the　 Indian　 Ocean.　 Concurrently,　 the　 continuous　 OPC　 (Optical　 Plankton
Counter)　 observation　 on　 board　 was　 carried　 out,　 which　 counted　 particles　 in　 water
pumped　 up　 from　 hull　 during　 the　 Shirase　 cruise.　 The　 plankton　 abundances　 detected
by　 CPR　 and　 OPC.　 Correlation　 between　 CPR　 and　 OPC　 fluctuations　 was　 clear　 up
between　 ESD550　 to　4000pm　 at　the　 present　 preliminary　 analysis.　 It　suggests　 that
observations　 of　zooplankton,　 which　 is　smaller　 than　 ESD550pm,　 were　 stand　 up　 to　use
the　 CPR.　 Further　 analysis　 of　the　 fluctuations　 in　the　 plankton　 distribution　 should　 be
conducted　 for　 each　 class　 of　particle　 size.
南極海 にお け る動 物 プ ラン ク トンの水平分 布 を効率 的に調べ るた めに、 日本 南極 地 域観 測隊
(以下 、　JARE)で は、JARE-36か ら毎年 、光学 式プ ラ ンク トン計測装置　(Optical　Plankton　Counter
以 下、OPC)に よる動 物プ ランク トンの連続的 な観測 を行 って いる。OPCは 停船す るこ ともな く、
航 走 中に観 測な しに連続 的な観 測 が可能で あるが、粒子 その ものの正 体や粒 子数 変動要 因 な ど、
判 っ て い ない こ とが 多 い。 ま た 、JARE-41よ り連続 プ ラ ンク トン採 集器(Continuous　 Plankton
Recorder)を 用 いた表 層動物 プ ランク トンの連 続採集 もお こなってい る。 一 昨年 の発 表 にお いて
(第24回 極 域生物 シンポジ ウム)、　OPCとCPRで は、600μm以 上の粒 子デ ー タ との 間で よい増
減 の一 致が み られ たが、OPCに よる総粒子量 が、CPRに よる総現 存量 を1～2桁 上回 ってお り、
相 関関係 な どの 明瞭 な関係 はみ られ なか った。本研 究では、　OPCデ ー タ とCPRデ ー タのデ ー タ
比較 を再検討 し、動物 プ ランク トン現存 量の水 平分布 をメ ンスケールか らマ イ クロス ケール レベ
ル まで明 らか にす るこ とを試 みた。　OPCデ ー タの整合性 については砕氷艦 「しらせ 」航路上 にお
い てポ ンプ採 集 に よって1999年12月 お よび2000年2～3月 に得 られ た試 料、また比較 にはJARE
の夏季行動 中63°S上 、133°～149°E間 の海 域におい て、3月9-ll日 に実施 したデ ータ を用い た。
CPR試 料 に出現 した動物 プ ランク トンの うち、　ESD　 (球体換算直径)で550μm以 下のサイ ズ
の動物 プ ランク トンは、珪 藻の群体 な どの混入 によ り　OPCで 識別 す るこ とが困難 で あ り、　OPC
で確認す るこ とは難 しく、550μm以 下の動 物プ ラン ク トンはCPRを 用い た観 測 が適 してい る こ
とが判 っ た。 しか し、550μm以 上 のサイ ズの動物 プ ラン ク トン(例 えば、　Calanoides　acutus　 CII
以上 のステー ジ等)に つ いてはOPCで 個体数お よび体積共 に識別可能 であ り、大型 の動 物プ ラン
ク トンで は種 レベル にまで判別 可能 であ るこ とが示唆 された。 本発 表で は、　OPCとCPRを 種無
に比較 検討 し、メ ンスケールか らマイ ク ロスケール レベル での動物 プ ランク トン優 占種 の分布 に
つ いての報 告 を行 う。
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海 氷 退 行 期 の 海 洋 環 境 が サ ケ の 回 帰 量 に 影 響 を 及 ぼ し た か?
-1999年 の 海 洋 条 件 と1998年 級 群(1999年 放 流 群)サ ケ の 回 帰 率 の 関 係 一
1)id　the　oceanegraphic　 environment　 in　the　retreat　period　 of　sea　ice　influence　 the　retum　 resources　 of　salmon?
-The　relationship　 between　 the　oceanographic　 conditions　 in　SPring　1999　and　the　retum　 rate　of　1998　blood　 yea卜
゜清 水 幾太 郎 ・宮 本 千 鶴 ・斉 藤 寿 彦 ・関 二 郎((独)さ け ・ます 資 源 管 理 セ ン タ ー)
Ikntaro　 ShimiZ-　 (㎞Miyamoto,　ToshihikO　 Saito　and　Jiro　Seki　(Nationa1　 Salmon　 Resources　 Centerf)
SaRmon　 juveniles　 are　released　 tO　rivers　 firDm　hatcheries　 a血er6紬 ㎎per㎞1slbr2・3month5andnveint}1eNorth
I㌔lc血Ocean蔽)r　 2-5　years　 by　themselve&　 It　iS　tbOUghi　 that　the　h極少est　mor幽yofsahnon㏄curs血1th紀h前歯」　stage
ofo㏄ 飢when　 juven皿es1畑n　 to　expand髄fe　 SPace　 intO　coa血1a配as血1)m　 rivers.　 It　iS　rro　exa99eration　 to　say　 t㎞
sahmn　 return㎜ ㎜are　 dbcidbd　 by　 healthy　 degree　 and　 release　 thn血rg　 of　juven畑ata㎡血c藍』　enhancement
different伽m　 aquaculture　 controlling耐ilcommer由1血e&
Nemum　 Stm厳was　 covered　 w並h駝ai㏄ 血DM　 mid-Feh　 to　tbe　 end　 of　Maエand　 phytoplankton　 blooms　 were
observed　 in　mid-AtPr・ 　in　the　retreat　 period　 of　sea　iCe　by　 ann剛 ・bservatiOns　 betvveen　 1998　 and　 20〔rZ.　hn　1999　 When
Nem㎜ 舳 誼 冊soove剛 舳seaiCefirommid-Feb・tOthee曲fApr.,aphytOplanktOnblOom冊snetobse醐㎞
飢reretreatperiodofseaiCeandcoa血l　tempem加Rwslow加tbe　 re蜘period　 of　juveim　 It　vvas　suggested　 that
bb-f　 pb曲n㎞ 伽 南 画 帥dofseaiCeandreleaseperiOdofjuvenileschangedg醐byva曲鵬of
dynamicsofseaiceand耐um　resourtes　 of　salmon　 were　 infiuenced　 by　hea晦degree　 and　 release　 tinrirrg　ofjuve㎡k&
Tbe　 OkhotSk　 coaSt　 of　Ho】 幽do　 iS　covered　 With　 seai㏄ ㎞w加 知a5　 same　 as　Nemuro鏡m辻Asa舳of
e】vaminilrg　 re蹴bns輔 出1珈rn　 rate　of　matured　 sahmon　 tO　the　 OkhotSk　 coast　 and　 accumulated　 iCe　concentratiOn
(嗣ex　 of鍛i叩 冊r)　 in　tlre　OkhotSk　 coast血 ㏄1%0,STetumrateofsaRmoni確reased　in　1卿s曲en鍛i㏄
pomer　 sbOwed　 a　declining　 tendency・ 　il　the　1卿's　 and　 80's　When耐 ㎜ 睡of紐 ㎞on継onabwkvd,juveniles
were　 released　 in　the　periOd　 covered　 Wi伽sea　 iCe　or　in　the　retreat　 peri{xl　 of　sea　i¢e.姐er　 1990'S　 juveni]es　 vvere　 re　eased
fU)m　 hatcheries　 by　 t}re　pe血t　 feeding　 afier　 sea　ice　retrea鳳Asa㎜1ちit　was　 expected　 that　 high　 retum　 rate　 of
salm・niSmaintaine曲y　the　relww　 t・　av・id　 innuence　 ・f　sea　ice　depend　 ・n　an　annual　 change　 ・f　the　retreat　 peri・ 《L
サケマス類の人工∫・化放流事業では種苗は23ヶ 月間の飼育を経て放流され、その後の25年 間は北太平
洋の環境に委ねられる。サケマス類が母川に回帰産卵するまでの期間で最も減耗を受けるのは河川から沿岸に
生活空間を拡大し始めた海洋初期生活期である。製品サイズまで人工管理下で制御できる養殖とは異なり、人
工ふ化放流事業では種苗の健苗性と放流時期によって、その後の回帰量が決定すると言っても過言ではない。
根室海峡域における1998年 から2002年までの冬期から初夏に至る海洋観測の結果、2月中旬から3月下旬に
かけて海氷で覆われ海氷退行期の4月 中旬に植物プランクトンブルームが観測された。しかし、1999年は2月
中旬から4月 下旬までと海氷で覆われた期間が長く海氷退行期には明らかなブルームは見られず、種苗放流期
にも沿岸水温の低い状態が続いた。このように海氷退行期からその後の種苗放流期の生物生産は海氷の動向に
よって大きく変動することが示唆され、種苗性や放流時期の違いによって回帰量に影響を及ぼすことが懸念さ
れた。
北海道オホーツク沿岸域は根室海峡域と同様に冬期間海氷で覆われる。オホーツク沿岸に来遊したサケの回
帰率と海氷勢力の指標とされる海氷積算密接度との関係を1%0年 代から調べた結果、1990年代以降の回帰率が
高くなった時代には海氷勢力が弱くなった傾向を示した。またMO80年 代の回帰率が低迷していた時代は種
苗の放流開始時期が海氷の接岸期あるいは退行期であったため海氷の影響を受けていたことが推測され、1990
年代以降は完全給餌によって海氷の影響を受けない時期に種苗の放流が開始されるようになった。この結果、
年による海氷退行時期の変動はあっても海氷の影響を回避する放流によって高回帰率の維持が予想された。
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珪 藻 類(Thala∬iosira　 nordenskioeldii　 Cleve)　1個 体 か ら全DNAを 抽 出 し、
核 ゲ ノム 、葉 緑 体 ゲ ノム 、ミトコン ドリア ゲ ノム 中 の 特 定 領 域 の
DNA塩 基 配 列 を決 定 す る方 法
A　 sequencinq　 protocol　 of　 some　 DNA　 regions　 in　 nuclear,
　 　 chloroplastic　 and　 mitochondrial　 qenomes　 with　 an
individual　colony　 of　 ThaZassiosira　nordenskdoeユdii
　　　　　　　　　　　　　Cleve　 (Bacillariophyceae)
岩 谷 直 博 ・鈴 木 祥 弘 ・村 上悟(神 奈 川 大 学 ・理 学 部 ・生 物 科 学)
Naohiro　 Iwatani,　 Yoshihiro　 Suzuki　 and　 Satoru　 Murakami
　　　　　　　　 (Department　of　 Biological　science,
　　　　　　School　 of　 science,　 Kanagawa　 University)
　 　 　 　 Tbtal　 DNA　 was　 extracted　 from　 ca.　 800　 cells　 of　 the　 isolated　 strain　 of　 Thallasiosira
nordenskioeldii　 Cleve　 (Bacillariophyceae)　from　 Saromako-lagoon　(Mar.,　 2000)　 with　 200μlofan
extraction　 buffer.　 With　 the　 extracted　 DNA　 solutions,　 DNA　 sequences　 of　 18s　 rRNA　 in　 nuclear
genome,　 16s　 rRNA　 in　 chloroplastic　 genome　 and　 coxI　 in　 mitochondrial　 genome　 were　 determined.
DNA　 fragments　 of　 these　 3　 regions　 were　 also　 amplified　 from　 1.0μl　 of　 the　 extraction,　 which　 was
corresponding　 to　the　 total　 DNA　 in　4　cells,　 and　 same　 sequences　 of　 3　regions　 were　 determined.　 Then
each　 individual　 colony　 of　 the　 strains　 containing　 more　 than　 4　 cells　 was　 collected　 by　 means　 of　 a
micromanipulation　technique　 and　 its　total　 DNAwere　 extracted.　 After　 amplifying　 these　 DNA　 regions
with　 the　 extraction　 as　 templates,　 perfectly　 same　 sequences　 of　3　regions　 in　nuclear,　 chloroplastic　 and
mitochondrial　 gemomes　 were　 obtained.
遺伝情報を担う　DNA塩 基配列を決定し解析することは、極域の微細藻類の環境への
対応を考える上でも極めて重要であると考えられる。しかし、極域に生息する微細藻類の多くは培
養が難しく、十分な量の均一なDNA得 ることが出来ない。このため、極域の微細藻類に関する
DNA塩 基配列の情報を用いた研究例は少なかった。培養 により細胞数を増やすことなく塩基配
列を決定できれば、様々な研究で有意な情報が得られるはずである。本研究では、藻類個体(コ
ロニー)を形成する遺伝的に均一な数細胞から抽出した微量のDNAを 元に、ゲノム上の特定領
域の塩基配列を決 定する方法を検討した。その結果、我 々が培養に成功した極域微細藻類
Thallasiosira　nordenskioeldii　Cleveの 各個体について、マイクロマニュピレーションによる慎重な取
り扱いとキレート剤を含む高い抽出効率の抽出緩衝液を用いることで、藻類一個体からでも核、葉
緑体、ミトコンドリアのすべてのゲノムについて、特定領域の塩基配列の決定できることを明らかに
した。
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北 海 道 及 び 沖 縄 沿 岸 よ り単 離 し た ラ ビ リ ン チ ュ ラ に つ い て
Labyrinthulalean　 species　isolated　from　 the　Hokkaido　 and　 Okinawa　 coasts
安 藤 ひ とみ1、 ザ キ ア パ ル ビ ー ン1、 モ ハ メ ド ハ サ ヌ ヅザ マ ン1'2、 小 亀 一 弘3、 奥 山 英 登 志1
(1北 海 道 大 学 ・大 学 院 地 球 環 境 科 学 研 究 科 、2株 式 会 社 ロ ム 、3北 海 道 大 学 ・大 学 院 理 学 研 究 科)
Hit・㎡And・',　 Z・ki・　P・・veen',　M・h・ ㎜ ・d　H・・anuzzam・n'・2,　Kazuhi・ ・　K・9・me3,　・nd　Hid・t・・hi　OkUy・ma1
(1G・adu・t・S・h・ ・1・fEnvi・・㎜ ・nt・I　E・・th　S・i・nce,　H・kh・id・　Univ・ ・sity;　2ROM　 C・mp・ny　 Limit・d;
　 　 　 　 　 　 　 　 3G・ad・・t・　S・h・・1　・f　S・ience,　H・kh・id・　Univ・ ・sity)
Microorganisms　containing　 high　 levels　 of　n-3　 po]yunsaturated　fatty　 acids　 (PUFAs),　 such　 as　 eicosapentaenoic　and
docosahexaenoic　(DHA)　 acids,　 as　 acyl　 constituent　 were　 isolated　 from　 estuary　 water　 collected　 at　 Iriomote　 Island
(Okinawa)　 and　 from　 seawater　 col1(・ct(}d　 at　Oshoro　 Bay　 (Hokkaido).　 Thirteen　 among　 approximately　200　 isolates　 were
PUFA　 produ(ws.　 Lev(・ls　 of　 DHAw(・re　 more　 than　 30%　 of　total　 fatty　 acids　 in　 3　isolates,　 that　 is,　strain　 7Cla　 from
Iriomote　 Island　 and　 starins　 31　 and　 51　 from　 Oshoro　 Bay　 Analysis　 of　partial　 l8S　 rDNA　 sequences　 and　 microscopic
observations　 of　the　 isolates　 suggest　 that　 strain　 7C]a　 and　 strains　 31　 and　 51　are　 very　 close　 to　 genera　 ShcizocゐYtlゴ 〃、m
and　 Thraust・o(ゾ しv〃ゴum,　 respectively,　 of　the　 order　 Labyrinthulales.
ラ ビリンチュラはス トラ メノパイル類 に属 する従属栄養性 の単細胞生物 であ り、大 きくラ ビ リンチュラ類
とヤ ブレヅボカ ビ類 に分かれ る。主 に海洋や汽水域 に生 息 し、分布範 囲は熱帯 か ら寒帯域 と広 い。 ラ ビリン
チ ュラの多 くの種は、 多様 な生理活性 を持つ こ とが知 られ ているn-3系 の エイコサペ ンタエン酸(EPA)や
ドコサヘキサエ ン酸(DHA)な どの長鎖 の多価 不飽和脂 肪酸(PUFA)を 細胞 内 に高濃度 で蓄積 す るこ とか
ら、 これ までは もっぱ ら応 用的な面か らの研究 が行 なわれて きた。
脂肪 酸は極性脂 質の アシル鎖成 分 として生体膜 の物理的 な性 質(流 動性)を 決め る要 因と して重要であ り、
その組成 は環境 要因、特 に温度 の影響 を大 き く受け るこ とが知 られてい る。一般 的 にPUFAを 含 む不飽和脂
肪酸 は変温生物が低 温下で生体膜 の流動性 を維持 するのに役 だってい ると考え られ ている。 しか し、 ラ ビ リ
ンチ ュラの場合 は、 その生 育温度環境 に関わ らず、貯蔵脂 質のみで な く極性脂 質 も非常 に高 い割合 でPUFA
を含 んで いることか ら、　PUFAの 新 たな役割が予想 される。私達 は、 ラ ビリンチュラの高PUFA含 量の生理
的 な意義 を明 らかにす る目的で研 究 を行 ってお り、先 ず、寒 冷の海域 と亜熱帯 の海域 ・汽水域 か ら新 たなラ
ビ リンチ ュラの単 離を試み た。
西表島(沖 縄 県)よ り海水 、汽水およびマ ングロー ブの落葉 を、忍路湾(北 海 道)よ り海水 を採 取 し、試
料 と した。各試料 を海水濃度 やグルコー ス濃度 の異 な る4種 類 の液 体栄養培地 に移 し、抗生物 質(ペ ニ シ リ
ンG、 ス トレプ トマイ シン各300μg/ml)の 存在、非存在 下で振邉培養 した。 西表 島の試料は28°Cで 、忍路
湾 の試料 は4°Cで 培養 した。6～73日 間の培養後、細胞 を回収 して全脂 肪酸 を分析 した。　EPAやDHAを も
つ試料 については、寒 天培地 上で繰 り返 し細胞 の単離操作 を行 った。
約200単 離株 の うち、　DHAま たはEPAを 含 有 していた ものは13株(西 表 島7、 忍路湾6)で あ った。そ
の 中で30%以 上のDHAを 含 む株 は、西表 島の汽水 由来 の1株(7Cla)と 忍路湾 由来 の2株(31と51)で
あ った。細胞 に含 まれ るDHA量 は、北方の単離株 にお いて比較 的高い値が示 されたが、差は顕著 ではなか
った。これ らの株は全て抗生物質存在下で生育が可能であ り、光 学顕微鏡 観察 と18S　 rDNAの 部分配列 か ら、
7ClaはSchizoch>伽 ρmに 、31お よび51はThraustochytriumに 近縁 のラ ビ リンチ ュラであ ることが示唆
された。
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海洋微生物群集か らの新規ニ トロゲナーゼ遺伝子の探索
Investigation　 of　nitrogenase　 genes　 from　 marine　 microorganisms
北 島 正 治1、'中 田 薫2、 鈴 木 祥 弘1、 井 上 和 仁1
1神 奈 川 大 ・理 ・生 物 科 学
、2中 央 水 研
Masaharu　 Kitashima1,　 Kaoru　 Nakata2,　 Yoshihiro　 Suzukii　 and　 Kazuhito　 Inouei
　 lDept.　 Biol.　 Sci.,　 Kanagawa　 Univ.　 and　 2Natl.　 Res.　 Inst.　 of　 Fisheries　 Sci.
Nitrogenase　 catalyzes　 the　 reduction　 of　nitrogen　 to　the　 metabolically　 usable　 fbrm　 of　ammonia　 during
the　 process　 of　 biological　 nitrogen　 fixation.　 This　 enzymc　 is　protein　 complex　 which　 composed　 of
three　 subunits,　 NifH,　 NifK　 and　 NifD.　 Those　 genes,　 nifH,　 nifi(　 and　 niM,　 were　 isolated　 from　 various
microorganisms　such　 as　 photosynthetic　 bacteria,　 nitrogen-fixing　 bacteria　 and　 methanogenic
archaebacteria,　 and　 Cynanobacteria.　Howev ,　 there　 are　 few　 reports　 concerning　 isolation丘om
marme　 m1CrOO「gan1Sm・
Marine　 microorganisms　included　 in　 seawater　 were　 collected　 on　 the　 steriled　 filter　 and　 DNA　 was
extracted.　 PCR　 primers　 were　 designed　 referring　 to　 the　 conserved　 sequence　 of　 n朔gene　 in
Sinorhizobium　meliloti,　 Methanosarcina　acetivorαns,　 Clostridium　acetobutylicum,　and
C〃orobium　 tepidum.　 DNA　 fragments　 corresponding　to　 nilfTI　 were　 amplified　 when　 DNA
samples　 recovered　 from　 marine　 microorganism　were　 used　 as　 template　 of　 PCR.　 This　 observation
indicates　 that　 microorganisms　contained　 nitrogenase　 is　widely　 distributed　 in　the　 Ocean.
微 生 物 の 中 に は分 子状 窒 素 を、 自身 の 成 育 に必 要 な ア ンモ ニ ア な どの 栄 養 塩 類 へ と変 換 す
る能 力 を持 つ も の が い る。 この反 応 は3つ の サ ブユ ニ ヅ ト　NifH、　NifK、　NifDか らな るニ
トロゲ ナ ー ゼ に よ り触 媒 さ れ る。 ニ トロゲ ナ ー ゼ は 光合 成 細 菌、 窒 素 固 定 菌、 メ タ ン生成
菌、 シ ア ノバ ク テ リア な どか ら単離 さ れ、 そ の サ ブユ ニ ッ ト遺 伝 子nif][1、 呵K、　niltDも 単
離 ・同 定 され て い るが 、 海 洋 性 微 生 物 群 集 に お け る調査 は 少 な い 。 口本 近 海 の太 平洋 黒潮
続 流 域 で は 、 親 潮 と黒 潮 が混 合 され る た め、 両 海 流 に 由来 す る微 生 物 を補 集 す る こ とがで
き る と考 え られ、 様 々 な 海 洋性 微生 物 か らの 単 離 が期 待 で き る。
本研 究 で は2002年 度 の 独 立 行 政 法 人 水 産 総 合 研 究 セ ン ター 中央 水 産 研 究所 調査 船 蒼鷹
丸 の第6次 航 海(2002年8月28日 一9月10日)で 採取 さ れ た 黒 潮 続 流 域 の 海水 試 料 に
含 まれ るニ トロゲ ナー ゼ の分 布 をサ ブユ ニ ッ ト遺 伝 子n卿 を分 子 指標 と して 調 べ た。 海
水 試 料 は 、 東 経143度30分 一145度0分 、 北 緯35度40分 一36度40分 の領 域 の
い くつ か の 地 点 で 、 ロゼ ッ ト採 水 装 置 に装 着 したニ ス キ ン採 水 器(General　 Oceanics社)}こ よ
り、 表 層 海 水 と ク ロ ロ フ ィル 蛍 光 最 大 層 の 海 水 を各 々2Lつ つ採 永 して 集 めた 。 採集 した
海水 試 料 中 の微 生 物 を、 吸 引 ろ過 に よ り滅 菌 済 の フ ィル ター 上 に集 めDNAを 抽 出 した。
根 粒 菌Sinorhizobium　 meliloti、 メ タ ン生 成 古 細 菌Methanosarcina　 acetivorans、 グ ラ ム陽性 菌
Clostridiu〃i　acetobutylicu〃1、 緑色 硫 黄 細 菌Chlorobium　 tepidu〃1　のnifiHの 配 列 で保 存性 の高
い領 域 を参 考 にDNAプ ライ マ ー を合 成 し、 海 水 試 料 中の 微 生 物 か ら抽 出 され たDNAを
鋳 型 に しPCRを 行 った と こ ろNiraに 対応 す るDNA断 片 が得 られ た。 こ の結 果 は、 ニ ト
ロゲ ナー ゼ を有 す る微 生 物 が海 洋 中 に広 く分 布 す る こ とを示 唆 す る。 抽 出 され たDNAを
用 い て 遺 伝 子NifiH'をPCRに よ り増 幅 しサ ブ ク ロー ニ ン グ を行 な っ た。
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ANTARCTIC STARFISH ODONTASTER VALIDUS (KOEHLER 1911) 
        REACTIONS TO GLUTAMIC ACID (GLU) 
           AND KYNURENIC ACID (KYN).
TOMASZ JANECKI AND STANISLAW RAKUSA-SUSZCZEWSKI
Department of Antarctic Biology, Polish Academy of Sciences, Ustrzycka  10/12, 02-141 
Warsaw, Poland  E-mail:  profes-or(iidab.waw.pl, fax 4822 8461912, phon 48 22 8463383
      Abstract: The protein content in dry body mass of Odontaster validus is 30%. The 
composition of amino acids characterizes very high (27%) level of glycine (Gly). Glutamic 
acid (Glu) in concentration of  10mmol  1.-1 in the seawater causes the increase of metabolic 
rate in starved  0. validus. The reaction is stronger the longer the starvation period is. A two-
hour exposure to kynurenic acid (Kyn) of concentration  0.1mmol  U' blocks the reaction to 
glutamic acid (Glu). The amino acids composition of body has not probably influence on 
glutamic and kynurenic acid reaction which are information carrier.
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南極海に生息する二枚貝Lα'em嘘e〃 顧 印 の
Chondrophoreを 用 いての成長解析 の試み
Estimation　 of　growth　 rate　 by　chondrophore　 formation　 in　Antarctic
　 　 　 　 　 　 　 bivalve　 Laternula　 elliptica
大 越 和 加(東 北 大 院 ・農)・ 大 越 健 嗣(石 巻 専 修 大 ・理 工)
WakaSato-Okoshi　(ToholcuUniversity)　 andKenjiOkoshi
　 　 　 　 　 　 　 　(lshinomaki　 Senshu　 University)
　 Little　 is　known　 about　 the　 growth　 performance　 in　Antarctic　 benthic　 marine　 invertebrates.　 Our
attempt　 was　 made　 to　estimate　 the　 growth　 rate　 by　 chondrophore　 formation　 in　Antarctic　 bivalve
Laternula　 elliptica.　 The　 relationships　 between　 major　 axis　 of　chondrophore　 and　 shell　 length,　 shell
height,　 shell　 width,　 shell　 dry　 weight　 were　 examined　 respectively.　 Linear　 relationships　 were　 observed
(r2>0.8),　 and　 especially　 high　 correlation　 was　 f()und　 between　 major　 axis　 of　chondrophore　 and　 shell
d・yw・ight(r2ニ0.92).　 Th・ 　・e・ult・　・f　th・　9r・wth　 an・ly・i・　u・i・g　・　fl…　 e・cent　 ・ub・t・nce,　t・t・acy・lin・,
as　a　growth　 marker　 showed　 that　the　growth　 rate　was　 different　 among　 different　 parts　 of　the　shell　from
antero-posterior　 and　 dorso-ventral　 sections　 in　 Skarvsnes　 and　 RundvSgshetta　 bivalves.　 Both　 the
maximum　 growth　 rate　and　 minimum　 growth　 rate　 deviation　 were　 found　 in　chondrophore.　 Therefore,
it　is　suggested　 to　be　useful　 to　estimate　 the　growth　 rate　by　chondrophore　 formation.
南 極 海 に生 息 す る生物 の成 長 、 寿命 に関す る知 見 は少 ない.筆 者 らは、南極 海 に生 息 す
る二 枚貝Laternula　 elliρtica　(オ キ ナ ガイ科)の 貝殻 へ 蛍光 色素標 識 す るこ とに よ り成 長解 析
を試み て い る.今 回、貝 殻殻 頂 部 内側 に形成 され る　chondrophore　 (弾 帯 受 け)に 焦 点 を絞
り、　chondroph・re　 を指標 とす る成 長解 析 が有 効 であ る か どうか につ いて 検 討 した.そ の結
果 、(1)殻 長20-70mmのL.e11ψfic砿用 いてchondrophore　 の長径 と殻 長、殻 高、殻 幅 と
の 関係 を求 めた 結果 、高 い 相 関 が得 られ(r2>0.8)、 　chondrophoreの 長径 と乾重 量 との相 関
は特 に高 か った(r2=0.92).(2)リ ュツオ ホル ム湾の露 岩 帯 ス カル ブス ネス とル ン ドボー クス
ヘ ッダ よ り ドレ ッジで 採 集 したL.　e〃ipticaの 蛍光 色素標 識 法 によ る成 長解 析 の結 果 は、貝殻
縁 辺 部の 前後切 片 、背 腹切 片 そ れ ぞれ の伸長 ・肥厚 方 向や　chondrophore　 の伸 長 方向 の成長
速 度 が それ ぞれ異 な る こ と、伸 長方 向 の成 長量 が大 きい こ と、 そ して　chondrophore　 の伸 長
方 向の成 長速 度 が最 も大 き く、 か つ、 ば らつ きが少な い こ とが明 らか にな った.(1)と(2)
の結 果 は、　chondrophore　 が成 長 速度 の解 析 に有効 であ るこ と を示 唆 してい る と考 え られ た.
一44一
PM23
南 極 海 に 分 布 す る腹 足 類Neobuccinu〃z　 eatoni　(エ ゾ バ イ 科),
Chlanidota　 densesculpta　 (エ ゾ バ イ 科),Hαrpovolutacharcoti(ガク フ ボ ラ 科)の 卵 嚢 に つ い て
The　 egg　 capsules　 of　the　three　 species　 of　the　Antarctic　 gastropods,ノVeobuccinu〃z　 eatoni　 (Buccinidae),
Chlanidota　 densesculpta　 (Buccinidae)　 and　 Hα ηフovoluta　 charcoti　 (V()1utidae).
沼波秀樹(東 京家政学院大学),平 野保男(名 古屋港水族館),松 田 乾(名 古屋港水族館),
小倉 仁(名 古屋港水族館)
Numana㎡,　 H.　(T()kyo　 Kasei　 GakUin　 Univ.),　 Hirano,　 Y　 (Port　 of　Nagoya　 Public　 Aquarium),
Matsuda,　 T　 (Port　 of　Nagoya　 Public　 Aquarium)　 and　 Ogura,　 S.　(Port　 of　Nagoya　 Public　 Aquarium)
Port　 of　 Nagoya　 Public　 Aquarium　 has　 been　 rearing　 Antarctic　 marine　 invertebrates　 since　 l991.　 Three　 species　 of
Anlarclic　 gastropods,　 Neoわ 〃cci〃 〃〃2　eatoni,　 C〃anidota　 de〃sesculp'a　 and　 11α ηフovo1〃'αcharcoti,　 1ays　 egg　 caps111es
in　 aquaria.　 The　 egg　 capsule　 of　N.醐i　is dome-shaped,　about　 8　mm　 in　 diameter　 and　 4　 mm　 in　 height,　 and
firmly　 cemented　 onto　 the　 surface　 of　 glass　 by　 br()adest　 surface.　 The　 capsule　 is　cream　 in　color,　 thick,　 elastic,　 and
its　surface　 is　smooth.　 The　 egg　 capsule　 ()f　C　 dense∫culpta　 is　short　 cylindrical　 shape,　 4.5　 mm　 in　diameter　 and　 3.3
mm　 in　hcight,　 and　 its　top　 is　slightly　 convex.　 The　 capsule　 is　reddish　 cream　 in　color,　 thick,　 elastic,　 and　 its　surface
is　smoolh.　 The　 egg　 capsule　 of　1五charcoti　 is　hemisphere,　 1arge,　 25　 mm　 in　diameter　 and　 13　 mm　 in　height,　 with　 a
fi　nely　 granulated　 surface.　 Thc　 capsule　 is　white　 in　color,　 so血and　 thin.　 Numbers　 of　eggs　 in　the　 egg　 capsule　 and
size　 of　young　 specimens　 of　these　 species　 were　 also　 observed.
南極海に生息する底生無脊椎動物は浮遊幼生期 を欠 く種 が多いとされているが,繁 殖等
に関する知見は少ない。名古屋港水族館では1991年 から南極海産魚類 ・無脊椎動物の飼
育・展示を行ってお り,その内,エ ゾバイ科のNeobuccinum　 eatoniとChlanidota　 densesculpta　,
ガクフボラ科のHarpovoluta　 charcotiの 腹足類3種 の産卵が確認された。本研究ではこれ ら
3種 の卵嚢の形態等について新知見が得 られたので報告する。
N.　eatoniは 殻長約70mmに なる大型種で,南 極大陸沿岸域か らケルゲ レン諸島に広 く分
布する。本種は1回 の産卵で1～6個 の卵嚢を産む。卵嚢は直径8mm,高 さ5mmの ドー
ム型をして,表 面は滑 らかで彫刻等はなかった。卵嚢の外嚢は厚 く弾力があ り,1卵 嚢中
にはの大量の卵がゼ リー状物質に絡みついた状態入 っていた。現在,卵 嚢内での発生過程
を観察 しているが,発 育胚は1個 で,残 りは栄養卵であると考え られる。
c.　densesculptaは サウス・ジョージア諸島,ケ ルゲ レン諸島,ク ローゼ島に分布する種で,
開洋丸第8次 南極調査航海でサウス ・ジョー ジア諸島沿岸から採集 された。殻長35.5mm
のメスが1回 に19個 の卵嚢を産卵 した。本種の卵嚢は直径約4.5mm,高 さ約3.3mmの 円
柱形で上部が若干 ドーム状 に膨 らんでお り,表 面は滑 らかで彫刻等はなかった。外嚢は厚
く弾力があ り,1卵 嚢中には直径0.1mmの 卵が大量 に入っていたが未受精卵であった。
H.　charcotiは 南極大陸沿岸域からサウス ・サン ドイヅチ諸島に広 く分布 し,殻 民約80mm
になる大型種である。本種は1回 の産卵で1個 の卵嚢を産み,卵 嚢は直径25mm,高 さ13
mm　 の ドーム型で,表 面はザラザラしていた。外嚢は薄 く,産 卵後暫 くは白色で柔 らかい
が,時 間を経るにつれ半透明に変化する。これまでに数回産卵が行われたが,発 生は確認
されていない。交尾 らしき行動が観察されているものの,未 受精の可能性が高い。
また,こ れ らの種の卵嚢中の卵数,葡 飼幼生のサイズ等についても報告する。
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パタゴニア産ナ ンキ ョクカジ力頼は原始的か派生的か
Is　Patagonotothen　plesiomorphic　 or　apomorphic?　 -　Comments　 on　 the　 systematic
　 　 　 position　 of　the　 genus　 、Patagonotothen　 (Percifbrmes,　 Nototheniidae).
岩見哲夫(東 京家政学院大学)・
櫻井 博 ・兄玉雅章 ・笹沼伸一(葛 西臨海水族園)
　 　 　 　 　 　 　 　 TetsuoIWAMI(TokyoKaseiGakuinUniv)・
Hiroshi　 SAKURAI　 ・　Masaaki　 KODAMA　 ・　Shin・ichi　SASANUMA　 (Tokyo　 Sea　Life　Park)
The　 suborder　 Notothenioidei　 includes　 8　families　 with　 122　 sp㏄ies,　 96　Antarctic　 and　 26　 non-Antarctic.
A　half　 of　the　non-Antarctic　 notothenioid　 species　 is　referred　 to　the　genus　 Patagonotothen,　 which　 had　 been
placed　 in　the　primitive　 clade,　 based　 mainly　 on　 its　morphological　 features.　 In　the　present　 study,　 the
taxonomic　 position　 of　I)atagonotothen　 is　revised　 by　 karyological,　 ostθ010gical　 and　 myological　 data　 obtained
from　 6　specimens　 caught　 by　 Tokyo　 Sea　 Life　 Park.　 Karyotypes　 of　two　 species　 of　Patagonotothen　 show
plesiomorphic　 conditions　 (2n=48,　 NF=52)　 among　 those　 of　other　 notothenioid,　 which　 agrees　 with　 the
previousstudy.　 Onthecontrary,thestructureofadductormandibulaemusclesandsomeosteological
features　 strongly　 suggest　 that　 Patagonotothen　 is　not　 referable　 to　the　primitive　 nototheniid　 group　 and　 is
closely　 related　 to　the　Antarctic　 coastal　 species.
南 半球 高 緯 度 海 域 に分 布 す るナ ンキ ョ ク カ ジ カ亜 目魚 類 は現 在8科122種 が 知 られ るが,そ の う
ち26種 に つ い て は 南 極 海 で の分 布 が確 認 され て い な い 。そ の 内 訳 は,Bovichtidae　 9種(科 の90%),
Pseudaphritidae　 1種(科 の100%)　 ,　Eleginopidae　 1種(科 の100%)　 ,　Nototheniidae　 15種(科 の31%)
とな って い る。　Nototheniidaeの"非 南 極 種"15種 の うち13種 はPatagonotothen属 魚 類 で,逆 に 同
属 にお い て 南 極 海 まで 分布 す るの は1種 の み で あ る 。従 来 の本 亜 目魚 類 に 関 す る系統 分類 学 的研 究
は,詳 細 にお い て種 々 の不 整合 が 見 られ る も の の,　Bovichtidae,　 Pseudaphritidae,　 Eleginopidaeに
つ い て は ノ トセ ニ ア 亜 目 の共 通祖 先 か ら最 も早 い 時 期 に分 岐 した 分類 群 とい う 点 に お い て ほ ぼ共
通 して い る 。 これ に 加 え て,い くつ か の 形 態 学 的 特 徴 も あ り,主 に 南 ア メ リカ 南 部 に 分 布 す る
Patagonotothen属 はNototheniidaeの 中で,原 始 的 な グル ー プ と認 識 され て きた 。この よ うな 状 況 の
中,葛 西 臨 海 水 族 園 でPatagonotCthen属2種,P.　longipesとP.　 tessell(uaの 展 示 ・飼 育 が行 わ れ
る こ とにな り,こ れ らの標 本 の 一 部 を利 用 して 細胞 学 ・形 態 学 的形 質 の 再 検 討 を行 った と こ ろ,新
た な 知 見 が得 られ たの で,こ れ を 報告 す る。
Patagonotothen　 2種 の核 型 は い ずれ も2n=48,NF=52で,　 Nototheniidaeに お い て は最 も基 本 的 な
特徴 を示 す もの で あ っ た。 従 来R　 Iongtpesの 腕 数 は50と され て い た が,今 回 の 解析 で52の 誤 り
で あ る こ とが 明 らか とな っ た。 この 核 型 は,既 に報 告 の あ る同属 のP.　ramsayiと も共 通 して お り,
さ ら にはPseudaphritidae,　 Eleginopidaeに もみ られ る こ とか ら,P吻goπof(励eπ は核 型 に お い て原
始 的 な 特 徴 を保 持 して い る もの と判 断 さ れ た 。一 方,形 態 学 的形 質 につ い て は 現 在 まで,頭 部感 覚
管 系 と骨 格 の形 態 に基 づ く解 析 が 進 め られ て お り,PatagonotothenはNototheniidaeの共 通 祖 先 か ら
最 も早 い 時 期 に 分 岐 した とす る考 え と,　Nototheniidaeの1亜 科 で あ るNotothen血aeの 中 で,ス コ
シア 海 を分 布 の 中心 とす るcladeの 最 も初 期 に分 岐 した類 群 とす る考 え が 一般 的 で あ る。 今 回,従
来 の 骨 学 的 形 質 を再検 討 し,新 た に筋 肉 系 の構 造 を 評価 す る こ とで,　PUtagonotothenの 系統 的位 置
に関 して 再 評 価 を試 み た。 なお,適 応 的 な要 素 が強 く,近 縁 の コオ リウ オ科 に お い て 系統 的 評価 の
難 しさ が指 摘 さ れ た 頭 部感 覚 管 系 に関 す る形 質 は評 価 か ら外 した 。 そ の 結 果,　Patagonotothenを 規
定 す る 固有 派 生 形 質 は 見 出 さ れ な か っ た が,閉 顎 筋 の構 成 等 に み られ た 派 生 形 質 の共 有状 態 か ら,
同 じ亜 科 のNotothenia属 よ りも,最 も低 温 環 境 に適 応 した 大 陸沿 岸 性 のTrematominaeと の 近縁 性
が 示 唆 され た 。この こ とか ら,P(uagonotothenをNototheniidaeの中 で原 始 的 な 一 群 と考 え る には 問
題 が あ る も の と判 断 され た 。
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      UVER REGENERATION IN ANTARCTIC FISH: BIOCHEMICAL AND 
     MORPHOLOGICAL EVOLUTION AFTER PARTIAL HEPATECTOMY 
Wilma P.  Bastos-Ramos*; Maria das  Gracas  Vilela-Goulart; Edson Rodrigues; Metry 
                            Bacila 
Universidade Estadual Paulista (Unesp); Universidade Estadual de Campinas (Unicamp); 
Universidade de  Taubate(Unitau);  Pontificia Universidade  CatMica (PUC)  Parana. 
    Address: Rua Francisco Jose Longo, 777, S. Jose dos Campos, SP, Brazil. CEP 
                   12.245-001. E-mail:  wilmabastosOuol.com.br
The liver and other visceral organs of the Antarctic fishes are usually extensively parasited. 
However, the animal does not present any pathological manifestation, indicating an 
equilibrium between the animal and the parasites. It must be considered that the integrity 
of functional liver parenchyma is vital to vertebrates, since the organ synthesizes essential 
proteins and enzymes as well as it is the principal site of detoxication of harmful 
substances. An important question arises: how can the fish survive to so intense liver 
parasitism? Our supposition was that the organ must regenerate normal tissue, in natural 
conditions, in order to compensate that damaged by the infectors. To test this hypothesis, 
it was planned an experimental liver damage by partial surgical hepatectomy, observing 
the biochemical and morphological response of the organ along 35 days. Methods. It was 
used 62 adult Notothenia coriiceps (neglecta). Partial hepatectomy was performed under 
benzocaine anesthesia, being excised 20 to 30 % of the organ. The fishes were divided 
according the time of observation: 14, 21, 28 and 35 days after partial hepatectomy. Not 
operated control animals were run in parallel. Blood was collected from caudal vein using 
vacuum tubes, before and at the sacrifice, as well as liver samples were obtained either to 
biochemical and histological studies. Biochemical analysis intended to detect functional 
and damage responses of the organ, being determined in the serum and in hepatic tissue 
(alkaline phosphatase, aspartate aminotransferase (AST), alanine aminotransferase (ALT), 
y-glutamyltransferase (y-GT), cholinesterase, hemoglobin and albumin. Results. In liver 
tissue: 1- Alkaline phosphatase. The enzymatic activity was significantly raised up to the 
   th-- db day of hepatectomy(from 46 U/g to 76  U/g); 2-  Cholinesterase. Enzymatic activity 
decreased up to the 28th day of surgery, but it was significantly increased at the 35th day 
(from 16 U/g to 19 U/g at the 35th day);  3-  Albumin. Values were significantly higher at the 
35th day of surgery as compared to control.  4-Aspartate aminotranferase (AST) and  y-GT 
were significantly high at the 35th day of surgery as compared to control. 5- Liver  weight  . 
The weight of partially resected organ was significantly higher than in control, from the 14th 
day on, with even an overgrowth at the 35th day. Histology of liver tissue is in course. 
Conclusions. Operated liver in Antarctic fish demonstrated a significant recovery 
regarding to growth and capacity of synthesis of enzymes and albumin. However, 
consequences of the liver tissular damage were not reverted up to the 35th day after the 
surgery. These results suggest studies of biochemical and morphological profiles in not 
hepatectomized fishes, correlating results with different degrees of parasitism.
Financial support: CNPq-PROANTAR
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METABOLISM OF L-ARGININE IN MITOCHONDRIA ISOLATED FROM THE 
          LIVER OF ANTARCTIC FISH N.rossi and N.  neglecta.
Edson  Rodrigues('),  Ana Cristina Miguez Teixeira  Ribeiro(2), Metry Bacila (2)
(1) Departamento de Biologia, Universidade de  Taubate,  Sao Paulo, Brasil 
(2)  Pontificia Universidade  Catolica do  Parana,  Curitiba, Brasil
L-Arginine displays a metabolic central role as a precursor in the synthesis of urea, 
polyamines, creatine, proteins and nitric oxide, a factor of vascular relaxation. 
Independently  of  the excretory fates  of  the nitrogen metabolism, all animals are endowed to 
maintain adequate blood levels of L-arginine, because of its property as a precursor of those 
metabolic intermediates. The presence of the enzymes of the Krebs-Henseleith cycle and its 
low ureogenic potential have been established by studies carried out with Antarctic fish at 
McMurdo Bay (Raymond & DeVries, 1998) and at Admiralty Bay (Rodrigues et al, 2002). 
However, it has been found that the catalytic concentration of L-arginase is far above the 
catalytic concentration of the other enzymes of the Krebs-Henseleith cycle. Furthermore, a 
very interesting fact observed was the remarkable difference between the catalytic 
concentration of hepatic arginase from Notothenia rossi and Notothenia  neglecta, being 10 
times higher in the preparations from N. rossi. In this case, the argininolytic activity is 
probably linked to a physiological condition of this fish for maintaining adequate levels of 
L-arginine in its blood and tissues. Considering the subcellular localization of arginase and 
the possible meaning of the mitochondrial membranes in the transport of L-arginine, as a 
factor of regulation towards the mechanism of arginolysis, experiments were  carried out 
with isolated mitochondria and mitochondrial extracts in conditions as far as possible near 
the physiological ones. Specimens of N. rossi and N. neglecta were captured in places 
nearby the Brazilian Antarctic Station Commander Ferraz during the Third Phase of the 
XXI Brazilian Antarctic Expedition and maintained in aquarium at around 0°C. For the 
experimental steps, liver and kidneys were homogenized in buffer containing Hepes, 20 
mM, pH 7.4, trimethylamine N-oxide 1.0 mM,  KH2PO4, 5 mM,  EDTA  0.5mM and sucrose, 
250 mM, the mitochondrial fraction being spun down in a refrigerated centrifuge. Part of 
the mitochondrial sediment thus obtained was suspended in a compartmentalization buffer 
containing L-arginine and MnC12 but not EDTA. All the assays were carried out at the 
temperature of 0°C. The kinetic studies carried out with isolated mitochondria displayed the 
fact that the time for the transportation of L-arginine towards the mitochondrial matrix was 
completed in about 30 minutes. The effect of L-arginione concentration on both the isolated 
mitochondrial argininolytic activity and the mitochondrial extracts gave values of Kmapp = 
8.42  ± 3.95 mM and Km = 2.40  ± 0.55mM for N. neglecta, and Kmapp = 9.16 ± 0.94 mM 
and 4.46 ± 0.53mM for N.  rossi, respectively. The effect of manganese ion on the 
argininolytic activity of mitochondrial extracts has been found to be inhibitory in 
concentrations of  MnC12 above  500RM, being however activating in mitochondrial 
suspensions. Considering that the compartmentalization of metabolic intermediaries and 
ions display a central role in the metabolic regulation of eukaryote organisms, the present 
research suggests that the mitochondrial transport of L-arginine in conditions near to the 
physiological ones, is of great importance for the control of the arginolysis mechanisms.
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ヒ ゲ ペ ン ギ ン の オ キ ア ミ 捕 食 行 動:噛 角 度 セ ン サ ー か ら 得 ら れ た 洞 察
　 　 　 Krill-feeding　 behaviour　 of　chinstrap　 Penguins:　 insights　 yielded
　　　　　　　　　　　　　　 by　using　beak-angle　 sensors.
*高 橋 晃 周1
,2　・　Michael　 Dunnl　 ・　Phil　Trathan1　 ・　John　 Croxalll　 '　Rory　 Wilson3　 '
佐 藤 克 文2・ 内 藤 靖 彦2
1　.British　 Antarctic　 Survey,　 UK,　 2.国 立 極 地 研 究 所,　3.　Institute　 fUr　Meerskunde,　 Germany
*Akinori　 Takahashi1
,2　・　Michael　 Dunnl　 ・　Phil　Trathan1　 ・　John　 Croxalll　 ・　Rory　 Wilson3　 ・
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 KatsufUmi　 Sato2　 ・　Yasuhiko　 Naito2
　 1.　British　 Antarctic　 Survey,　 UK,　 2.NIPR,　 Japan,　 3.　Institute　 fUr　Meerskunde,　 Gemany
Inferring　 feeding　 activities　 from　 undulations　 in　diving　 depth　 profiles　 is　widespread　 in　studies　 of
f()raging　 marine　 predators.　 This　 idea,　 however,　 has　 rarely　 been　 tested　 because　 of　 practical
difficulties　 in　obtaining　 an　independent　 estimate　 of　feeding　 activities　 at　a　time　 scale　 corresponding
to　depth　 changes　 within　 a　dive.　 In　this　study　 we　 related　 depth　 profne　 undulations　 and　 feeding
activities　 during　 diving　 in　a　Chinstrap　 Penguin　 Pygoscelis　 antarctica,　 by　 simultaneously　 using　 a
conventional　 time-depth　 recorder　 and　 a　recently　 developed　 beak-angle　 sensor.　 Our　 preliminary
results　 show　 a　linear　 relationship　 between　 the　 number　 of　 depth　 wiggles　 and　 the　 number　 of
underwater　 beak-opening　 events　 during　 a　dive,　 suggesting　 that　the　relative　 feeding　 intensity　 of　each
dive　 could　 be　represented　 by　 depth　 profile　 data.　 Underwater　 beak-opening　 pattems　 of　this　krill-
feeding　 penguin　 species　 are　 compared　 with　 recent　 data丘om　 fish-/squid-feeding　 Magellanic
Penguins　 SpheniSCUS　 magellaniCMS.
潜水性海洋高次捕食者の採餌行動の研究において、潜水 プロファイルの変動の程度が捕食
活動の指標と してよく用 いられている。 しか し潜水プロファイルの変動が激 しいところで
よく捕食が起 こっているという考えは、実際にはこれまでほとん ど検証されてこなか った。
その理 由として、遊泳中の動物の秒単位での深度変化と対応 した時間スケールで捕食の有
無を推定する手法がなか ったことがあげられる。我々は南極シグ二一島に生息する ヒゲペ
ンギ ンにおいて、最近開発 された噴角度センサーをもちいて、潜水プロファイルの変動 と
捕食活動の関係について調査 を行 った。この予備的調査の結果か ら、潜水中の深度のジグ
ザグの回数(鉛 直移動速度が一か ら+に 替わる点をジグザクと定義 した)が 多い潜水ほ ど、
ヒゲペンギンが水中で噴を開いた回数が多いことがわかった。 この結果は、潜水プロファ
イルの変動だけか らペンギ ンの相対的な捕食強度を推定することが可能であることを示唆
している。この他、本ポスターでは、最近発表された魚食性のマゼランペンギンにおける
噴角度センサーのデータと比較することによ り、オキア ミ食の ヒゲペンギンの捕食行動の
特徴について考察する。
一49一
PM28
海底地形とウェッデルアザラシの三次元採餌行動
Fine・scale　 three・dimensional　 foraging　 behavior　 of　Weddell　 seals　 correlates　 of
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 bathymetricvariation.
三 谷 曜 子(極 地 研)・ 渡 辺 佑 基(東 大 海 洋 研)・ 佐 藤 克 文(極 地 研),　M.　Cameron(NOAA),
内 藤 靖 彦(極 地 研)
Yoko　 Mitani　 (NIPR),　 Y.　Watanabe　 (Univ.　Tokyo),　 K.　Sato　(NIPR),　 M.　Cameron　 (NOAA),
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Y.　Naito　(NIPR)
　 　 　 　 Multi-data　 sampling　 on　 free-ranging　 animals　 appears　 as　a　valuable　 tool　to　investigate
f()raging　 effbrt　 in　 relation　 to　 environmental　 features.　 In　 order　 to　 compare　 prey　 availability　 of
Weddell　 seals　 (Leptonychotes　 weddellii)　 between　 two　 breeding　 sites,　 we　 deployed　 simultaneously
three　 types　 of　 data　 loggers　 on　 five　 free-ranging　 individuals.　 Field　 experiments　 were　 conducted
between　 November-December　2000　 at　 two　 sites　 (siteI　 and　 II)　 in　 McMurdo　 Sound,　 Antarctica.
Depth　 gauges　 measurements　indicated　 that　 siteI　 seals,　 fbllowing　 immersion,　 had　 to　 fbllow　 the
island　 slope　 to　reach　 deep　 waters,　 while　 sitelI　 seals　 could　 dive　 from　 ice　 holes　 opening　 directly　 over
deep　 waters.　 The　 three-dimensional　dive　 paths　 of　 seals　 were　 reconstructed　 using　 3MPDT　 loggers
(depth,　 swim　 speed,　 three-dimensional　geomagnetism)　and　 D2GT　 loggers　 (depth,　 two-dimensional
gravitational　 acceleration).　 Prey　 index　 along　 dive　 paths　 was　 estimated　 using　 DSL　 loggers　 (digital
still　camera).　 Each　 dive　 was　 subdivided　 into　 a　descent,　 an　 ascent,　 and　 a　bottom　 phase　 using　 depth
data.
　 　　 　 This　 study　 has　 quantified　 some　 of　 the　 cost　 and　 benefits　 associated　 with　 various
three-dimensional　dive　 paths　 available　 to　free-ranging　 Weddell　 seals　 while　 they　 forage　 beneath　 the
fast　 ice　 in　 Antarctica.　 Seals　 descended　 and　 ascended　 using　 straight　 paths.　 Bottom　 phase　 had　 a
significant　 higher　 prey　 index　 than　 traveling　 phase.　 The　 three-dimensional　diving　 behavior　 of　 siteI
seals　 was　 limited　 by　 bathymetry,　 and　 diving　 efficiency　 was　 significantly　 lower　 than　 siteII.　 And
there　 was　 no　 significant　 difference　 between　 prey　 index　 at　 siteI　 and　 siteII.　 Our　 data　 suggests　 that
seals　 at　siteII　 have　 higher　 prey　 availability.
ウェヅデルアザラシの三次元潜水経路に沿った餌分布 を海底地形の異なる繁殖 コロニー間で比較するこ
とを目的に,島 周 りと沖合のコロニーにおいて,地 磁気,加 速度,お よび静止画像ロガーを装着した.ア ザ
ラシの体軸角度 ・方位 ・遊泳速度か ら三次元潜水経路を計算 し,画 像から餌指数を求めた.解 析は,深 度デ
ータによ り1回 の潜水 を潜降,ボ トム,浮 上 という3つ の相に分けて行った.
アザラシは潜降と浮上において直線的に泳いでお り,ボ トム相における餌指数は潜降 と浮上を併せた移動
相よ りも高かった.こ れより,今 まで深度時系列データか らの推測にすきなかった 「潜降 ・浮上二移動,ボ
トム=捕食」が,三 次元行動 ・画像情報か ら明らかとなった.島 周 りでは海底地形によって潜水が制限され
てお り,1回 の潜水におけるボ トム相の割合は沖合 よりも有意に短かった.ま た餌指数は繁殖 コロニー間で
差がなかったことから,餌 獲得率は沖合のコロニーの方が良いことが示唆された.
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ゼニガタアザラシにおけるGPSテ レメトリー の試 み
Adaptation　 of　 GPS-telemetry　to　 harbor　 seal　 research
藤 井 啓1,鈴 木 正 嗣2,江 良 聡3,大 泰 司紀 之4
(1・2・4北大獣 医生 態,3株 式会 社 エイテイー エフ),
　 Fujii,Keii　 Suzuki,Masatsugu2　Era,Satoshi3　0htaishi,Noriyuki4
(1'2'4Graduation　 school　 of　veterinary　 medicine,　 Hokkaido　 Univ.　 3ATF,　 [nc.)
Abstract
　 The　 GPS　 tracking　 unit　 that　 we　 are　 developing　 was　 attached　 to　 a　wild　 harbor　 seal　 (」Phoca　 vitulina
stejnegeri>.　 The　 uniL　 which　 includes　 temperature　 and　 moisture　 sensors,　 allows　 data　 to　be　 collected　 remotely
via　 mobile　 phone　 system.　 On　 land,　 the　 positioning　 success　 rate　 was　 80.6%　 under　 good　 conditi()ns,　 with　 an
average　 positioning　 accuracy　 of　 6.l　 m.　 We　 were　 able　 to　track　 thc　 animal　 from　 September　 l　to　the　 present
(October　 7),　and　 the　 tracking　 continues.　 The　 overall　 positioning　 success　 rate　 has　 been　 8.2%.　 Although　 the
success　 rates　 of　positi()ning　 and　 data　 collecti()n　 were　 low,　 we　 did　 confirm　 that　 it　is　possible　 to　c()11㏄t　 data
remotel　 from　 marine　 animals,　 from　 which　 it　is　difficult　 to　r㏄over　 e　ui　 ment.
要 旨
野生動物のテレメトリー 調査にはVHFや アルゴスシステムが広く使われているが、近年の機器 の小型化・軽
量化によりGPSに よるテレメトリーが試みられるようになってきた。今回、著者らは日本近海のゼニガタアザラ
シ(Phoca　vitulin∂　stejnegerうのテレメトリー を目的とした機器を試作 し、野生個体へ装着した。
機器の大きさは13cmx8cmx4cmで700gである。内部の機器部はエポキシ樹脂で充填し、およそ100気
圧までの耐圧性を持たせた。また、表面は弾性の高いゴムで覆 い耐衝撃性をもたせた。この機器 にはGPSだ
けでなく、乾湿センサーと温度センサーも搭載し、遊泳中か上陸中か、またその環境の温度も計測できるよう
にした。データはNTT　DoCoMoの 運営するDoPaシ ステムにより、携帯電話の圏内であれば遠隔的に回収する
ことができる。また、双方向通信が可能なため、野生個体装着後にも計測間隔や通信間隔 等を変更すること
ができる。陸上での予備実験では、測位成功率は条件によってO.O°/・～80.6%、 通信成功率 は0.0%～81.8°/・
であった。また、三角点で行った試験で、位置精度は6.1±19.9m(平 均値±標準偏差)と算出された。
フィー ルド実験として、本年9月1日 に襟裳岬のサケ定置網 に混獲された1個 体のゼニガタアザラシにこの
機器を装着 し、追跡を継続している。当初、1年 間の追跡を予定していたが、通信、測位の成功率の低さと乾
湿センサーの異常から、計測、通信の間隔や測位パラメータを変更し、数ヶ月の追跡に切 り替えた。これまで
得られている位置データはいずれも襟裳岬の岩礁上である。本稿作成時(10月7日)ま でのGPS測 位成功率
は8.2%、 通信成功率 は19.5°/・で両者とも低い。その要因としては、機器 自体の性能、最適でない測位 パラメ
ータ、背の高い岩礁等の遮蔽物、アザラシの上陸姿勢などが考 えられる。
現時点では測位、通信の成功率はともに満足できるものではないが、機器の回収の困難な海楼動物におい
て遠隔的にデータを回収できることが確認された。
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潜水プロファイルを用いた餌の豊富さの推定:写 真からの推定との比較
Estimates　 of　prey　 richness　 using　 dive　 profiles　 in　Weddell　 seals　 :
　 　 　 　 　 　 　 　 comparison　 with　 using　 image　 data
森貴久(帝京科学大)・渡辺佑基(東京大)・
三谷曜子 ・佐藤克文・内藤靖彦(極地研)
Yoshihisa　 Mori　 (Teikyo　 Univ.　 Sci.　 Tech),　 Yuuki　 Watanabe　 (Univ.　 Tokyo),
Yoko　 Mitani,　 KatsufUmi　 Sato　 and　 Yasuhiko　 Naito　 (Nat.　 Inst.　 Polar　 Res.)
Dive　 profiles　 contain　 travelling　 time　 from　 the　 surface　 to　 a　prey　 patch　 and　 back　 to　 the　 surface　 and
bottom　 time　 spent　 at　 the　 patch　 fbr　 feeding.　 Optimal　 foraging　 theory　 concerning　 patch　 residence
time　 showed　 that　 optimal　 patch　 residence　 time　 should　 be　 affected　 by　 time　 fbr　 travelling　 to　 a　prey
patch　 and　 prey　 richness.　 Therefore,　 dive　 proHles　 may　 be　 used　 f()r　estimates　 of　 prey　 richness　 o
prey　 patches　 used　 by　 diving　 animals.　 We　 tested　 this　 hypothesis　 in　Weddell　 seals　 by　 comparison
between　 indexes　 calculated　 based　 on　 dive　 proHles　 and　 image　 data　 of　prey-}ike　 objects　 taken　 during
dives.　 We　 f()und　 positive　 correlation　 between　 indexes,　 indicating　 that　 the　 index　 of　prey　 richness
using　 dive　 profiles　 is　a　good　 index　 for　 prey　 richrless　 at　 a　prey　 patch　 used　 by　 diving　 animals.
アザラシな どが示 す 潜 水 プ ロファイル か らは,水 面か ら餌 の いる場 所 までの 移 動 時 間 や その場 所
での 滞在 時 間 がわか る。パ ッチ滞 在 時 間 につい ての最 適 採 餌 理 論 によれ ば,最 適パ ッチ滞 在 時 間
はそ こに到 達 す るまで の時 間 とそ のパ ッチ での餌 の豊 富 さ(滞在 時 間 に対 す るエ ネル ギー獲 得 量)
に影 響 され る。した がって,潜 水 プ ロファイル か らわか るパ ッチ滞 在 時 間 はそ のパ ッチ の餌 の豊 富 さ
を反 映 してい ることになり,潜 水 行 動 か ら餌 の 豊 富 さを推 定す る指 標 を導 くことがで きると考 え られ
る。この仮 説 を検 証 す るため に,ウ ェッデ ル アザラシの潜 水 プ ロファイル か ら得 られ た餌 の豊 富 さの
指 標 を,写 真 で 推 定 され た餌 の豊 富 さと比 較 した。比 較 に用 いた潜 水 デ ー タは,　Watanabe　 et　al.
(2002)(MEPS252:283-288)で写真 による餌 の 豊 富 さの推 定 に使 われ たもの で,2000年11-12月
にBigRazorIsland(77.68°S,166.50°E)とTurksHead(77.67°S,166.78°E)で繁 殖す る各4個 体(計
8個 体)か ら得 られ たもので ある。結 果 は,潜 水 プ ロファイル による推 定 と写 真 による推 定 は,有 意 に
正 の 相 関を示 した が,そ の相 関 は,潜 水 コストが 大 きく,正 確 に潜 水 時 間 を査 定す る必 要 があると
おもわ れ るBR個 体 の ほうがつ よか った。このことは,潜 水 プロファイル による餌 の豊 富 さの推 定 の 正
当性 を示 してお り,これ まで に記録 され た潜 水 プ ロファイルか ら,そ の ときには 測 れ なか った餌 の豊
富 さにっ い ての情 報 を推 定 す ることができることを示 している。
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雛に給餌をした日としない日におけるウ トウの採食行動
Foraging　 behaVior　 of　Rhinoceros　 Auklets　 on　 a　day　 when　 they　 delivered　 meals　 or　not
松 本 経 、 綿 貫 豊1・ 加 藤 明 手2・ 和 田 昭 彦3
L北 海 道 大 学,2_国 立 極 地 研 究 所,3_北 海 道 稚 内 水 産 試 験 場
K.　Matsumoto,　 Y　 Watanuki1,　 A.　Kato2,　 A.　Wada3
1_Hokkaido　 University
2　National　 Institute　 of　Polar　 Research
3_Hokkaido　 Wakkanai　 Fisheries　 Experimental　 Station
Among　 seabird　 species,　 p、arents　 rearing　 chicks　 must　 forage　 f()r　their　 chicks　 as　well　 as　 fbr　themselves.
We　 distinguished　 between　 the　 delivering　 days　 and　 the　 non・delivering　 during　 breeding　 season　 of
rhinoceros　 auklets.　 We　 also　 compared　 the　 behaviour　 on　 delivering　 days　 to　that　 on　 delivering　 days.
The　 study　 was　 carried　 out　 in　Teuri　 island　 Jun　 2003.　 6　adult　 birds　 were　 captured　 at　 their　 nests　 and
equipped　 with　 data-loggers(UME　DT-200,　 Little　 Leonardo　 Co.　 Ltd).　 We　 obtained　 both　 depth　 and　 ambient
temperature　 data　 fbr　more　 than　 lO　 days　 and　 simultaneously　 colle(:ted　 samples　 of　(hets　 delivered　 to　chicks
by　 birds　 wit}l　 loggers　 and　 birds　 without　 loggers.　 The　 mean(±SD)　 under　 water　 time　 on　 days　 not　 dehvered
was　 significantly　 longer　 than　 that　 on　 days　 de}jvered　 (days　 not　 dehvered:　 3.87±0.76　 h,　days　 delivered;　 2.62
±0.80　 h,　n=6,　 p<0.01).　 But　 mean　 (live　depth,　 mean　 number　 of　(hves　 and　 mean　 duration　 from　 the丘rst山ve
until　 last　 divei皿a　 day　 (h(l　not　 sigr)ifiicantly　 (㎜ered　 between　 two　 days.　 The　 food　 load　 mass　 on　 the　 delivering
days　 af†er　 the　 non-delivering　 days　 was　 significa-ntly　 higher　 than　 that　 on　 the　 delivering　 days　 befbre　 the
non-delivering　 days(the　 day　 after;　 22.66±8.819,　 the　 day　 be丘)re;17.44±7.769,n=10,P<0.05).
In　this　 report,　 we　 will　 discuss　 the　 role　 of　non-delivering　 days.
海鳥を含む多くの鳥類では、親は自分 自身のための採食以外に雛のための採食及び給餌を行わなければならない。
今回ウトウを用いて給餌を行う日と行わない日で、親のどのような行動に差があるかを調べ、さらにその差が何を意
味するのかを検討した。
調査は2003年6月 に天売島で実施した。ウトウ繁殖巣(n=6)において片方の親にデータロガーを装着し、連続して
10日 間の潜水行動を記録した。同時に、上記巣を含め10巣 において毎日雛への給餌内容を調べた。その結果、給
餌をした日(2.62±0.80h)よりも給餌をしなかった日(3.87±0.76h)では1日 の総潜水時間(平均±標準偏差)において有
意に長かった。1日の潜水頻度、潜水深度、潜水を開始してから最後の潜水が終了するまでの時間に関しては給餌
をした日としなかった 日間で有意な差はなかった。雛への給餌量において給餌をしなかった日の翌日(22.66±8.81g)
では、給餌をしなかった日の前 日(17.44±7.76g)よりも増加する傾向にあった。
本発表では、これらの結果を踏まえて雛に給餌をしない 日の意味(役割?)に ついて考察する予定である。
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加速度記録計に見 られる犬の行動
Canine　 Behavior　 as　Monitored　 with　 Collar・Attached　 Motion　 Sensor/Logger
植田彩容子、末田達彦(愛 媛大学)、内藤靖彦(国 立極地研究所)
掌孝ぴ ホ
　　　　　　 Sayoko　 Ueda　 ,　Tatsuo　 Sweda　 ,　Yasuhiko　 Naito
ホ ホホ 　 　
　　　　　 EhimeUniversity,　 NatlonalInstltutePolarResearch
　 　 　 The　 acceleration　 data　 logger　 has　 proven　 extremely　 versatile　 in　revealing　 elusive　 behavior　 of　 marine
animals　 such　 as　seals,　 penguins,　 turtles,　 etc.　 There　 is　no　 doubt　 that　 it　would　 also　 prove　 useful　 for　 unveiling
shadowy　 behavior　 of　 seclusive　 terrestrial　 wildlife,　 wolves　 fOr　 example.　 With　 an　 ultimate　 aim　 of　 applying　 to
wolves,　 we　 have　 applied　 an　 acceleration　 data　 logger　 to　the　 dog　 to　 develop　 analytical　 keys　 by　 correlating
acceleration　 data　 with　 the　 basic　 patterns　 in　canine　 behavior.　 A　 mixed　 breed　 of　golden　 retriever　 and　 springer
spaniel　 has　 been　 subjected　 to　this　experiment.　 The　 breed　 was　 chosen　 for　its　size　 and　 friendliness.　 The　 latter　is
crucial　 in　free　 exercise　 experiment　 off　 leash.　 The　 cylindrical　 two-way　 logger,　 sensitive　 in　 axial　 and　 one
particular　 radial　 directions,　 was　 attached　 to　the　collar　 in　two　 different　 configurations,　 i.e.　parallel　 to　the　body　 axis
with　 the　 radial　 sensor　 active　 either　 in　the　 direction　 of　 gravitation　 or　perpendicular　 to　it　so　 that　 in　addition　 to
f()rward/backward　 movement　 either　 dorsa1/ventral　 (upward-downward)　o 　 lateral　 moveme t　 can　 be　 recorded.
The　 acceleration　 was　 recorded　 at　a　sampling　 rate　 of　 16　 Hz.　 The　 acceleration　 records　 thus　 collected　 were
subjected　 to　Fourier　 analysis　 and　 the　 resultant　 oscillation　 characteristics　 were　 associated　 with　 such　 basic　 canine
movements　 as　of　sleeping,　 resting,　 feeding,　 defecating,　 walking,　 trotting　 and　 galloping.　 To　 confirm　 the　 validity
of　the　 analysis,　 similar　 acceleration　 pattern　 retrieval　 and　 subsequent　 Fourier　 analysis　 were　 conducted　 on　 another
subject　 of　the　same　 species,　 i.e.　a　golden　 retriever.
加速度記録計(加 速度データロガー)は 海洋生物の未知の行動を明 らかにするために極めて重要な役
割を担 っている。これを陸生生物にも応用すれば、観察困難 な野生動物の行動解析に も有効 と考えられ
るが、未だ解析方法が確 立 していない。そこで陸生生物 における加速度記録の解析法 の開発を目指 して、
観察の容易な犬 を対象 とし、記録計か ら得 られるデータと実際の行動の応答関係を明 らかに した。尚、
ここで犬 を対象 としているのは、最終的な解析 目標 と してオオカ ミを想定 しているためである。
犬はゴールデ ンリトリバー とイング リヅシュ ・スプ リンガースパニエルの雑種 を用いた。選んだ条件
はオオカ ミに近 い大 きさになる犬種 と、自由運動時の 同伴行動の し易 さである。ロガーは犬の首輪に取
り付 け、1)犬 の体軸方向と上下方向、または2)体 軸方向 と左右方向のそれぞれ2方 向の加速度を16
Hzで 測定 し、開 けた場所での 自由運動 を記録 した。この観察記録にフー リエ解析を施 し、「睡眠」、「休
憩」、「食餌」、「排泄」、「歩行」、「小走」、「疾走」 とい う基本行動に関わ る波形の特性を明 らかに した。
また犬の個体差 による行動の違いを見るため、2匹 の犬で解析結果を比較 した。
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南極海 におけるクロミンククジラ分布パターンと海氷状態の関係
Sea　 ice　condition　 in　relation　 to　the　Antarctic　 minke　 whale　 distribution　 pattern
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　in　the　Antarctic
島田裕之(水 産総合研究センター遠洋水産研究所)・村瀬弘人(日 本鯨類研究所)
Hiroyuki　 Shimada　 (National　 Research　 Institute　 of　 Far　 Seas　 Fisheries,　 Fisheries　 Research　 Agency)
and　 Hiroto　 Murase　 (The　 Institute　 of　Cetacean　 Research)
Relationship　 between　 the　 distribution　 and　 abundance　 of　the　 Antarctic　 minke　 whales　 and　 Antarctic　 sea　 ice
coverage　 in　the　 austral　 summer　 was　 analyzed　 using　 metrological　 satellite　 data　 for　the　2nd　 (1988/89)　 and　 the
3rd　 (1998/99)　 International　 Whaling　 Commission　 circumpolar　 surveys　 in　the　 waters　 between　 80°E　 and　 130°E.
Though　 the　timing　 of　survey　 was　 later　from　 one　 to　four　 weeks　 in　1998/99　 than　 in　1988/89,　 monthly　 sea　 surface
temperature,　 area　 of　sea　 ice　less　 than　 40　 %　 of　ice　concentration,　 sea　 ice　condition　 in　the　 Ross　 Sea　 and　 Prydz
Bay　 in　January,　 ice　 edge　 location　 and　 area　 of　 continental　 slope　 covered　 by　 sea　 ice　suggested　 that　 1998/99
season　 was　 colder　 than　 1988/89　 season　 in　this　area,　 and　 it　might　 have　 some　 relation　 to　change　 in　minke　 whale
distribution　 pattern　 in　this　 area.　 High　 density　 of　minke　 whales　 was　 observed　 along　 the　 ice　 edge　 over　 the
continental　 slope.　 The　 number　 and　 school　 size　 of　minke　 whales　 was　 small　 in　1998/99　 compared　 with　 1988/89.
There　 was　 an　obvious　 relationship　 between　 sea　 ice　coverage　 and　 the　minke　 whale　 abundance　 estimates.
クロミンククジラの夏期分布や資源 量と海氷密 度との関係を、80°E～130°Eの 海域 において国際 捕鯨委員
会 による南極海 全周ミンククジラ資源調査航 海の2周 目(1988/89)と3周 目(1998/99)に ついて人 工衛 星
データを使用して解 析した。1988/89年 度 に比べて、1998/99年 度 は調査の時期が1～4週 間遅 いにもか
かわらず、月 平均表 面水温、海氷密度40%未 満 の海氷 面積 、1月のロス海や プライズ湾の海 氷密度そして
海氷 によって覆われ ている大陸棚斜 面の面積 は、1998/99年 度が1988/89年 度 より冷 たいことを示唆 して
お り、それがこの海 域 においてミンククジラの分布パター ンの変 動 に関係 しているかもしれない。ミンククジ
ラの高密度分布域 は大陸棚斜面」二の氷縁 に沿って観 察されたが、1988/89年 度 と比較 して1998/99年 度
はミンククジラの発見数 と群サイズが小さかった。これ らのことから海氷 密度とクロミンククジラの資源 量推 定
値 には明 白な関係 が認 められた。
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深く潜水する海鳥の高速加速度記録による翼あるいは足の運動の解析:ウ ミガラスとウにおける
浮力に対するス トロークとグライ ドの調節
綿貫豊(北 大水産)、 高橋 晃周(極 地研)、　F,　Daunt,　 S.　Wanless,　 M　Harris　 (英 国NERC)、
佐藤克 文、内藤靖彦(極 地研)
Wing-　 and　 fbot-propulsion　 of　seabirds　 diving　 to　deep　 water　 r㏄orded　 by　 high-speed　 sampling　 of
　 　　 　 acceleration:　 regulation　 of　stroke　 and　 glide　 against　 buoyancy　 in　alcids　 and　 shags.
　 　 　 Y.　Watanukii,　 A　 Takahashi2,　 F　 Daunt3,　 S.　Wanless3,　 M　 Harris3,　 K.　Sato2,　 Y　 Naito2
i　G
raduate　 School　 of　Fisheries　 Sciences,　 Hokkaido　 Univ.;　 2　NIPR,　 3　Center　 for　Ecology　 and　 Hydrology
Seabirds　 dive　 w仙the　 air　in　their　 feather　 and　 lung.　 So　 they　 may　 adjust　 thrust　 power　 to　the　 buoyancy　 change　 With
depth　 by　 regtilating　 stroke　 and　 glide.　 We　 studied　 the　 wing　 or　 foot　 propulsion　 of　vertically　 diving　 wing　 propellers
(guillemots)　 and　 foot-propellers　 (shags)　 in　the　 wild　 by　 high-speed　 (64　 Hz)　 sampling　 of　surge　 (taiLto-head)　 and　 heave
(ventral-to-dorsal)　ccelerations　 with　 bird-bOrne　 data-10ggers.　 Dive　 angle　 was　 estimated　 with　 the　 low　 frequency
component　 of　 surge.　 Forward　 thrust　 and　 wing　 or　foot　 strokes　 were　 estimated　 with　 high丘equency　components of
surge　 and　 lleave,　 respectively.　 At　 the　 start　 of　descent,　 gUillemots　 produced　 a　thruSt　 during　 each　 of　the　 up-stroke　 and
the　 down-stroke,　 while　 shags　 produced　 a　thrust　 only　 during　 the　 power　 strokes.　 They　 reduced　 the　 frequency　 of　thruSt
as　they　 were　 descending　 deeper　 by　 prolonging　 g}ide　 or　decreasing　 up-stroke　 based　 surges　 while　 keeping　 the　 duration
of　stroke.
海鳥は肺と羽毛に多量の空気をもって潜水する。ス トロークとグライ ドを調節することで推力を深度で変
化する浮力抵抗にあわせているだろう。鳥に装着したデータロガーで尾頭方向加速度と腹背方向加速度を
64Hzで 記録 し、翼で潜るウミガラスと足で潜 るヨーロッパ ヒメウの推進調節を研究 した。体輻角度は尾
頭方向加速度の低周波成分から推定され、いずれの種もほぼ垂直に潜っていた。推進とス トロークは腹背
方向加速度の高周波成分か ら推定 した。潜水 しはじめは、大きな浮力にさか らうために、 ウミガラスは翼
の打ち下げと打ち上げ両方で推進 していたが、 ウはパ ワース トロークでのみ推進 した。深 く潜水すると、
ウはグライ ドを長 くして、ウミガラスは打ち上げ時の推力発生を小さくして、それぞれ推進頻度を低下さ
せたが、ス トローク時間はほぼ一定に保たれたままだった。
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    Folio of Gyotaku of Antarctic fish 
 ---Antarctic fish through the artist's eys--- 
     MO* tE121111MS-filli 
 ----filti*0  El Lt:.-_M4,3..01---
Mitsuo Fukuchi (NIPR) ,Harvey Marchant (AAD) and Tetsuo Iwami(TKGU) 
         41-±tAT  /\--•"7--\'>1-  t.W.14*
Abstract
Gyotaku is a distinctively Japanese way of illustrating nature. In its simplest form (the direct 
method) paint is applied to a fish, shell or plant and a print is taken of the object onto fine paper. 
The indirect method of gyotaku requires much greater skill. Fine paper is moistened and applied to 
the surface of a fish or plant. Coloured inks are then used to colour the imprint of the organism. 
The result is an anatomically exact copy of the organism coloured either as it is in nature or as the 
artist chooses.
Boshu NAGASE has over 30 years experience of producing gyotaku by the indirect method and is 
regarded as a perhaps the principal exponent of this art form. He has had several exhibitions 
including that at the Monaco Oceanographic Museum.
The gyotaku would be used to illustrate a large format book on Antarctic fish. We propose a 
case—bound limited edition of the book aimed at collectors as well as a softbound edition. We 
propose the page size be B4 (250x353mm) in landscape format. The proposed contents of the 
book  are:-
— Preface (1 page) 
— Introduction C4 pages) 
— A short account, including diagrams, of the evolution of the Antarctic fish fauna following the 
formation of the Southern Ocean resulting from the breakup of Gondwana. C5 pages) 
— Illustrations of individual fish species on a right hand page with text in both English and Japanese 
on the left hand page providing a brief commentary on the biology of the fish.  0240 pages) 
— A short description of the art of gyotaku C3 pages) 
— Biography of the artist (2 pages) 
Bibliography (2 pages) 
— Index of species C 3 pages)
The book will be edited by Mitsuo Fukuchi and Harvey Marchant. The text accompanying the 
illustrations would be written by an internationally recognized Antarctic fish biologists and edited 
by Inigo Everson, Tetsuo Iwami and Dick Williams.
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      LAKE SEDIMENTS PROVIDE A WINDOW TO THE PAST. 
COMMUNITY CHANGE IN AN ANTARCTIC SALINE LAKE OVER THE PAST 
                     1500 YEARS
CA White and KM Swadling
School of Zoology, University of Tasmania, Private Bag 5, Hobart, Tasmania 7001, 
                           Australia
In closed environments, such as lake basins, the remains of invertebrates found in 
sediments form a subfossil record that provides a means of describing community change 
over time. By examining the changes in these lacustrine subfossil records past variations 
in the environment may be inferred. The invertebrate remains in sediments of a saline 
lake in the Vestfold Hills, East Antarctica, are currently being examined. The oldest 
sediments examined to date were approximately 1000-1500 years old. Lake Pendant is 
currently meromictic, with oxic and anoxic layers permanently separated by a sharp 
gradient in salinity. The anoxic nature of the bottom sediments has made them ideal for 
the preservation of invertebrate remains, and a broad range has been recovered thus far. 
The most common remains include copepod eggs,  faecal pellets, exoskeletons and 
spermatophores, rotifer loricas, and tintinnid loricas. Abundances of the remains vary 
throughout the core, although tintinnids have dominated the bottom of the core while 
crustacean remains are more abundant in the upper sections. Up to eight species of 
tintinnids have been recovered from the sediments, along with a previously unrecorded 
ostracod. Species richness has decreased over time though total abundance of remains has 
changed little.
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UNDERSTANDING PAST ENVIRONMENTAL CHANGE USING  INVERTEBRATE 
      REMAINS IN LAKE SEDIMENTS: APPLICATIONS TO RISCC
KM Swadling, JAE Gibson, L Cromer, CA White, LA Barmuta and AMM Richardson
School of Zoology, University of Tasmania, Private  Bag  5, Hobart, Tasmania 7001, 
                           Australia
To understand fully how future environmental change might impact on invertebrates it is 
important to comprehend past natural variability. Our new research initiative uses the 
remains of invertebrates found in sediments of Antarctic lakes to infer changes in the 
environment since the last glaciation. Lakes are numerous in eastern Antarctica and they 
range from very fresh (salinity less than 0.1) to hypersaline  (salinity  > 250), thus 
presenting a variety of environments to study. Well-preserved remains found in the 
sediments include the exoskeletons of copepods and cladocerans, rotifer loricas, 
foraminiferan tests,  faecal pellets of copepods and eggs of rotifers, copepods, cladocerans 
and tardigrades. To date, invertebrate remains have been used to interpret the Holocene 
history of an Antarctic lake from its freshwater inception through to its current status as a 
closed saline lake. Current research on the saline lakes includes examining the degree of 
spatial variation in remains taken from three sites within one lake, and a  tine scale 
comparison of community change in three similar lakes over the past 400 – 500 years. 
Sediments from freshwater lakes are also being studied, with the aim of determining 
when the freshwater fauna arrived in Antarctica. The distribution of remains will be used 
to determine when particular species colonised a lake. By comparison of the results from 
a series of lakes, the nature of the invasions will be determined: did the species arrive in 
all the lakes over a short period, or was dispersal a slow, stochastic process. Relationships 
between the abundance of faunal remains in freshwater lakes and climatic conditions are 
also being investigated, with the aim of understanding the affect of climate on lake 
ecology.
 —59—
 PT  3
Influence of Various Incubation Conditions on Growth Recovery 
    of Anabiotic BacterialCells from Antarctic Ice Sheet
M. Poglazova, S. Abyzov, I. Mitskevich, A. Mulyukin, M. Ivanov
Institute of Microbiology, Russian Academy of Sciences, Pr. 60-letiya Oktyabrya 7/2, Moscow, 
                             117312 Russia 
                             e-mail: abyzov@inmi.host.ru
Over past decades, viable microorganisms - the representatives of different taxa, have been 
found by us in the Central Antarctic ice sheets of various depth and age. As follows from our 
investigations, the use of standard media and cultivation conditions makes it possible to reveal 
only a small fraction of microorganisms actually present and yield limited information on the 
ability to regain the growth and multiplication. Hence, the development of more appropriate 
conditions favorable for the growth recovery is a very important task, and this communication 
has a focus on study the influence of various incubation conditions, mainly the temperature, on 
multiplication of microbial cells that maintained the viability after their long-term existence in 
Antarctic ice. Objects of our study were microorganisms in melted samples of ice cores 
aseptically taken by drilling through a borehole at the station Vostok. The total number of 
viable bacterial cells incubated in thawed water at various temperatures was counted under an 
epifluorescence microscope after passing of samples through membrane filters and staining 
with fluorescamine. As revealed in experiments, bacterial cells, which had been in a state of 
anabiosis for prolonged periods in deep Antarctic ice sheets, were able to regain the active 
metabolism and multiplication. Importantly, the incubation of bacteria in native nutrient-poor 
liquid produced after thawing of Antarctic ice samples facilitated more active multiplication 
than on agar medium of the same composition. Furthermore, the rate of bacterial growth in the 
liquid medium was found to be dependent upon: (i) the initial cell number; (ii) the depth of ice 
sheet; (iii) the quality of media; and (iv) the temperature of incubation. Thus, incubation at 25 
- 28 ?C allowed the bacteria to grow and multiply with higher rates than at 15?C and room 
temperature. This fact suggests the presence of mesophilic microflora in deep Antarctic ice 
sheets, although one can't rule out the presence of psychrophiles. Also, removal of cold stress 
by up-shift of temperature to specific optimal values can be regarded as a factor contributing to 
recovery of Antarctic microorganisms to growth and multiplication.
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湖底堆積物中の有機成分による南極の昭和オアシスにおける
古環境変動に関する予備的研究
Preliminary　 study　 on　paleoenvironmenta!　change　 in Syowa　 Oasis　 of　Antarctica　 inferred
from　 organic　 components　 in　 lake　 sediments
*井上源喜 ・榎本綾香(大 妻女大社情),小 森一史 ・竹村哲雄(東 理大理),大 山佳邦(極 地研名誉教授),
伊村 智 ・神 田啓史(極 地研)
*Genki　 Inoue　 Matsumoto,　 Ayaka　 Enomoto　 (Otsuma　 Women's　 University),　 Kazushi　 Komori,　 Tetsuo
Takemura　 (Tokyo　 University　 of　 Science),　 Yoshikuni　 Ohyama　 (Emeritus　 Prof,　 NIPR),　 Satoshi　 Imura,
Hiroshi　 Kanda　 (NIPR)
　　Organic　 components,　 total　 organic　 carbon　 (TOC),　 total　 nitrogen　 (TN),　 hydrocarbons,　 fatty　 acids
and　 sterols　 in　 aquatic　 moss　 vegetations　 (Bryum　 sp,　 and　 Leptobryum　 sp.)　 and　 a　sediment　 core　 from
Lake　 O-ike　 from　 Syowa　 Oasis,　 Antarctica　 were　 studied　 to　 clarify　 their　 features　 and　 sources　 in
relation　 to　 paleoenvironmental　changes.　 Sediment　 core　 from　 Lake　 O-ike　 was　 mainly　 composed　 of
cyanobacterial　 debris.　 Normal-alkanes　 and　 a!kenes,　 万－alkanoic　 and　 alkenoic　 acids,　 and　 sterols
(cholesterol,　 24-methylcolesterol　and　 24-ethylcholestero!)　were　 detected　 in　 aquatic　 moss
vegetations　 and　 sediment　 core.
南極 有機 成 分 につ いては松 本(井 上)ら が マ クマ ー ドドラ イバ レー の湖 沼等 に つい て,1976年 よ り研
究 を行 って きた.南 極 には南 極 半 島 の北 部 を除 き維管 束 植 物 が 分 布 しな い た め,そ れ らの特 徴 は低 緯
度 ・中緯 度の 有機 成 分 の特徴 と著 しく異 な る と予 測 されて きた.し か しなが ら,南 極 には維 管 束植 物 に
特 異的 と考 え られて い る長 鎖(>Clg)のn－ アル カ ン,n－ ア ル カ ノイ ッ ク酸 お よびC2gス テ ロー ル が卓越 し
て 存在 す るこ とが明 らか に され て い る(e.g.,Matsumotoet∂1,,1981,1982;Matsumoto,1990,1992).
これ らの有機成 分 は昭 和 オア シス の湖沼 堆積 物 に も存 在 し,微 細 藻類 や シアノバ クテ リア に 由来 す る と
考 え られ て い る(Matsumoto　 et　∂ノ.,1981).
最近,瀬 戸 ら(2002)は 昭 和 オア シ スの湖沼 堆積 物 コア に記録 され た完新 世 の 古環境 に関 す る研究 を
展 開 して い る.彼 らは南極 大 陸 の宋 谷 海岸 の標 高や 塩分 濃 度 が異 な る数個 の湖 沼堆 積 物 コア につ い て調
査 を行い,湖 水 面標 高 が8mの 丸 湾大 池で は,約3,500年 前 に海洋 か ら塩 湖 に切 り替わ った こ とを 明 ら
か に して い る.
本 研 究で は西 オ ングル 島の大 池 の堆 積 物 コアや 湖底 か ら得 られ た コケ植 物　(Bryum　 sp.,　Lθptobryum
sp,)中 の 有機成 分 の分 析 を行 った.こ れ らの分析 結 果 よ り完新 生 にお け る古環 境 変動 を推 定 した.
全 有機 炭素(TOC)お よび全 窒素(TN)は,堆 積 物試 料 を塩 酸処 理 後,NCS自 動 元素 分析 計　(Fisons　NA
2500　Automatic　 Elemental　 Analyzer)　 で 測定 した.試 料 中の 炭 化水 素,脂 肪 酸 お よび ス テ ロー ル の分
析 は,　Matsumoto　 et　∂1,　(1982)　 お よびMatsumoto　 and　Watanuki　 (1992)　 の 方法 に準 じて行 った.試 料
は けん化 後酢 酸 エチル で抽 出 した.抽 出液 は乾 固後,シ リカゲ ル カ ラム ク ロマ トグ ラフ ィー に よ り,炭
化 水 素 フラク シ ョンお よび脂肪 酸 ・ス テ ロール フラク シ ョンに分離 した.脂 肪 酸 は メチ ル エ ステ ル,ス
テ ロー ル は ト リメ チ ル シ リル 誘 導 体 と し,ガ ス ク ロ マ トグ ラ フ/マ ス スペ ク トロメ ー タ　(JEOL　 JMS
Automass　 150　Gas　Chromatograph/Mass　 Spectrometer)　 で 同定定 量 した.
大 池 の堆積 物 コ アは主 と してシ アノバ クテ リアルマ ヅ トか ら構成 され て いた.堆 積物 コア お よび湖 底
の コケ類 か らは飽和 お よび不飽 和 の炭 化水 素 や脂 肪酸 が検 出 され た.一 部 の試料 には長 鎖 成 分が 存在 す
る こ とが 示 された.ス テ ロール は コ レステ ロー ル,24一 メチ ル コ レス テ ロール24一 エ チル コ レステ ロー ル
が 検 出 された.あ けび池 では24-一 エチ ル コ レス テ ロー ル が最 も卓 越 す るス テ ロール で あ った.現 在試 料
の 分析 中で,こ れ らの成 果 を基 に完新 世 にお ける環境 変動 につ いて検 討 をす る.
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南 極 細 菌Pseudomonasfl〃orescensによ る 氷 結 晶 制 御 タ ンパ ク 質 の 生 産
Production　 of　ice　crystal-controlling　 proteins　 Antarctic　 bacterium,Psθudomonasfiuorθscens
中 野 陽 子1、 無 量 井 尚 美1、 河 原 秀 久1、 西 川 二 郎2、 小 幡 斉1
(1関 西 大 ・生 物 工 、2東 京 理 科 大 ・応 用 生 物)
Yoko　 Nakanoi,　 Naomi　 Muryoi1,　 Hidehisa　 Kawahara1,　 Jiro　Nishikawa2,　 HitOsi　 Obata1
(iDepartment　 of　Biotechnology,　 University　 of　Kansai,　 2Department　 of　Applied　 Biology,　 University
of　Tokyo　 science)
IAbstract】 　Some　 organisms　 have　 evolved　 a　variety　 of　 freeze　 tolerant　 mechanism.　 They　 have　 high
level　 of　freeze　 tolerance　 by　 producing　 various　 substances　 were　 some　 ice　crystal-controlling　 protein,
i.e.　ice-nucleating　 protein　 and　 antifreeze　 protein.　 We　 have　 been　 screen　 both　 proteins　 producing
bacteria　 from　 Antarctic　 bacteria　 and　 find　 a　bacterium　 separately　 producing　 both　 proteins,　 which
have　 opposite　 functions　 from　 each　 other,　 So,　 we　 examined　 the　 production　 condition　 for　both　 proteins
£rom　 Pseudomonas　fluorescenslN　 ALF'68.
IResults　 and　 Discussion]　 Strain　 INAF-68　 could　 produce　 both　 ice　 crystal℃ontrolling　 proteins　 under
low　 temperature　 condition　 (less　 than　 10℃).　 Both　 proteins　 from　 this　 strain　 separately　 produced　 from
each　 other　 based　 on　 the　 results　 of　some　 chromatographies.　So　 we　 examined　 the　 effects　 of　various
amino　 acids　 on　 the　 productions　 of　 both　 proteins,　 While　 the　 activity　 of　 antifreeze　 protein　 was
stimulated　 by　 the　 addition　 ofL-Asparagine,　ice-nucleating　 activity　 was　 by　 the　 addition　 of　Glycine.
From,　 these　 results,　 we　 could　 predict　 that　 both　 proteins　 was　 secreted　 into　 the　 medium　 by　 the
secreting　 system　 different　 from　 each　 other.　 We　 report　 here　 fbr　 the　 first　 time　 the　 isolation　 of
bacterium　 separately　 producing　 both　 proteins.
【緒言】生物は種 々の耐氷戦略 を有 してお り、様々な物質を生産 し、高い凍結耐性 を発揮 している。そ
れ ら物質には、氷結晶 を制御 するタ ンパ ク質(氷 核 タンパク質 ・不凍タンパ ク質)が 含 まれる。 これま
でに、南極大陸由来の微生物か ら、これ らタンパク質生産菌をスク リーニング し、機能的に相反する氷
核 タンパ ク質 と不凍タンパ ク質を生産す る菌株の存在 が明 らかとなった。そこで本研究では、南極細菌
PseudomonasfluorθscensXNAF-68に よる両タンパ ク質の生産条件 を検討 した。
【結果お よび考察 】本菌株 による氷結晶制御 タンパク質は、10℃ 以下の低温下で生産 されることが明 ら
かとなった。各種 クロマ トグラフィーによる部分精製 を試み たところ、本菌株は氷核 タンパ ク質 と不凍
タンパク質を個々に生産することが示唆 され た。そこで、両タ ンパク質の生産性 を高めるため、培地中
にア ミノ酸を添加 した ところ、不凍タンパク質はL-Asparagine、 　氷核 タンパク質はGlycineに よって
各 々の活性 の増大が確認 された。 この結果な どか ら、両タンパ ク質は別個 の生産系によって分泌されて
いるのではないか と考えられる。不凍タ ンパク質 と氷核 タンパク質を個々に分泌する菌株の報告は、本
菌株が初めてであ り、非常 に興味深い。
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南 極 地 衣 類 由 来 の 氷 結 晶 制 御 物 質
　 　 　 　 　 　 　 The　 ice　 crystal　 growth　 control　 substance　 f")m　 Antarctica　 Richen
志 賀 紀 人1、 河 原 秀 久1、 伊 村 智2、 神 田 啓 史2、 中 島 裕 之3、 山 本 好 和4、 小 幡 斉1
1関 西 大 学 生 物 工 学 科
、2国 立 極 地 研 究 所 、3久 留 米 高 専 生 物 応 化 、4秋 田 県 立 大 学 生 物 資 源 科 学 部
N・ ・it・　Shig・',　 Md・hi・a　 K・w・h・ ・a1,　S・t・・hi　lmura2,　 m… 　 hi　K・nda2,　 Hi・・y・ki　N・k・ ・hima3,　 Y・ ・hikazu　 Y、m、m。t。4,
Mtoshi　 Obatai
lD・p…m・n・ ・fbi・・ech・n・1・gyK・n・aiuniversi・y
,2N・ ・i・na11…i・・…fP・1・ ・R・・ea・ch3,K・ ・um・N・ ・i・n・1・11・ge・ft・ch・・1、)gy
Department　 of　Bi㏄hemistry　 and　Applied　 chemistr)㌧4　 Akita　 Prefectural　 university　 factory　of　Bioresour㏄scien㏄
Abstract
　 Lichens　 are　symbiotic　 association　 between　 mycobionts　 such　 as　fungi,　 mushrooms　 and　 photobi()nts　 such
as　 cyanobacteria　 and　 green　 algae.　 By　 this　 symbiotic　 association,　 they　 can　 produce　 a　 variety　 of
components　 that　 wcre　 not　 produced　 on　 independent　 of　 mycobionts　 and　 photobi()nts.　Therefore,　 1ichens
are　 capable　 of　adapting　 to　extreme　 environments　 such　 as　desert,　seashore,　 volcano　 gas　 emission　 zone　 and
polarsite.
　 Particularly,　 we　 focus　 on　 the　 cold　 tolerance　 of　 lichens　 from　 Antarctic　 and　 then　 investigated　 the
comparisons　 of　lichens　 from　 Antarctic　 and　 Japan.　 So,　 we　 tested　 four　 activities　 related　 with　 the　 control　 of
ice　 crystal　 growth;　 ice-nucleating　 activity,　 anti　 ice-nucleating　 activity,　 antifreeze　 activity　 and
cryoprot㏄tlve　 actlvlty・
　 The　 extracts　 of　some　 lichens　 from　 Antarctic　 had　 antifreeze　 activities　 and　 the　 low　 level　 of　ice-nucleating
activities　 (Tso=-8.6・ 一一10.7).　 While　 various　 lichens　 from　 the　 temperate　 zone　 of　Japan　 had　 ice-　 nucleating
activities　 (T50=-6.3～-12.0)　 and　 two　 lichens　 from　 the　cold　 latitudes　 of　Japan　 also　 had　 antifreeze　 activities.
　 Next,　 crude　 extracts　 from　 cells　 of　various　 lichens　 were　 prqpared,　 and　 these　 antifreeze　 activities　 were
characterized　 by　 physical,　 chemical　 and　 enzymatic　 treatments.　 These　 results　 suggested　 that　 antifreeze
substances　 from　 some　 lichens　 might　 be　proteinious　 substance.
地衣類はカビやきのこの様な菌類とシアノバクテリアや緑藻類などの藻類による共生体であ
る・そのため共生体の其々が単独で生存するときには分泌 しない様々な化学物質を生産する。こ
の結果、地衣類は砂漠、海岸、火山噴気地帯或いは極地の様な極限環境に適応 している。
そこで、本研究では南極の地衣類の耐寒性に着目し、日本に生息する地衣類との比較を行なっ
た。氷結晶制御に関する、氷核活性、抗氷核活性、不凍活性及び凍結保護活性について検討を行
った。
幾つかの南極地衣類の抽出液が不凍活性を示し、若干の氷核活性を示した。一方、日本の温帯
の地衣類は標準的な氷核活性を示し、寒冷地の2種 の地衣類が不凍活性を示した。
本研究では、まず南極地衣類由来の不凍活性物質についての化学的性質の決定を試みた。採取
した地衣類の粗不凍活性抽出液を調製し、物理的、化学的そして酵素的な処理を施 した。その結
果、本研究における不凍物質はタンパク性のものであることが示唆された。
一63一
PT7
南極テラノバベイ基地周辺におけるコケ植生の脂肪酸組成
Fatty　 acid　 compositions　 of　 the　 moss　 vegetation　 in　 the　 Terra　 Nova　 Bay　 area,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Northern　 Victo「ia　 Land,　 Antarctica.
小川麻里(現 ・広 島県産業科学技術研究所),渡 辺史子(広 島大),
増沢武弘(静 岡大),伊 村 智 ・神田啓史(極 地研),長 沼 毅(広 島大)
Ogawa　 M　 (Hiroshima　 Prefectura1　 工nstitute　 of　 Science　 and　 Technology,　 Hiroshima
工ndustrial　 Promotion　 Organization),　 Watanabe　 F　 (Hiroshima　 Univ.),　 Masuzawa　 T
(Shizuoka　 Univ,),　 工mura　 S　(N工PR),　 Kanda　 H　 (N工PR)　 &　Naganuma　 T　 (Hiroshima　 Univ.)
　　　　　　Fatty　 acid　 compositions　 of　the　 moss　 vegetation,　 the　 cyanobacterial　 epiphyte
and　 the　 associated　 soil　 collected　 in　the　 Terra　 Nova　 Bay　 (TNB)　 area　 during　 the　 XV
工talian　 Antarctic　 Expedition　 1999-2000　 were　 analyzed,　 The　 ratio　 of　the　 biomarker
fatty　 acids　 and　 the　 fatty　 acid　 compositions　 of　 the　 moss　 vegetation　 were　 found　 to
be　 correlated　 to　 environmental　 parameters　 such　 as　 moisture　 rather　 than　 the
association　 with　 cyanobacteria
2000年1月 の南極テラノバベイ基地周辺(74°N,164°E)調 査により採集された
蘇苔類 ・藍藻類、及びそれ らの植生土壌の脂肪酸解析を行 い、低温 ・乾燥 ・低栄養環境
下における蘇苔類の生存戦略に関す る研究を行った。
7ノ 藍藻との共生
リン脂質脂肪酸解析の結果から、蘇苔類の脂肪酸 マーカー20;4、 藍藻類脂肪酸
マーカー16;1ω7を 求めた。蘇苔類マッ トに含まれる藍藻 ・蘇苔類特異的な脂肪酸 マー
カーの含有率の比較を した結果、藍藻類が共存する蘇苔類 マッ トでは蘇苔類特異的な脂
肪酸マーカーの減少が確認 された。つまり、藍藻類は蘇苔類と共生するのではな く、蘇
苔類が形成するマッ ト状の構造物に寄生することが示唆される。
2)水 分量 との相関
蘇苔類マッ トが発達する沢沿 いにおいて、蘇苔類植生土壌に含 まれ る脂肪酸の
種類 を沢からの距離ごとに比較 した。その結果、脂肪酸の多様性は沢からの距離に比例
して減少することが明 らかとな り、蘇苔類マッ トの発達には融雪水の直接供給が重要で
あることが示唆 された。例外と して、沢からの距離が近 くても脂肪酸の多様性が低 い地
点があったが、その場合植生土壌の含水率が極端に低 いことが確認された。
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南極におけるオオハ リガネゴケ群落およびヤノウエノアカゴケ群落の遺伝的構造
Genetic　 structures　 of　Brγumρseudotriquetrum　and　 Ceratodon　 purpureus　 in　Antarctica
鮎 川 恵 理,伊 村 智,神 田 啓 史(国 立 極 地 研 究 所)
Eri　Ayukawa,　 Satoshi　 lmura,　 Hiroshi　 Kanda　 (National　 lnstitute　 of　Polar　 Research)
　 Genetic　 structures　 within　 and　 among　 populations　 were　 estimated　 using　 amplified　 fragment
length　 polymorphism　 (AFLP)　 markers　 on　Bryum　 pseudotriquefrt/m　 and　 Ceratodon　 purpureus,
two　 dominant　 mosses　 in　Antarctica　 that　 reproduce　 only　 by　vegetative　 modes.　 Twenty-two　 and
thirty　samples　 of　B.　pseudotriquetrum　 and　 C　 purl)ureus,　 respectively,　 were　 sampled　 from　 four
ice-free　 areas　 near　 Syowa　 Station　 and　 one　 ice-free　 area　 in　Amundsen　 Bay.　 From　 the　 results
of　the　 AFLP,　 no　 significant　 genetic　 differentiation　 was　 found　 among　 the　 samples　 from　 each
ice-free　 area　 and　 for　both　 species.　 These　 results　 suggest　 that　 considerable　 diaspores　 of　these
two　 species　 were　 dispersed　 beyond　 ice-free　 areas　 h　Antarctica.
南極 で優 占 し南極内では栄養繁殖のみ を行 ってい る二種 オ オハ リガネ ゴケおよびヤ ノウエ ノア カ
ゴケの集 団の遺伝 的構造について 明 らかに した.昭 和基地周辺 の4つ の露岩域 とそ こか ら約300km
離れ たアム ンゼ ン湾にあ る1つ の露岩域か ら採集 された ものの うち,オ オハ リガネ ゴケでは22点,
ヤ ノウエノァカゴケでは30点 を解析 に使用 した.遺 伝的構造の解 析には,ク ロー ン推定 まで可能 な
高 い分解能 をもち,再 現性も高いAFLP法(増 幅断片長 多型)を 使用 し,遺 伝 的分 化の程度 を知 るた
めにAMOVA解 析 を行な った.解 析の結果,露 岩域 間の集団(20kmか ら300km程 度のスケール)の
固定指数FstはB.　 pseudotriquetrumで は0.079,　 C.purpureusで は一〇.06で あ り,0か らの有意 なず
れは認め られ なか った(B　 pseudotriquetrumで はp=0.11,　 C.　purpureusで はp=0.86).こ の値は両種
とも,そ れ ぞれの露岩域 間での集 団の遺伝的分化がない ことを示 して いた.ま た,ど ち らの種 にお い
て も約300km離 れ た所か ら採取 された2サ ンプル間で も,遺 伝 的類似度が非常 に高 い場合が見 られ
た ことか ら,調 査地の散布体 の遠距離散布の可能性 も示唆 され た.一 方,両 種 において群 落内の数
cmや10m程 度 しか離れ ていない2サ ンプル間でも遺伝 的類似度が低 い場 合もみ られ,そ れ らは遺伝
的に同一の個体 には由来 しない ことが示唆された.こ れ らことよ り両種は,群 落内スケー ル(数cm
か ら10m程 度)で の散布 に加 え,露 岩域間スケール での散布 も行な っている可能性が考 え られ た.
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OCCURRENCE OF CYCLITOLS, GALACTOSYL CYCLITOLS AND SOLUBLE 
 SUGARS IN  DESCHAMPSIA ANTARCTICA AND COLOBANTHUS QUITENSIS 
 A.I.  Piotrowicz-Cie§lak*, I.  Gawanowska*B, P.  LoroAB, A. Bochenek*, and R.J.  Gorecki* 
 *Department of Plant Physiology and Biotechnology, ADepartment of Botany and Nature 
 Conservation, University of Warmia and Masuria, Olsztyn, Poland BDepartment of Polar 
                  Biology, Ustrzycka 10, Warszawa, Poland
The major stress factors in the Antarctic are temperature and hydration. The acquisition of biotic stress 
resistance by plants and seeds depends on chemical compounds preventing adverse changes during stress 
occurrence. These are fructans, mannitol,  polyols (linear and cyclic) proline, sucrose, raffinose family 
oligosaccharides and galactosyl cyclitols. The aim of this paper was to determine the qualitative and 
quantitative soluble sugars composition in the tissues of Antarctic plants. The material for the experiment 
was plants of Deschampsia Antarctica and Colobanthus quitensis. The experimental material was 
collected during the 29th Antarctic expedition organised by the Polish Academy of Science. In plants were 
analyzed cyclitols, galactosyl cyclitols and soluble sugars content according to the  Gorecki at el. method 
(1997) in addition to dry and fresh tissue mass. Sixteen known carbohydrates component were identified 
in the analysed tissues and they included: in monosaccharides, disaccharides, cyclitols, galactosyl 
cyclitols, raffinose family oligosaccharides and lychnose series of oligosaccharides. More number of 
chemical compounds was in Colobanthus quitensis. The tissues of Antarctic plants contain from 18 to 
25 % d.m. of soluble sugars. Stachyose was found to be the major carbohydrate in Colobanthus quitensis. 
Raffinose was found to be the major carbohydrate compounds in Deschampsia Antarctica. Colobanthus 
quitensis contain oligosaccharides of the raffinose family series (raffinose, stachyose, verbascose) 
together with lychnose and isolychnose in the vegetative parts of plant tissues. Soluble carbohydrates of 
Colobanthus quitensis tissues were composed of glucose, fructose, D-pinitol, myo-inositol sucrose, 
raffinose, stachyose, verbascose, galactinol, lichnose, izolichnose, galactopinitol A, galactopinitol B, 
ciceritol, digalacto-myo-inositol, trigalactopinitol A. 
Soluble sugars of Deschampsia Antarctica tissues were composed of glucose, fructose, D-pinitol, myo-
inositol, sugar — acids, sucrose, raffinose and glucosyl maltotriose.
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昭 和 基 地 周 辺 に お け る 土 壌 藻 類Chlorellavulgarisの 分 布 に つ い て
Distribution　 of　soil　alga,　 ChloreZla四 なa.㎡sin　 the　 vicinity　 of　Syowa　 Station
大 谷 修 司,巣 山 弘 介,石 塚 健 博,小 島 亜 矢 子(島 根 大 学)
Ohtani,　 S.,　Suyama,　 K.,　Ishizuka　 T.,　Kojima,　 A..　 (Shimane　 University)
　 　 In　order　 to　assess　 human　 impact　 on　 soil　environment　 in　the　 vicinity　 of　Syowa
station,　 communities　of　 soil　 algae　 and　 microorganisms　were　 studied　 with　 reference　 to
soil　 properties　 in　 the　 austral　 summer　 of　 1999・2000.　 In　 the　 present　 study,　we　 report
distribution　 of　a　soil　 alga　 Ch}oreノ ねvuigaris.
　 　 Forty-five　 species　 of　soil　 algae　 were　 identified　 from　 eight　 monitoring　 sites　 (S1・S8)　 in
the　 vicinity　 of　Syowa　 Station.:　 ejght　 of　Cyanophyceae,　three　 f　Bacillariophyceae,　eleven
of　Xanthophyceae　and　 23　 0f　Chlorophytes.　 Chノ ∂アθZ1∂　vulgaris　 ocgurrQ,d　 only　 in　 living　 area
of　Syowa　 Station　 (Sl　 and　 S3).　 Although　 46　 species　 of　 soil　 algae　 were　 identified　 from　 ll
soil　 samples　 collected　 from　 the　 Langhovde　 ice　 free　 area　 about　 20　 km　 south　 of　 Syowa
Station,　 O　 vuigaris　 was　 not　 found　 in　these　 samples.　 C/N　 ratio　 of　soils,　 ratio　 of　culturable
aerobic　 bacterial　 number　 to　total　 bacteria　 number　 (CB/TB)　 and　 occurrence　 of　 O　 vulgaris
are　 considered　 to　be　 indicators　 of　 human　 impact　 on　 soil　 environment　in　 the　 vici ity　 of
Syowa　 station.
土壌藻類の種組成及び土壌微生物相と土壌環境要因との関連 を調査 し,特 定の土
壌藻類を土壌栄養環境の生物指標 として利用する手法 を確立することを目的 とし
て,第41次 南極地域観測隊(1999年11～2000年3月)に 参加 し,昭 和基地周辺の
様 々な栄養 環境 か ら採 取 した±壌 をも とに研 究 を実施 した。 こ こでは,緑 藻
Ohlorella　　vulgarisの 分布について特に焦点をあて報告する。
昭和基地周辺のモニタ リング8定 点からは2000年2月 に,ラ ングホブデ雪鳥沢の
11定 点か らは2000年1月 にそれぞれ,表 層土壌を無菌的に採取 した。採集後数 日以
内に冷蔵標本を用いて しらせ船内で土壌藻類の培養を開始 した。培養は,BBMI,5%寒
天培地を用いて,15°C,500-15001ux,12時 間 一12時 間の明暗周期で行なった。
南極昭和基地周辺の8定 点(Sl-S8)か らは,土 壌藻類45種 類が出現 した。藍藻8
種類,珪 藻3種 類,黄 緑藻11種 類,緑 藻23種 であ り,緑 藻が半数以一ヒをしめた。
緑藻Chlorell∂ 　vulg∂risの 栄養細胞は球形,亜 球形または楕円体であ り,葉 緑体
はカップ状,側 壁性で通常明瞭なピレノイ ドを1～2個 有 し,細 胞の径は3-7岬 で
あった。本種は昭和基地内の排水口付近(Sl),小 便所付近(S3)か らのみ出現 した。
人為影響の少ないラングホブデ雪鳥沢の11定 点か らは,土 壌藻類45種 類が出現 し
た。そのうち緑藻が32種 類であったが,　Chloreii∂　vulg∂risは 出現 しなかった。
このように今回の調査ではChlorel!∂ 　vulg∂risの 分布は昭和基地の生活圏内に集
中していた。昭和基地内3定 点(S1-S3)の 土壌は他の定点に くらべC/N比 が高 く,
培養可能な細菌数を総細菌数で割った値(CB/TB%)が 高い結果が得 られてお り,こ れ
らの結果 とともにChlorellaγ α18∂risは 土壌の人為的影響の指標種 とな り得ると
考えられた。
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キングジョージ島の汚水で汚染された砂浜の間隙動物について
Interstitial　 fauna　 of　a　sandy　 beach　 polluted　 by　sewage　 in　King　 George　 Island,
　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　Antarctica.
鬼頭 研二(札 幌医大),大 山 佳邦,神 田 啓史(極 地研)
Kito,　 K.　 (Sapporo　 Medical　 Univ.),　 Ohyama,　 Y　 alld　 Kanda,　 H.　 (NIPR)
　 　 　 　 Interstitial　 animals　 were　 studied　 taxonomically　 and　 ecologically　 on　 a　sandy　 beach　 near　 the
Eduardo　 Frei　 Base　 (Chile)　 in　King　 George　 Island,　 the　 South　 Shetland　 Islands.　 The　 aim　 of　the　 study
is　to　 get　 a　base・line　 of　biodiversity　 of　the　 interstitial　 animals　 and　 to　 detect　 any　 influence　 of　the
sewage　 discharged　 from　 the　 base　 on　 their　 faunal　 composition　 and　 distribution・ 　 Quantitative
sediment　 samples　 were　 taken　 at　an　 interval　 of　5　cm　 depth　 using　 a　core　 (100　 ml)　 at　 12　 stations　 on　 4
transects　 extending　 toward　 tidal　 line.　 The　 animals　 excluding　 protozoans　 were　 extracted　 and
counted;　 nematodes,　 harpacticoid　 copepods,　 tardigrades,　 oligochaetes,　 mites,　 and　 collembolans　 were
found.　 Among　 them,　 nematodes　 are　 the　 most　 rich　 in　species　 (10　 spp.)　 and　 dominant　 in　abundance
(more　 than　 99%　 of　the　 total　 individuals).　 All　 of　the　 nematode　 species　 are　 of　the　 common　 families　 in
Iand　 water　 or　 soil　habitats　 and　 8　0f　them　 occurred　 in　the　 station　 near　 the　 opening　 of　the　 drain　 pipe
though　 there　 were　 a　few　 species　 in　the　 other　 sites.　 The　 present　 study　 suggested　 that　 the　 sewage
discharged　 from　 the　 base　 influenced　 the　 faunal　 composition　 and　 distribution　 of　the　 interstitial
animals　 on　 the　 present　 beach.
日本 一チ リ南極共 同観測で2000年12月 か ら2001年1月 にかけてサ ウス シェ トラン ド諸島
キ ングジ ョージ島に滞在 した際に、チ リ ・フレイ基地の前浜で間隙動物の分布調査 をおこなった。以前
ケーシー基地(豪)の 排水管口直下の汚染土壌に生息する線虫について報告 したが、本調査でも基地排
水 が線虫を含む間隙動物に及 ぼす影響 を調べ ることも目的 とした。なお、間隙動物群集に関する生態学
的研究は これまで南極ではお こなわれてお らず、本報告が初 めてのものであ る。
調査 した砂浜には基地か ら排水管 が延び、管口か ら排 出された汚水は直接砂浜に浸透 していた。この
砂浜に生息する間隙動物の分布 と汚染の関連 をみ るため、配水管 と汀線 とを結ぶ直線 を基準にして4本
の トランセク トをもうけ、 トランセク トごとに3箇 所、合計12箇 所で砂 を採取 した。直径5cm、 長
さ5cmの コア(約100ml)を用い、砂浜表面か ら5cmご とに、地下水に達するまで砂を層別 に
採取 して間隙動物の垂直分布 も調べた。砂浜か らは線虫、 クマムシ、貧毛類、ハルパクテクス、ダニ、
トビムシが得 られたが、総個体数の99%以 上 と、線 虫が圧倒的に優 占 していた。線虫は これまでに次
の6科10種 が確 認 され た が、 い ず れ も 陸水 あ るい は 土壌 中 に普 通 の科 に属 す線 虫 だ っ た;
Cyatholaimidae　 (1　sp.)、　Mohnhysteridae　 (1　sp.)、　Rhabditidae　 (5　spp.)、　Plectidae　(1　sp.)、
Diplogasteridae　 (1　sp.)、　Aphelenchoididae　 (1　sp.)。　また、採集箇所での線虫群集の種構成 と個体
数頻度は配水管 口に近い場所 と他では顕著 な違いがみ られた。これ らの結果から、基地か ら排 出され る
汚水 がこの砂浜に生息する間隙動物の種相お よび分布 に影響を及ぼ していることが示唆された。
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紫外線防御剤を添加 した合成高分子の紫外線遮蔽効果と力学物性
UV-Protection　 effect　 and　 Mechanical　 Properties　 of　Synthetic　 polymers　 containing
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 UV　 Protector
高橋哲也、岡村佳織、西山美幸、大谷修司
(島根大学教育学部)
Tetsuya　 Takahashi,　 Kaori　 Okamura,　 Miyuki　 Nishiyama,　 Shuji　 Ohtani,
　 　 　 　 　 　 Facult　 ofEducation,ShimaneUniversit
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Abstract
　 The　 UV-protection　effccts　 and　 mechanical　 properties　 were　 investigated　 fior　 the　 films　 containing
ultraviolet　 ray　 protector.　 As　 a　result,　 the　 transmittance　 of　 the　 polypropyrene　 films　 containing　 O.12v%
of　 Zinc　 oxide　 (ZnO)　 powdcr　 was　 36.0%　 in　360nm　 (UV-A),　 33.7%　 in　 300nm　 (UV-B),　 28.0%　 in
250nm　 (UV-C),　 respectively.　 The　 transmittance　 of　 the　 films　 containing　 O.40v%　 and　 highcr　 of　 ZnO
powder　 werc　 lower　 than　 10%　 in　 300nm　 (UV-B).　 On　 the　 other　 hand,　 the　 films　 containing　 organic
ultraviolet　 ray　 absorbcnt　 did　 not　 protect　 skin　 against　 UV-B　 (about　 250　 nm).　 Thc　 UV-protection　 effect
of　 polyamide　 6　films　 was　 very　 high　 against　 UV-C　 ray　 (lower　 than　 240nm).
要 旨
太 陽光 線 の お お よそ5～6%は 、 紫 外 線 エ ネ ル ギー と考 え られ て い る。 波 長 の 短 い 紫 外線
ほ ど、エ ネル ギ ー が 大 きい た め に危 険 とな る。 幸 い な こ とにUV-CとUV-Bの 一 部 は、 オ ゾ
ン層 に吸収 され るた め 、地 表 には 届 き に くい と され て い る。 しか し、 最近 の 環 境 悪 化 で 南極
上 空 に は オ ゾ ンホ ー ル が 出現 した。 この こ と は、 地 球 全 体 と して も非 常 に 重 要 な 問 題 で あ
る。その た め、有 害 な 紫 外線 よ り人体 を防御 す る紫 外 線 遮 蔽 素 材 の役 目 に非 常 に期 待 が集 ま
って い る。
本研 究 で は、紫外 線 遮 蔽素 材 の効 果 を調 べ るべ く、 紫 外 線 防御 剤 を添 加 した種 々の フ ィル
ム を 作 製 した 。 ま ず、 ポ リ プ ロ ピ レ ン(PP)に30nmの 酸 化 亜 鉛(ZnO)粉 末 を各 々0、0.04、
0.12、0.40v%添 加 した50μmの フ ィル ム を作 製 し、 分 光 光 度 計 を用 い て そ の透 過 率 を測 定
した 。 その 結 果 、　ZnO添 加 量0.12v%の フ ィル ム で の透 過 率 は 、 各 々、UV-A領 域(360nm)で
は36.0%、UV-B領 域(300nm)で は33.7%、UV-C領 域(250nm)で は28.0%で あ っ た 。　ZnO添 加
量 が0.40v%を 超 え る と、 透 過 率 が10%以 下 まで 遮 蔽 され た(300nm)。 一 方 、有 機 系 紫 外 線 吸
収 剤2-(2'-hydroxy-3'-tert-butyl-5'-methylphenol)-5-chlorobenzotriazoleで は、270nm程 度 のUV-B
は あ ま り遮 蔽 しな い こ と も わ か った 。 ま た、 異 な る素 材 の フ ィル ム を用 い て 比 較 検 討 した
とこ ろ、 ポ リア ミ ド6で は紫 外 線 防御 剤 を添加 しな くて も240nm未 満 の 紫 外 線 を完 全 に遮 蔽
した 。現 在 、 紫 外 線 照 射 後 の フ ィル ムの 力 学 物 性 の 変化 や 、 コ ラー ゲ ン製 人 工 皮 膚 に貼 り合
わ せ て 紫 外 線 暴 露 し、皮 膚 へ の 影 響 につ い て検 討 して い る。 当 日、 その 一 部 を発 表 す る 予定
で あ る。
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モ ンゴ ル ・フ ブ ス グ ル 湖 湖 底 堆 積 物 コ アX106の 無機 成 分
Inorganic　 elements　 in　surface　 sediment　 core(X106)　 of　Lake　 Hovsgol　 in　Mongolia
村 上 拓 馬 ・名 古 屋 大 学 大 学 院 環 境 学 高松 信 樹 ・東 邦 大 理 学 加 納 涼子 、佐 藤 知 香 、 井 上源 喜 ・大 要 女 子
大 社 会 情 報 堀 内 一穂 ・弘 前 大 理 工 河 合 崇 欣 ・名 古 屋 大 学 大 学 院環 境 学
Takuma　 Murakami　 ・　Graduate　 School　 of　Environmental　 Studies,　 Nagoya　 University.　 Nobuki
Takamatsu　 ・　Faculty　 of　Science,　 Toho　 University.　 Ryouko　 Kanou,　 Chika　 Satou,　 Genki　 I.　Matsumoto　 ・
School　 of　Social　 Information　 Studies,　 Otsuma　 Women's　 University　 Kazuho　 Horiuchi　 ・　Faculty　 of
Science　 and　 Technology,　 Hirosaki　 University　 Takayoshi　 Kawai　 ・　Graduate　 School　 of　Environmental
Studies,　 Nagoya　 University
Abstract
　 Twenty　 inorganic　 elements　 were　 determined　 fbr　X106　 sediment　 core　 from　 Lake　 Hovsgol,　 in　order　 to　discuss
about　 paleoenvironmental　changes　 in　the　 Central　 Asia　 after　 the　 last　glacial　 maximum.
　 Vertical　 distribution　 of　Na,　 Mg　 and　 Ca　 changed　 below　 the　 border　 at　the　 depth　 of　about　 45cm　 and　 showed
higher　 content　 toward　 the　bottom.　 EspeciaUy　 high　 Ca　 content　 is　due　 to　coHapse　 from　 the　 hmestone　 zone　 of　the
west　 side　 of　the　 lake.　 The　 distribution　 of　Ni,　 Cu　 and　 Zn　 was　 similar　 tO　that　 of　TOC,　 which　 suggests　 that　 these
elements　 are　 good　 indices　 of　environmental　 change　 in　Central　 Asia.　 It　was　 also　 con丘rmed　 that　 X106　 core　 has
the　 detailed　 information　 on　paleoenvironmental　changes　 af er the　 last　glacial　 max血
要 旨
本研究では、2001年8月 にモンゴル ・フブスグル湖で採取 された堆積物コア(X101～X108)の うちの1本 であ
るXlO6(長 さ130.3cm)中 の無機成分20元 素の測定 を行った。
フブスグル湖はバイカル湖にそそ ぐ最大の流入河川であるセ レンが川の源流部 に位置す るモ ンゴル最大の淡水
湖である。フブスグル湖はバイカル湖よ り1,200m近 く高 く、その容積は60分 の1程 度である。また、大 きな流
入河川 も存在 しない。バイカル湖 と比べて高い標高、小さい容積および乏 しい流入河川などの地理的条件 を持つフ
ブスグル湖は気温変動の影響を受けやすいため、中央アジアの古気候変動 に対 してよ り鋭敏な応答性が期待される。
主な結果を以下 に示す。測定 した20元 素のうちNa,Ca,Mgお よびSrの 含有量が深度約45cm付 近から深部に
向か って増加 し、相対的に深部で高い含有量を示 した(Fig.1.)。特 に、　Ca含 有量が高 く、45cm以 深の無機炭素量
とCaの モル比がおおよそ1で あることか ら方解石 によって供給 され たことを示 している。45cm以 深でCaが 高
くなるのはフブスグル湖西岸にある石灰岩地帯が氷期に崩落 した結果、石灰岩 の砕屑が供給されたためと考え られ
た。 また、　Ni,　Cuお よびZnは 深度 約20cmで 最大 とな り、約40cm以 深か ら減少 している(Fig.2.)。これ らの元
素の鉛直分布 は湖内の生物生産量を反映 してい るTOCの 鉛直分布 と似た挙動を示 した。
以上 のことか ら、フブスグル湖湖底堆積物は最終氷期以降のユーラシア大陸内部での環境変動の詳細な情報 をも
っていることがわかった。
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Fig.　1.　Vertical　 distributions　 of　Na,　Mg　 and　 Ca
in　X106　 sediment　 core　from　 Lake　 Hovsgo1.
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カナダ、 ローガ ン山にお ける生物起原物 質 を指標 と した ピヅ ト解析
Snow　 algae,　 pollens　 and　 MSA　 in　 the　 pit　 samples　 from　 King　 col　 of　 Mt.　 Logan
瀬 川 高 弘 ・幸 島 司 郎(東 工 大),的 場 澄 人(環 境 研),東 久 美 子(極 地 研),
白 岩 孝 行 ・金 森 昌 作(低 温 研)
Segawa,T,　 Kohshima,S.(Tokyo　Institute　 of　Technology),　 Matoba,S.(National　 Institute　 for
Environmental　 Studies),　 Goto-Azuma,K.(NIPR),　Shiraiwa.T.,　 Kanamori,S.(lnstitute　of　Low
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Temperature　 Science)
　 Glacier　 microbes　 in　 1.5m　 pit　 from　 King　 Col　 of　 Mt.Logan,　 Canada,　 were　 analyzed.　 Snow
algae　 and　 cyanobacteria　were observed　 by　 fluorescence　 microscopy.　 In　 the　 profile　 of　 algal
biomass,　 the　 layers　 with　 algal　 peaks　 are　 thought　 to　be　 formed　 during　 thawing　 period　 and
the　 layer　 without　 such　 peaks　 are　 thought　 to　 be　 formed　 during　 cold　 period　 without
melt-water.　 Many　 algal　 peaks　 indicate　 that　 the　 algal　 growth　 was　 often　 interrupted　 by
much　 snowfall　 during　 the　 growth　 season.　 Therefore,　 the　 algae　 can　 grow　 from　 spring　 to
autumn.　 In　 winter,　 we　 think　 it　is　a　little　 snow　 cover　 on　 King　 Col.　 Alnus　 trees　 are　 common
tree　 species　 in　 this　 region.　 We　 estimated　 that　 these　 layers　 with　 alnus　 pollens　 were
formed　 during　 the　 period　 between　 April　 and　 June.　 MSA　 shows　 very　 clear　 seasonal　 change.
MSA　 is　a　proxy　 of　the　 marine　 algal　 production.　 So,　 it　is　thought　 to　increase　 from　 spring　 to
summer　 and　 decrease　 in　 winter　 in　 this　 area,　 Our　 results　 suggested　 that　 we　 could　 use　 the
snow　 algae,　 Alnus　 pol}en　 and　 MSA　 for　 the　 ice　 core　 dating　 in　 this　 area.
北 太 平 洋 域 に お け る 過 去 の 気 候 ・環 境 変 動 を 解 明 す る た め に 、　ICAPP　 (Ice-Core
Circum-Arctic　 Paleoclimate　 Program)の 一環 と して 、2002年 にカ ナ ダ、 ユ ー コ ン準 州 マ ウ
ン トロー ガ ンにお い て雪 氷 コ ア掘 削 を実施 した 。本 研 究 で は、 雪 氷 微生 物 な ど生 物起 原 物 質
を指標 と した アイ ス コ ア解 析 の 可能性 を検 討 す る ため に、掘 削地 点 近傍 で積 雪 断 面観 測及 び
試料採 取(1.5m)を 行 な った 。本 発 表 で は、 積雪 中 の雪 氷 微 生 物 お よ び花 粉 、MSAプ ロフ ァ
イル につい て報 告 する。
ピ ヅ トサ ンブル か ら、雪 氷 中で増 殖 す る雪 氷 藻 類 だ と考 え られ る数種 の 緑 藻細 胞 とハ ンノ
キ科 の樹木 花粉 が検 出 され た。 酸素 同位体 比 の季 節 変化 は不 明 瞭 だ が、 緑 藻 類バ イ オ マ ス の
プ ロフ ァイル には、 藻 類細 胞 を多 く含 むバ イ オマ ス の ピー クが 多 数観 察 され る層 と藻 類 細 胞
がほ とん ど含 まれ ない 層 がみ られ た。 雪 氷藻 類 の増 殖 に は融 解水 が不 可 欠 な た め、 多数 の ピ
ー クを含 む層 は融 解 期 に形 成 され、 藻 類細 胞 を含 まな い層 は 融解 水 の生 じな い冬 に形 成 され
た と考 え られ る。 融 解期 に多 数 の ピー クが形 成 され るの は、 融解 期 に降 雪 が 多 い た め に、 光
の届 く表面 付近 で 光 合成 して い た雪 氷 藻類 が 降 雪 に埋 め られ て増 殖 を停 止 し、新 た な表 面 付
近で増 殖 が再 開 され る過 程 が繰 り返 されて い るた めだ と考 え られ る。
ピヅ トサ ンプル か ら検 出 され たハ ンノ キ類 の花 粉 は、 この地 域 に多 く見 られ る花 粉 で 、4
月 か ら飛 び 始 めて 大 部分 の 飛 散 は5～6月 で あ る こ とが 知 られて い るた め 、初 夏 を示 す 季 節
マー カー と して 利 用 可能 で あ るこ とが わか った。 ま た、 海 洋 の植 物 プラ ンク トン生 産 の 指標
と考 え られ るメ タ ンス ル フ オ ン酸(MSA)に も明 瞭 な 季節 変 化 が 見 られ た。 雪 氷 藻類 バ イ オ マ
スか ら推 定 され た融 解 期層 と非 融解 期 層 は、 花 粉 やMSAの 季 節 変 化 とよ く一 致 した 。 従 っ
て、この地 域 のア イ ス コ ア解 析 にお いて 、雪氷 藻 類 バ イオ マ スや 花 粉 、MSAな どの生 物 起 源
物 質が季 節 マー カー と して有効 であ る こ とが示 唆 され た。
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エルズミア島北西部,オ ープロイヤー湾地域 における第四紀後期の氷河の消長
Late　 Quaternary　 Glacial　 fluctuations　 in　the　Oobloyar　 Bay　 Area,
　 　 　 　 　 　 NWEIIesmereIsland,Canada
長谷川裕彦(明 治大)・ 澤口晋一一(新潟国際情報大)・
天井澤暁裕(明 治大)・ 神田啓史(極 地研)
Hirohiko　 HASEGAWA　 (Meiji　 Univ.),　 Shin-ichi　 SAWAGUCHI　 (Niigata　 Univ.　 of　International　 and
　 　 Infbrmation　 Studies),　 Akihiro　 AMAIZAWA　 (Meiji　 Univ.),　 and　 Hiroshi　 KANDA　 (NIPR)
Late　 Quaternary　 glacial　 fluctuations　 of　 a　 small　 local　 glacier　 in　 the　 Oobloyar　 Bay　 area,　 NW
EIIesmere　 Island,　 are　 discussed.　 On　 the　 basis　 of　 the　 distribution　 of　 terminal　 and　 lateral　 moraines
recognized　 by　 air-photo　 interpretation,　 fbur　 glacial　 stages,　 oldest,　 older,　 younger　 and　 youngest
stages,　 are　 classified　 in　the　 study　 area.　 The　 older　 and　 younger　 stages　 were　 severally　 divided　 into
two　 substages,　 older-a,　 older-b,　 younger-a　 and　 younger-b　 stages,　 based　 on　 the　 weathering-rind
thickness　 of　 gravel　 on　 the　 moraine　 ridges.　 The　 youngest　 stage　 was　 also　 subdivided　 into
youngest-a　 and　 youngcst-b　 stages　 based　 on　 the　 lichenometrical　 studies.　 The　 results　 of　 l4C　 age
dating　 of　buried　 soil　 materials　 in　the　 outwash　 deposits　 suggests　 that　 the　 oldest　 and　 older　 stages　 are
correlated　 to　the　 Last　 Glacial　 period,　 and　 the　 youngest　 stage　 is　correlated　 to　the　 Little　 Ice　 Age.　 On
the　 basis　 of　the　 correlation　 to　lateral　 moraines　 of　outlet　 glacier,　 It　is　possible　 that　 the　 oldest　 stage　 is
correlated　 to　the　 Last　 Glacial　 Maximum　 (about　 20　 ka).
は じめに エルズ ミア島では,大 規模で複雑な形態を呈する氷帽氷河や溢流氷河で氷河
作用研究が実施 されてきた.そ のため,氷 河拡大時の雪線高度の復元が難 しく,古 気候の
変遷についてはほとんど議論されてこなかった.そ こで,過 去か ら現在にいたる氷河環境
の変遷史を解明するために,単 純な形態を呈する小規模 な山岳氷河の前縁地域で現地調査
を実施 した.こ こでは,調 査地域における最終氷期以降の氷河の消長史について報告する.
調査地域 と研究方法 調査地域は,東 西に伸びる山地(KriegerMts.)の 南面に発達する
山岳氷河(面 積約7km2)の 前縁地域である(北 緯81度,西 経83度 付近).周 辺地域の地
質は主 として中生界堆積岩類か らなる.現 地調査に先立 って,垂 直空中写真を使用 して地
形判読を実施 し地形学図を作成 した.現 地では,地 形 ・堆積物の観察をお こない,堆 積物
中か ら得 られた試料5点 について帰国後14C年 代測定を実施 した.ま た,堆 石の区分 をよ
り明確なもの とするために2種 の相対年代法(ラ イケノメ トリー,風 化被膜法)を 利用 し
た.
結果 と考察1)空 中写真の判読か ら,調 査地域の堆石は最古期 ・当期 ・新期 ・最新期
の4回 の氷河前進を示す堆石群 に区分された.2)氷 河の拡大規模は最古期が最も大 きく
最新期が最も小さい.古 期の氷舌は谷底平野に達 し山麓氷河 となっていた.ま た,最 古期
の氷舌は両隣の氷河の氷舌 と癒着 していた.3)風 化被膜の測定結果から,古 期 ・新期の
堆石は古期a・b,新 期a・bの それぞれ2回 の氷河前進を示す堆石群に細分された.4)チ
ズゴケの直径の測定結果か ら,最 新期の堆石は最新期a・bに 細分された.5)14C年 代測
定の結果か ら,古 期 ・最古期は最終氷期に遡 ることが確実であ り,溢 流氷河の氷河地形 と
の対比か ら,最 古期は2万 年前 ころのLGMに 対比される可能性が高い.地 形の特徴 と14C
年代測定の結果から,最 新期は小氷期 に対比される.
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極 北 エ ル ズ ミ ア 島 に お け る マ ッ ドボ イ ル の 分 布 と 特 徴
Distribution　 and　 feature　 of　mud　 boils　at　Ellesmere　 Island,　 arctic　Canada
天 井 澤 暁 裕(明 治 大)・ 長谷 川 裕 彦(明 治大)・ 神 田 啓 史(国 立 極 地 研 究所)
AMAIZAWA　 Akihiro　 (Meiji　Univ),　 HASEGAWA　 Hirohiko　 (Meiji　Univ),
　　　 　　 　　　 　　　 　 KANDA　 Hiroshi　 (NIPR)
Ellesmere　 Island,　 high　 arctic　 Canada　 is　continuous　 permafrost　 area　 landscape　 of　the　 island
consists　 of　 glaciations　 and　 periglacial　 processes.　 Therefbre,　 many　 and　 various　 patterned
grounds　 are　 often　 observed　 in　 this　 area.　 In　 this　 study,　 we　 examined　 the　 distribution,　 f()rms
and　 soil　 characteristics　 of　mud　 boils　 on　 several　 moraines.　 The　 investigated　 moraines　 which
established　 different　 age　 were　 selected　 at　near　 Oobloyah　 Bay　 Ellesmere　 Island,　 Canada　 (80°
50N,　 82° 　45W).　 The　 mud　 boils　 occur　 on　 the　 moraines　 formed　 at　Late　 Pleistocene,　 although
those　 were　 not　 observed　 on　 the　 moraines　 formed　 at　Holocene.　 The　 sizes　 of　mud　 boils　 depended
on　 the　 soil　 texture　 and　 tended　 to　be　 smaller　 with　 being　 smaller　 the　 size　 of　soil.　The　 mud　 boils
on　 the　 ground　 moraines　 were　 so　active,　 while　 the　 others　 on　 the　 moraines　 were　 inactive.　 It　was
suggested　 that　 the　 difference　 of　the　 permafrost　 table　 b(}tween　 the　 moraines　 in　 summer　 might
effect　 the　 formation　 of　the　 mud　 boils.
連続的永久凍土帯 に位置 する極 北 カナダエル ズ ミア 島は,氷 河 お よび周氷河作用 が卓越 す
る独特の地形景観 を呈 してい る.周 氷 河現 象のひ とつであ るマ ヅ ドボ イル(直 径数 十cm～2
mほ どの植被 円形土)な どの構造土 も数多 くみ られ るが,そ の分 布や形成 要 因について はほ
とんどわか っていな い.本 研究 では,エ ルズ ミア島オー ブロや湾(北 緯80度50分,西 経82
度45分)付 近 の氷河後 退期 に形成 された年代 の異な るモ レー ンにおけ るマ ヅ ドボ イル の分布,
形 態お よび土質 につ いて調査 し,マ ヅ ドボイルの分布 とその形成 要因の解明 を試 みた.
オー ブロや湾北東の ク リーカー 山脈 から南流す る第 二氷河(仮 称)の 前 面 には形成時 期の
異な る複 数のモ レー ン(最 古期,古 期A,古 期B,新 期,最 新期)が 存在 す る.調 査 は マ ッ
ドボイル が分 布 し,そ の形成年代が大 きく異な ると考え られ る最 古期 と古期Bの モ レー ンで
お こな った.さ らに,モ レー ン上 とは土質が異な り,細 粒 な レスが堆積 する最 古期 の グ ラン
ドモ レー ンで も同様 の調査 を実施 した.最 古期 と古期Bの モ レー ンの形成時期 には1万 年程
度 の時 間間隙 が推定 され るが,マ ヅ ドボイル の分 布お よび サイズに顕著な差異 は認め られな
か った.礫 質 なモ レー ン上 ではマ ヅ ドボイル の直径 は約80cm平 均で,1mを 超 え るもの も
み られた.一 方,レ スが堆積 するグラ ン ドモ レー ンでの直径は約50cm平 均 と小 さ くな るこ
とから,マ ヅ ドボ イルの規模 は土質 によって規定 されてい るこ とが示唆 され る.グ ラ ン ドモ
レー ン上のマ ヅ ドボ イルは現在 も活発 に活動 してい るもの と考 え られ,こ の要 因 と して,細
粒 な土質であ るこ と,お よび地表か ら30cm程 の浅い永 久凍土面の影響 が考え られ る.
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lntraspecific　 variation　 in　the　 physiological　 characteristics　 of　a　common
feather　 moss,　 Hy/ocomium　 sρ/endens　 along　 a　hydrologicaI　 gradient
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　in　a　high　 arctic　 tundra
高緯度北極に生育するイワダレゴケの水分環境に応じた生理的特性の変化
Takeshi　 Ueno1,　 Akihiro　 Amaizawa2,　 Hirohiko　 Hasegawa2,　 Masaki　 Uchida1,
　　　　　　　　　　　　Takashi　 Osono3　 and　 Hiroshi　 Kanda1
　　 　　　 　　 　　 　　 (iNIPR,　 2Meiji　 Univ.,　 3Kyoto　 Univ.)
上 野 健1,天 井 澤 暁 裕2,長 谷 川 裕 彦2,内 田 雅 己1,大 園 享 司3,神 田 啓 史1
(1極 地 研,2明 治 大 学,3京 都 大 学)
Hy/ocomiuM　 sp/endens,　 a　widespread　 feather　 moss,　 is　one　 of　the　 major　 plant
species　 found　 in　the　 arctic　 tundra.　 lt　occupies　 various　 habitats　 ranging　 from
exposed　 dry　 grounds　 to　 swampy　 grounds.　 Tb　 reveal　 the　 physiological
characteristics　 of　 H.　 sρ/endens　 growing　 in　 different　 water　 conditions,　 the
relationship　 between　 water　 content　 and　 photosynthetic　 and　 respiratory　 rate　 in
contrasting　 water　 conditions,　 i.e.　 dry　 site　 (moraine),　 mesic　 site　 (outwash
terrace)　 and　 wet　 site　 (stream　 edge),　 was　 investigated.　 Optimum　 water　 content
for　 photosynthesis　was　 different　 among　 sites.　 The　 value　 of　 H.　 sρ/endens
growing　 in　dry　 site,　 mesict　 site　 and　 wet　 site　 was　 ca.350%,　 400%　 and　 440%　 dry
weight,　 respectively.　 The　 respiratory　 rate　 of　H.　 sρ/endens　 growing　 in　dry　 site
declined　 more　 steeply　 in　relation　 to　the　 decreasing　 water　 content　 of　the　 plant
tissue　 than　 that　 of　H.　 sρ/endens　 growing　 in　mesic　 and　 wet　 sites.　 These　 results
and　 their　 ecological　 significance　 are　 discussed.
大型の羽状蘇類であるイワダレゴケは,北 方針葉樹林や亜高山針葉樹林の林床植
生だけでなく,北極のツンドラ植生を構成する主要な植物である.北 極ツンドラにお
けるイワダレゴケの生育地は,湿 地から乾燥したモレーン上まで幅広い水分環境に
及ぶ.本 研究では,北 極ツンドラにおけるイワダレゴケの水分環境の変化に対する
生理的な応答を明らかにするために,高 緯度北極カナダ・エルズミア島において異
なる水分環境(乾 燥地,中 湿地,湿 地)に 生育するイワダレゴケの含水比と光合成
速度および暗呼吸速度の関係を比較,検 討した.そ の結果,イ ワダレゴケは生育地
の水分環境に応じて生理的特性を異ならせることがわかった.つ まり,乾 燥地のイ
ワダレゴケは中湿地,湿 地のものに比べ,光 合成における最適含水比が小さく,代
謝活性が停止する含水比も小さくなっていた.
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スバールバル諸島二一オルス ン ・東ブレッガー氷河後退域
における一次遷移 と生態系の発達
　 くコ
Prlmary　 succession　 and　 ecosystem　 development　 on　 a　glacier　 fbreland　 in　Ny-Alcsund,　Svalbard
大 塚 俊 之(茨 城 大 学 理 学 部)・ 内 田 雅 己(国 立 極 地 研)・ 吉 竹 晋 平,中 坪 孝 之(広 島 大 大 学 院)
Toshiyuki　 OHTSUKA　 (Lab.　 of　Ecology,皿)araki　 University),　 Masaki　 UCHIDA　 (NIPR),　Shinpei　 YOSHITAKE
and　Takayuki　 NAKATSUBO　 (Graduate　 School　 of　Biosphere　 Sciences,　 Hiroshima　 University)
P・im・ ・y　・uccessi・n　 ・nd　・・il　d・v・1・pm・nt　 ・n　・　gl・ci・・　f・・el・nd　w・ ・e　・tudi・d　i・　Ny-Al・ ・und,　Sv・1b・ ・d.　Speci・ ・
composition　 and　 soil　c()ndition　 were　 measured　 in　a　plot　along　 to　the　five　 line-transects　 from　 seaside　 to　the　edge　 of　a
glacier.　 Soil　pH　 is　very　 high　 in　the　early　 stages　 of　primary　 succession.　 We　 examined　 the　relationships　 between　 soil
development　 and　 species　 composition　 during　 the　primary　 succession　 on　a　glacier　 f()reland.
【はじめに】
北極域の陸上生態系は、氷河の後退時期や微地形などの違いにより植生や土壌の遷移段階が異なる小生
態系のモザイク状分布が認められる。生態系の炭素固定機能 は植生タイプや土壌 中の炭素量などの生態
系構造と密接に関係しており、生態系の炭素固定機能評価の第一段階として一次遷移 に伴う生態系構 造
の発達プロセスの調査を行う必要がある。スバールバル諸島、ニーオルスンでは海岸から氷河の先端まで、
様々な一次遷移段階のツンドラ生態系が成立しており、東ブレッガー氷河後退域を対象として、一次遷移に
伴う植 生と土壌の発達プロセスを明らかにすることを目的とした。
【方法 】
国立極地研究所がスバールバル諸島、ニーオルスンに所 有する北極基地の前には、東ブレッガー氷河が
後退した後のツンドラ生態系が広がっている。本研究では2003年 の8.月 に海岸から東ブレッガー氷河の先
端まで5本 のライントランセクトを設定し、海岸付近から氷河先端の先端まで一定間隔で調査プロット(各
4m2)を設置 して生態系の構造を調査した。調査項 目は植 生調査としてコケ・地衣植物及び維管束植 物のリ
ストと被度 、土壌調査として各コドラートで土壌深度 ・土壌水分量・pHの 測定を行い、さらに3-5箇 所の地
点で深さ別の土壌サンプリングを行い土壌 中の炭素量と窒素量を測定した。
【結果 】
維管束植物に注 目すると∫低価gαoppsitifoliaは コケや地衣類も稀な初期ステージから、比較的発達した
ステージまで広い分布 が観察されたが、量的に多いSaliX　polarisは 遷移初期のステージにはほとんど出
現しなかった。遷移初期の土壌はpHが 強アルカリ性を示したが、遷移後期では 中性を示した.本 発表では
遷移に伴う土壌の発達と植生構造との関係 について報告する。
1.一"の'に'・ の'
口 、
植 被 率(%)65486239454038+1.82.20.8++
礫 被 度(%)74142192111818885949797
pH7.07.27.36.96.77.27.28.58.28.28.48.48.7
総 種 数202126212626252612641
(維 管 束)
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二 一 オ ル ス ン氷 河 後 退 域 のSalix-Sanionia群 落 に お け る 秋 期 の 生 態 系 純 生 産 量
　 　 　 　 Net　ecosystem　 production　 of　Salix-Sanionia　 community　 in　autumnむ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 on　a　glacier　 fbreland　 in　Ny-Alesund,　 Svalbard
内 田 雅 己(国 立 極 地 研),中 坪 孝 之(広 島 大 院 ・生 物 圏),神 田啓 史(国 立 極 地 研)
　 Masaki　 Uchida　 (NIPR),　 Takayuki　 Nakatsubo　 (Hiroshima　 Univ.),　Hiroshi　 Kanda　 (NIPR)
む
　 As　 a　part　 of　the　 study　 of　 carbon　 cycle　 on　 a　deglaciated　 area　 in　Ny-Alesund,　 Svalbard,　 we
measured　 net　 ecosystem　 production　 (NEP)　 in　the　 mixed　 community　 of　Salix　 polaris　 and　 the　 moss
Sanionia　 uncinata　 in　the　 autumn　 of　2003　 by　 using　 a　gas-exchange　 technique.　 Under　 ambient
meteorological　 conditions,　 the　 NEP　 varied　 widely丘om　 -17　 to　 13　 (average　 O.9)　 mgCO2-C　 m-2　 h'1.
The　 sensitivity　 of　NEP　 to　light　 condition　 was　 small　 in　late　August　 when　 leaves　 of　Salix　 turned
yellow.　 However,　 when　 the　 photosynthetic　 activity　 of　the　 moss　 was　 high　 such　 as　in　rainy　 days,　 light
dependence　 of　the　 NEP　 was　 observed　 even　 after　 leaves　 of　Salix　 polaris　 have　 fallen.　 In　mid
September,　 light　 compensation　 point　 of　the　 NEP　 was　 low　 because　 of　 low　 soil　respiration　 activities.
It　is　suggested　 that　 the　 NEP　 in　autumn　 depends　 largely　 on　 the　 photosynthetic　 activity　 of　the　 moss
and　 that　 a　positive　 NEP　 occurs　 even　 in　late　 autumn　 if　environmental　 conditions　 are　 suitable　 fbr
moss　 production.
北極域陸域生態系の炭素循環を解明する一環 として,高 緯度北極域の植物群落における
生態系純生産量(NEP)の 測定を行い,　NEPの 変動に与える要因を検討 した.今 回は,特 に
秋期のNEPと その変動要因について発表する。
調査区はノルウェー ・スピッヅベルゲ ン島ニーオルス ン(79°N)にある東ブレヅカー氷河後
退域のモレーン上に設定 した.2003年8月 下旬から9月 上旬 にかけて,調 査区付近の優占
種であるキョクチヤナギSaliXPOlarisと カギハイゴケSanionia　uncinataの 混成群落における
NEPを 携帯用光合成蒸散測定装置(Li-cor6400)と 円筒形のアクリル製チャンバーを用いて
野外環境条件下で測定 した.　NEPに 影響を与える環境要因として,土 壌温度,蘇 類群落の
温度,ヤ ナギの葉面温度,光 合成有効波長域の光量子束密度(PPFD),蘇 類お よび土壌の含
水率を測定 した.
調査期間中のNEPの 値は一17～13(平均0.9)mgCO2-Cnゴ2h-1と な り2001年 の夏期の測定
値 と比較すると,NEPの 値および変動幅はともに小さかった.晴 天 日におけるNEPの 光依
存性は,ヤ ナギの紅葉が進むにつれて弱 くな り,葉 が褐色化すると光に対する依存性は認
め られな くなるとともに,　NEPは 負の値を示す傾向にあった.一 方,降 雨後の蘇類の光合
成活1生が高い ときには,ヤ ナギの落葉後 においてもNEPの 光依存性が認められた.晩 秋は
土壌温度の低下により暗呼吸速度は低下するため,蘇 類の光合成活性が活発であれば,弱
い光強度においてもNEPは 正の値を示 した.以 上から,秋 期におけるNEPは,コ ケの光
合成活性が低いときには,ヤ ナギの葉の老化によって光に対する応答性が極めて小さ くな
り,負 の値を示すこともあ る一方で,コ ケの光合成活性が高いときには,晩 秋 においても
正の値を示すことが明 らか となった.
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北 極 圏 の ム カゴ トラノオ:む か ご の 耐 凍 性 と発 芽 特 性
Germination　 characteristics　 and　 freezing　 tolerance　 of　bulbils
m恒(ボR　 Polygonum　 viviparum.
西 谷 里 美(日 本 医 大 ・生 物)・ 増 沢 武 弘(静 岡 大 ・理)
Satomi　 NISHITANI　 (Nippon　 Medical　 SchooD　 &　Takehiro　 MASUZAWA　 (Shizuoka　 Univ.)
　 Germination　 characteristics　 and　 freezing　 tolerance　 were　 examined　 for　 9　populations　 of　Arctic
Polygonum　 vMParUM　 in　Svalbard,　 Norway.　 Bulbils　 were　 collected　 in　Longyearbyen　 (one　 population)　 and　 in
the　 vicinity　 of　Ny-Alesund　 (8　populations)　 between　 late　 July　 and　 mid.　 August　 of　2002.　 Germination　 tests
were　 performed　 in　November　 2002　 (using　 bulbils　 stored　 at　5C)　 and　 in　the　 following　 May　 (using　 bulbiis
stored　 under　 4　conditions;　 -5C　 moist,　 -5C　 air-dried,　 -25C　 moist　 and　 -25C　 air-dried)　 at　5C,　 5/1　 5C　 and　 1　5C
under　 continuous　 light　(50μmol/m2・s)　 and　 darkness.
　 1n　November,　 all　the　 populations　 showed　 high　 percentage　 germirlation　 under　 relatively　 high　 temperature
conditions,　 recording　 more　 than　 90%　 germination　 at　15C　 under　 darkness.　 However　 germination　 at　5C
(especially　 under　 light)　 varied　 among　 populations　 (20-80%).　 Bulbils　 stored　 under　 -25C　 moist　 condition
suffered　 high　 mortality,　 which　 varied　 among　 populations　 (75-100%).　 On　 the　 other　 hand,　 under　 the　 other
three　 condit　 ons　 bulbils　 showed　 high　 survival　 rate　 (nearly　 lOO%)　 and　 also　 showed　 high　 percentage
germination　 n　May　 under　 all　the　 conditions　 for　germination.　 These　 resuIts　 suggest　 variation　 among
populations　 n　freezing　 tolerance　 and　 germination　 characteristics　 in　autumn.
種内に存在する生態特性の変異は、その種における分布の歴史を反映し、また環境変化に対
する反応にも影響する。この研究では北極圏のムカゴトラノオについて、むかごの耐凍性と発芽
特性の変異について検討した。
2002年7月 下旬から8月 中旬にかけて、スバルバール諸島のロングイヤービンとニーオルス
ン周辺(plot1～4)に おいて、合計9集 団からむかごを採集した。むかごには色変異があるので、
同一地点でも異なる色のむかごは別集団として扱った。むかごは9月 上旬に日本へ持ち帰り、
5Cで 保存(シ ール付きビニル袋を使用)した後、11月 に発芽実験に用いた。実験は温度(5C、
5/15C変 温、15C)と光(蛍 光灯50μmol/m2・s、 暗)を組み合わせた6条 件で行った。また、越冬
条件がむかごの生存と翌春の発芽特性に及ぼす影響をみるために、"月 以降、温度(-5C、
-25C)と 水分条件(乾、湿)を 組み合わせた4条 件でむかごを保存し、これらについて翌年5月 に
発芽特性を調べた。
-25C湿 条件で保存したむかごは、生存率が非常に低く(集団により0～ 約25%)、4つ の集団で
はほぼ全てのむかごが死亡した。一方他の3条 件で保存したむかごは、どの集団でも99%以 上が
生存した。-25C湿 保存下での生存率は、同じ地点でも色の異なるむかご間で異なっていたが、
色と生存率に相関はなかった。
比較的高温での発芽率(播 種後4週 目に、発根あるいはシュートの展開が確認されたむかご
の割合)は 、11月 の時点ですでに高く、15C暗 条件ではどの集団でも90%以 上のむかごが発芽し
た。しかし5C(特 に明条件)で の発芽率は20%(ロ ングイヤービン・赤)～80%(plotl・ 赤)と集団に
よりばらついた。-5C湿 条件で保存したむかごは翌春、どの集団においても、すべての発芽条件
で100%に 近い発芽率を示した。乾燥保存(-5C,-25C)し たむかごでも同様の結果であったが、5C
明条件(集 団によっては5C暗 条件においても)では、他に比べて発芽が遅れ、発根のみでシュー
トを展開しないむかごも多く観察された。
以上の結果は、秋の発芽特性や耐凍性における変異の存在を示唆している。しかし、こうした
変異が必ずしもむかごの色とは相関しないことも示している。
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ス ピッヅベルゲン島のコケから分離されるPythium属 菌のrDNA制 限酵素断片の分析
Analysis　 of　amplified　 ribosomal　 DNA　 restriction　 fragment　 of　Pythium　 spp.　 isolated㎞)m
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 mosses　 on　Spitsbergen　 Island.
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　 pythium　 spp.　 are　 known　 as　 soil-borne　 plant　 pathogens　 with　 a　worldwide　 distribution　 but　 has
rarely　 been　 fbund　 in　Polar　 Regions.　 We　 previously　 reported　 heterothallic　 Pythiu〃1　 spp.　 indigenously
inhabit　 in　moss　 on　 Spitsbergen　 Island,　 Svalbard　 and　 they　 caused　 discoloration　 of　 moss　 (Sanionia
朋cinatのafter　 artificial　 inoculation.　 This　 report　 investigates　 amplified　 ribosomal　 DNA　 restriction
丘agment　 of　、Rythi〃m　 spp.　 isolated　 from　 mosses　 on　 Spitsbergen　 Island.　 ]「btal　 134　 isolates　 of　Pythium
spp.　 were　 isolated　 from　 moss　 on　 Spitsbergen　 Island　 in　 July　 2002.　 They　 were　 morphologically
classified　 into　 eight　 groups.　 Representative　 isolates　 of　 the　 morphological　 groups　 were　 examined　 on
restriction丘agment　length　 polymorphisms　(RFLP)　 in　 polymerase　 chain　 reaction-amplified　ITS
region丘om　 the　 nuclear　 rDNA.　 Digestion　 with　 Tagl,　 Hinfi　 and　 Mbol　 differentiated　 8　morphological
groups　 of　Rythium　 spp.　 Digestion　 with　 EcoRI　 did　 not　 differentiate　 them.　 Morphological　 and　 rDNA
RFLP　 analysis　 showed　 that　 at　least　 8　Pythium　 groups　 exist　 in　mosses　 on　 Spitebergen　 Island.
コケは,極 地生態 系の一次生産者 や小動物の生活 の場 と して重要な役割 を果 た してい る.近 年,
土壌伝 染性植物病原菌 として知 られ る」砂砺 μ〃z属菌 が極地 の広 い地域 に分布 してい ることが分か っ
て きた.極 地の コケか ら分離 され る　Pythiu〃1属 菌のい くつ かは,試 験管 内での接種実験 によ って,
カギハ イ ゴケ に病気 を起 こす ことや雌雄 異株性 であ ることが,こ れ まで に明らかになった.こ こで
は,ス ピ ヅヅベル ゲ ンか ら分離 され たPythiu〃z属 菌 について,形 態観察 とrDNA　 internal　transcribed
spacer　(ITS)領 域 のrestriction　fragment　length　polymorphism　 (RFLP)解 析 による,種 レベルの類 別 を試
み た.2002年7月 にス ピ ヅヅベルゲ ン島か らPythium属 菌134菌 株 を分離 し,形 態的特徴 によっ
て8つ のグルー プに類別 した.こ れ らの菌株 グルー プか ら代表株 をえ らび,PCR法 によ り5.8s　rDNA
領域 を含 むrDNA　 ITS領 域 を増 幅 した.制 限酵素 としてEcoRl,　 Taql,疏 明 お よび ノ励01を 用い,
これ らに よるrDNA　 ITS領 域分解産物 の電気泳動パ ター ンを比較 した.そ の結果,　Taql,　19i頑 お よ
びMbo1で,各 菌株 グルー プ間でバ ン ドパ ター ンに違いが見 られ た.　EcoRlで は各 グルー プ間で違
い が見 られなか った.こ れ らの形態学 的お よび分子遺伝 学的解析 の結果,ス ピ ヅツベルゲ ン島のカ
ギハ イゴケには少な くとも8つ の種 レベルで異な る少な くとも8つ のPythiu〃1属 菌のグルー プが存
在 してい るこ とが明 らかにな った.
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極地の土壌伝染性植物病原菌の活動に及ぼす地球温暖化の影響評価
(1)スピッヅベルゲン島ニーオルスン日本基地北側斜面のカギハイゴケ群落に生息する土
壌伝染性植物病原菌の調査
E餓)cts　 of　climate　 waming　 on　 activity　 of　the　 soil　bome　 plant　 pathogens　 in　the　 moss　 on
Svalbard　 I・　 Investigation　 of　 soil　 bome　 plant　 pathogens　 in　 moss　 colonies　 (Sanio漁
り
uncinata)　 at　the　north　 side　cliff　of　Japanese　 Ny-Alesund　 observatory,　 Spitsbe㎎enIsland.
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　 Mosses　 play　 an　 important　 role　 as　primary　 producer　 in　Polar　 Regions.　 Many　 dying　 moss　 colonies
were長)und　 in　the　 moss　 carpets　 of　Sanionia　 uncinata　 in　Svalbard.　 In　our　 previous　 results　 suggested
that　 some　 soil　borne　 plant　 pathogens　 were　 involved　 in　dying　 of　the　 moss.　 Climate　 warming　 may
enhance　 thcir　 activity　 and　 lead　 to　dying　 of　moss　 on　 Svalbard.　 Purpose　 of　this　 study　 is　to　clarify
effセcts　 of　climate　 warming　 on　 activity　 of　the　 soil　 borne　 plant　 pathogens　 in　the　 moss　 on　 Svalbard.
The　 fUngal　 diversity　 and　 disease　 development　 will　 be　 evaluated　 in　every　 summer　 from　 2003　 to　 2007
under　 open　 top　 chamber　 conditions　 in　the　 field.　 We　 will　 show　 the　 results　 of　isolation　 and
identification　 of　 soil　borne　 plant　 pathogens　 in　moss　 colonies　 (Sanionia　 uncinatのat　 the　 north　 side
む
cliff　of　Japanese　 Ny-Alesund　 observatory,　 Spitsbergen　 Island　 in　July　 2003.
地球温暖化が進行 した場合の極地 における植物病原菌,と くに土壌伝染性植物病原菌(以
下,土 壌病菌)の 変動を予測するための基礎資料を得 ることを目的 として,極 地の土壌病
菌の動態を調査 している。具体的には,ス ピッヅベルゲン島の土壌病菌が生息するコケの
自生地に,4年 間にわたってオープン トヅプチャンバー を設置 して人為的に温度 を上昇さ
せ,コ ケに寄生 している土壌病菌相の変化を調べている。ここでは,2003年7月 にオープン
トヅプチャンバーを設置する直前の,ニ ーオルス ン日本基地北側斜面のカギハイゴケ群落
における土壌病菌の種構成 と分離頻度について報告する。
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北 太 平 洋 地 域 に お け る 乃励 嘘 属 雪 腐 病 菌 の 分 布 と性 質
Geographical　 distribution　 and　biological　 characteristics　 of　snow　 mold　 fungi,
　　　　　　　　Typhula　 species　 in　Northern　 Pacific　 Ocean　 area
星 野 保1・2,オ レグB.タ カチ ェンコ3,ジ ェニファーH.マ クベ ス4,
湯 本 勲1・5
1産 総 研,2北 大 理,3ロ シア科 学 アカデ ミー 中央 植 物 園,
4ア ラスカ大 学 フェアバ ンクス校,5北 大 農
　 T.　H。shin・ 　1・2,　0.B.　 Tkachenk・ 　3,　J.H.　 McBeath　 4,　1.　Yum・t・ 　1・2iAIST
,2HokkaidoUniversity,3MainBotanicalGarden,RAS,4UFB
Abstract:
　　 　 　 It　was　 reported　 that　 Typhula　 snow　 molds　 was　 widely　 distributed　 in　 the　 Northern
hemisphere.　 However,　 there　 are　 few　 records　 of　 those　 fUngi　 in　the　 Arctic.　 Especiall)ちin　 Northern
Pacific　 Ocean　 area(ノMaska,　 Aleutian　 Islands　 and　 Chukotka),　 only　 one　 record　 of　 T・　incarnata　 in
Skagway　 was　 present.　 However,　 other　 snow　 mold　 fUngi　 such　 as　、∫clero伽ia　 borealis　 and　 Coprinus
psychromorbidus　were　 collected　 from　 Fairbanks　 in　Alaska　 and　 Whitehorse　 in　Yukon.
In　 June　 2003,　 we　 tried　 to　find　 Typ加la　 species　 in　Anchorage　 and　 Fairbanks　 (mainland　 of
Alaska),　 Adak　 Island　 (in　 Aleutian　 chain),　 and　 Anadyr　 (Chukotk礼Russia).　We　 collec ed　 T.
ishikariensis丘om　Anchorage　 and　 T.　incaMata　 from　 Adak　 Island.　 Cultural　 morphologies　 of　 fUngal
colony　 and　 sclerotia　 of　 isolate　 from　 Anchorage　 were　 similar　 to　 T　 is乃ikOriensis　 var　 canadiensis
(biological　 species　 II)　 that　 is　predominat　 in　 Northern　 Canada.　 We　 also　 collected　 T　 ishikariensis
廿om　 Anadyr　 However　 all　isolates　 from　 Anadyr　 were　 same　 group　 of　biological　 species　 I.
要 旨
Typhula属 雪 腐 病 菌 は 北 半 球 に広 く分 布 す る植 物 病 原 菌 と称 され るが 、北 極 圏 特 に 北 大 平 洋 地
域 の 報 告 は ほ とん どな い 。唯 一 、ア ラスカ 南 部 のSkagwayに てTyphula　 incarnataの 報 告 が な され
て い るだ け で あ る。他 は 記 録 が な く、しか し、ア ラスカFairbanksや ユ ー コン 州Whitehorseで は 他 の
雪 腐 病 菌Sclerotinia　 borealisやC(rprinuspsychromorbidusからTyphula属 雪 腐 病 菌 も存 在 す る
可 能 性 は 十 分 あ ると思 わ れ る。
今 年6月 、ア ラスカ 州Anchorage、 　Fairbanks、 　Aleutian諸 島Adak島 、対 岸 の ロシ ア チ ュコト民 族
管 区Anadyrに て 雪 腐 病 菌 の 調 査 を行 い 、Typhula属 雪 腐 病 菌 を採 取 した の で ここに報 告 す る。
Fairbanks　 で は 既 に 分 布 が 報 告 さ れ て い るMicrodochiu〃z　 nivale,　 S.　borealis,　 C.
pSychro〃zorbidusの 存 在 を確 認 した。Anchorageで はM.　 nivaleに 加 えてT　 ishikariensisを 採 取 し
た 。培 養 菌 株 の 菌 叢 お よび 菌 核 の形 態 は カ ナ ダ 北 部 に 分 布 す るT　 ishikariensis　 var.　canadiensis
(生 物 種II)に 似 て い た。また 、Adak島 で はM.　 nivaleに 加 えてT.　 incarnataを 採 取 した。ロシ ア 北
極 圏 チ ュコト民 族 管 区Anadyrで はT.　ishikOriensisの み 採 取 され 、アラス カの 株 とは 異 な り、生 物 種
1に 類 似 して い た 。
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航 空 レー ザ ー 測 距 法 に よ る カ ナ ダ 北 極 圏 西 部 の 広 域 森 林 葉 面 積 推 定
Estimation　 of　Forest　 Leaf　Area　 using　 Airborne　 Laser　 Altimetry　 in　Canada's　 Western　 Arctic
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　　　　 　　　　 Kusakabe,　 T.　Tsuzu[ki,　 H,　Ikezoe,　 H　and　 Sweda,　 T.
Two　 airborne　 laser　 profiling　 missions　 aimed　 at　 detecting　 vegetation　 change　 due　 to　 climat疋}
warming　 and　 covering　 the　 same　 600　 km　 N-S　 transect　 in　southern　 boreal　 fbrest　 of　Canada　 revealed
decrease　 and　 increase　 in　 LAI　 respectively　 in　 the　 southern　 and　 northern　 portions,　 indicating　 the
onset　 of　prairie　 invasion　 into　 boreal　 f()rest.　 The　 present　 study　 was　 conducted　 to　estabhsh　 a　new
airborne　 laser　 profiling　 transect　 of　similar　 nature　 across　 the　 northern　 margin　 of　boreal　 forest　 where
wa㎜ing　 is　expected　 more　 conspicuous　 than　 the　 southern　 margin.　 The　 transect　 extends　 for　 750　 km
northward　 from　 Dawson,　 YUkon　 Territory　 to　Inuvik,　 NWT　 in　 the　 Mackenzie　 Delta　 across　 the　 Ogilvie
Mountains,　 Eagle　 Plains　 and　 Itichardson　 Mountains　 along　 the　 Dempster　 Highway.　 For　 calibration　 of
the　 laser　 altimetry　 data,　 actual　 LAI　 was　 measured　 in　 19　sarnple　 plots　 set　 up　 directly　 on　 the　 transect　 in
the　 s-r　 of　2003.　 Based　 on　 a　significant　 correlation　 between　 the　 laser-based　 vegetation　 profile　 and
the　 ground-tnlth　 LAI,　 a　regression　 of　 LAI　 on　 the　 vegetation　 profile　 was　 established,　 with　 which　 the
distribution　 of　LAI　 all　along　 the　 transect　 was　 estimated　 as　shown　 in　the　 figure.　 It　turned　 out　 that　 1)
the　 overall　 mean　 was　 O.4,　which　 is　significantly　 smaller　 than　 the　 southern　 mean　 of　l.4,　2)　LAI　 decreases
northward　 in　reflection　 of　increasing　 latitude,　 3)　except　 the　 northern　 end　 of　the　 transect　 where　 wamiing
by　 the　 Mackenzie　 River　 is　conspicuous,　 and　 4)　in　renection　 of　tundra　 dominance,　 LAI　 was　 small　 in　the
mountains.　 With　 the　 base　 hne　 thus　 estabhshed,arepeated　airborne　 laser　 pro丘hng　 in　 near　 future
shoUld　 reveal　 vegetation　 change　 as　well　 as　above-gro皿d　 carbon　 budget・
温 暖化 に ともな う植生 変化 の検 出を 目的 に、航 空 レー ザ ー測 距 に よ り南 北600㎞ にわ た る亜寒 帯南 部
の森林 の葉 面積指 数　(leaf　area　index,　LAI)　 を測 定 した ところ、2002年 に至 る5年 間 に、 南 部で 減 少、
北 部で増 加 した うえ、 全域 の平均 は1.47か ら1.36へ と減 少す る とい うプ レー リー の北 進 を示 す 成果 を
得 た。 そこで本 研究 で は、温暖 化 が よ り顕 著 と予測 され て い る亜 寒 帯北 部 の ツ ン ドラへ の移 行 帯 で新 た
な南北 の トラ ンセ ク トを設置 し、航空 レーザ ー測距 法 に よ りLAI分 布 を測 定 した。この トラ ンセ ク トは
全 長750㎞ でDempster　 Highwayに 沿 い、　YUkon準 州Dawsonか らiヒ上 してOgilvie山 脈 、　Eagle高
原 、　Richardson山 脈 を経 由 しMackenzie　 DeltaのInuvik　 (北 西 準州)に 至 る。 レー ザー 測距 に よ り得 ら
れ た植生 高デ ー タ を現 実値 と比 較 ・較正 す るた め、2003年 夏 に19点 のサ ンプル プ ロ ヅ トを設 置 し、そ
のLAIを 実 測 した。 この結果 を も とに、植 生 高 に対す るLAIの 回 帰 を求 め、 トラ ンセ ク ト全域 にわ た
るLAIの 分 布 を推 定 した ところ(下 図)、 平均 は0.4で 、亜寒 帯 南部 の1.4に 比べ か な り少 ない こ と、全
体 的 には北上 す る につ れ減 少す るこ と、 ツ ン ドラが多 い山 岳部 で は少 ない こ と、終点 付近 のデ ル タ域 は
Mackenzie河 の河 川効 果 に よ りLAIが 大 きい ことな ど、予想 通 りの結果 が得 られ た。この よ うに、ベ ー
ス とな るLAI分 布 を確 定で きたの で、 数年 先 に再 測 すれ ば植 生 変化 の検 出 が 可能 で あ る。
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走 査 型 航 空 レー ザ ー 測 距 法 に よ る亜 寒 帯 林 バ イ オ マ ス 変 化 の 推 定
Biomass　 Change　 Estimate　 for　Boreal　 Forests　 Using　 Airborne　 Scanning　 Laser　 Altimetry
平井杏 子(愛 媛 大農)、 日下部 朝子(早 大 人 間科 学)、 都 築 勇人、 末 田達 彦(愛 媛大農)
　　　　　　　　Hirai,　K.　Kusakabe,　 T.　Tsuzuki,　 H.　and　Sweda,　 T,
　 　 　 　 The　 change　 in　forest　 biomass　 in　 the　 500-ha　 Tomakomai　 National　 Forest　 over　 a　period　 of
four　 years　 was　 estimated　 from　 the　 stand　 spatial　 volume　 obtained　 from　 airborne　 scanning　 laser
altimetry　 flown　 in　 1998　 and　 2002,　 Here,　 the　 stand　 spatial　 volume　 means　 the　 spatial　 volume
bounded　 by　 the　 f()rest　 floor　 and　 canopy　 surface,　 which　 is　well　 correlated　 with　 standing　 timber
volume　 as　well　 as　biomass.　 In　 the　 present　 study　 actual　 fbrest　 biomass　 was　 measured　 in　20　 sample
plots　 laid　 out　 in　 the　 National　 Forest　 in　June,　 2003,　 which　 subsequently　 was　 regressed　 upon　 stand
spatial　 volume　 obtained　 from　 2002　 airborne　 laser　 scanning.　 Then　 the　 resultant　 regression　 was
applied　 to　 the　 entire　 fbrest　 spatial　 volumes　 respectively　 of　 1998　 and　 2002　 to　 obtain　 biomass
estimates　 of　respective　 years,　 with　 the　 change　 in　between　 obtained　 as　a　difference　 between　 the　 two
estimatesshowingdefiniteincrease.　Thisisanewandmoreprecisemethodofbiomassestimation
in　 which　 fbrest　 canopy　 profile　 area　 formerly　 obtained　 by　 the　 airborne　 nadir　 laser　 profiler　 was
replaced　 by　 stand　 spatial　 volume.
苫小牧国有林500haを 対象 として1998年 と2002年 に行なった走査型航空 レーザー測距の結果か ら森
林 の空間体積 を求めることで、この4年 間の森林バイオマスの変化 を推定 した。ここで森林の空間体積
とは地表面 と樹冠面で囲まれた空間の体積で、森林蓄積やバイオマス とよ く相関 している。本研究では、
同国有林 内に設置 した20ヵ 所の調査プロッ トにおいて、2003年6月 にバイオマスの実測調査 を行い、
この実測値を2002年 の航空 レーザー測距値か ら計算 した森林空間体積 に回帰 した。こうして得 られた
回帰式を1998年 、2002各 年の測距範囲全域 に適用 し、それぞれのバイオマス と、両者の差 として変化
量 を求めたところ、4年 間で増加がみ られた。なお、従来は走査型ではな く、直下型の航空 レーザー測
距儀で得 られた森林の縦断面積を介 してバイオマスを求めていたが、本研究はこれを森林空間体積 に置
換え、バイオマス推定 をよ り精密 に したものであ る。
一82一
PT26
表題(和 文)
富士山火山荒原に生育する植物の菌根形成
表 題(英 文)
Mycorrhizal　 status　 of　plants　 groWing　 in　 a　volcanic　 desert　 on　 Mt.　Fuji.
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要 旨(英 文)
We　 conducted　 a　survey　 of　mycorrhizal　 status　 of　plants　 growing　 in　a　volcanic　 desert　 on　 Mt.　Fuj ,
central　 Japan.　 Roots　 of　 45　 native　 species,　 belong　 to　 23　 families,　were　 collected　 3　different
successional　 stages　 including　 (1)　pioneer　 communities　 dominated　 by　 Polygonum　 cuspjdatum,
(II)　mixed　 communities　 of　herbs　 and　 grass,　 and　 (III)　 mixed　 communities　 of　 herbs　 and　 scrubs.
Arbuscular　 mycorrhiza　 was　 the　 predominant　mycorrhizal　 type　 in　 the　 early　 stages　 of　 the
succession　 (I　and　 II),　and　 f()und　 in　 species　 belonging　 to　the　 fbllowing　 families:　 Campanulaceae,
Compositae,　 Gentianaceae,　 Guttiferae　 Leguminosae,　Poacea ,　 Polygonaceae,　Ranunculaceae
and　 Rosaceae.　 In　 the　 latter　 stage　 (III),　 5　mycorrhizal　 types　 inclu(ling　 in　 arbuscular　 mycorrhiza1,
ectomycorrhizal,　ericoid　 mycorrhizal,　 arbutoid　 mycorrhizal　 and　 orchid　 mycorrhizal　 were
oX)serve〈X.　 FXve　 wbodLy可)ecXes,　 Abies　 veitchii,　 Betula　 ermanii,　 Larix　 kaempferi,　 Salix　 reinii　 and
PiRαs　 deRsiflora,　 had　 two　 types　 of　 mycorrhizas　 (arbuscular　 mycorrhiza　 and　 ectomycorrhiza).
The　 data　 shows　 that　 diversity　 of　 mycorrhizal　 types　 tends　 to　 jncrease　 with　 the　 progress　 of
succession　 although　 arbuscular　 mycorrhiza　 is　 the　 predominant　 mycorrhizal　 type　 throughout
the　 successional　 process.
要 旨(和 文)
火山荒原に生育する植物D菌根形成状況を調べる目的で＼富士山火山荒原の遷移段階の異なる3つ の植物群落(1)イ
タドリが優占する先駆1生楢勿群落(II)広 葉草本とイネ科草本力混 交する植物群落　 (III)草本植物とノ」灌木力混 交す
る楢 勿群落 から23科45種 の植物の根を採取した。 遷移初期の植物群落(1とII)に おいては、ア■バスキュラ一一菌
根が優占的な唯一の菌根タイプであり、9科(キ キョウ科 キク科 リンドウ科 オ トギリソウ科 マメ科 イネ科 タ
デ科 キンポウゲ科 バラ科)に属する植物種で確認された。 遷移後期の植物群落(III)では、ア_バ スキュラー{耕艮
外生菌根 エリコイド菌根 アーブトイド'菌根、およびラン型菌根の5つ の菌根タイフが艦 忍された。5種の木本植物(シ
ラビソ、ダケカンバ カラマヅ、ミヤマヤナギ、アカマヅ)は、アーバスキュラー菌根と外生菌根の2タ イフの菌根を同
時に形成していた。火山荒原では遷移過程を通じてアーバスキュラ一一菌根が優占するが 菌根タイフ゜の多様阻ま植生遷移
の進行とともに増加する傾向が認められた。
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Poster Presentations 15:00-16:55
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December 4 Thursday, 2003 
Opening Remarks: Director-General, NIPR 
Oral Session: Marine  Bioloev
10:00 -10:05
 OM-1
 OM-2
 OM-3
 OM-4
 Chairperson:Taguehi.S.(Soka Uniov) 
 10:05-10:30 
Inter- annual variability of chlorophyll and sea-ice distribution (1997-2003) in the Antarctic Divergence zone near 
140°E observed from satellite sensors. 
   Hirawake,T., Kudoh,S., Odate,T., Fukuchi, M. (NIPR) 
10:30-10:55 
Coccolithophorids and parmales between Tasmania and Antarctica December 2001 and a comparison with 
Nishida's data from December 1983 
   Marchant, H. J., McEldowney, A., Davidson, A.T., Thomson, P. G, Wright, S. W.(AAD)
 Chairperson:Sasalki.H.(Ishinomaki Senshu Univ.) 
10:55-11:20 
Iron effects on photosynthesis and primary production of phytoplankton in the Australian sector of the Southern 
Ocean during summer 
     Yoshikawa, T., Miki, M., Watanabe, S.,Takeda, S., Furuya, K.(Univ.Tokyo), 
    Kudoh, S.(NIPR) 
11:20-11:45 
Spatial distribution of biogenic methane in the Antarctic Ocean during austral summer 
     Yoshida,  0. (Hokkaido Univ.,Japan Marine Science Foundation),Inoue, H.Y., 
    Noriki, S.(Hokkaido Univ.), Watanabe, S.(JAMSTEC)
Lunch 12:00-13:15
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 OM-5
 OM-6
 Chairperson:Tanimura.A.(Mie Univ.) 
 13:15-13:40 
Comparison of distribution and population structure of Salpa  thompsoni along  140°  E in the Southern Ocean 
between 2002 and 2003 austral summers 
    Oka, N., Tanimura, A.(Mie Univ.) Kawaguchi, S.(AAD), Odate, T.(NIPR), 
    Nishiyama, T.(Hokkaido Tokai Univ.), Fukuchi, M.(NIPR) 
13:40-14:05 
Southern Ocean Continuous Plankton Recorder Survey: Spatial and temporal patterns of variation in zooplankton 
abundance, distribution and diversity. 
    Hosie, GW.(AAD), Hunt, B.P.V. (AAD,Univ. Tasmania), Fukuchi, M. (NIPR), 
    Kitchener, J.A. (AAD)
 OM-7
 OM-8
 Chairperson:Hattori.H.(Hakkaido Tokai Univ) 
 14:05-14:30 
Flux of carbon in the seasonal sea ice zone of the Southern Ocean south of Australia 
    Ishii, M.(MRI), Sasaki, H.(Ishinomaki Senshu Univ.), Watanabe, S.(JAMSTEC), 
    Fukuchi, M.(NIPR) 
14:30-14:55 
Temporal variability of export POC flux estimated from 234Th in the Antarctic SIZ 
in summer 2001-2002. 
     Sasaki, H., Iwadate, Y.(Ishinomaki Senshu Univ.),Yamada, M., Aono, T.(NIRS), 
    Fukuchi, M.(NIPR)
Coffee Break 15:00-15:15
Marine Biology Poster Session 15:15-17:15
Reception 17:30-19:00
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December 5 Friday, 2003
 Chairperson:Toio,M.(0saka Pref. Univ.)
OT-1
OT-2
10:00-10:45 
Ecophysiology of snow mold fungi, Typhula species 
    Hoshino, T. (AIST, Hokkaido Univ.) 
10:45-11:30 
Decomposition and fungal succession in leaf litter of Salix arctica in a high-arctic deglaciated area in Ellesmere 
Island, Canada 
    Osono, T. (Kyoto Univ.), Kanda, H. (NIPR)
Lunch 11:30-13:00
OT-3
OT-4
 Chairperson:Inoue,G(Otsuma Women's Univ. 
13:00-13:45 
Damage by freezing and the recovery on the unicellular algae isolated from cryptoendolithic microbial 
communities in Antarctica 
     Nagashima, H., Fujishima, D.(Tokyo Univ. of Science), 
     Matsumoto, GI.(Otsuma Women's Univ.) 
 13:45-14:30 
Depth distribution of euryhaline halophiles in the Suribati Pond, Antarctica 
     Naganuma, T.(HiroshimaUniv.), —introduction—
    Okamoto, T.(Hiroshima Univ.), Imura, S.(NIPR), Ban, S.(Univ. higa Pref.), 
     Naganuma, T.(HiroshimaUniv.),
Coffee Break 14:30-15:00
Terrestrial Biology Poster Session 15:00-16:55
Closing remarks 16:55-17:00
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December 4 Thursday, 2003 
Postere Session:Marine  Biology
 PM-1
PM-2
PM-3
PM-4
PM-5
PM-6
PM-7
PM-8
PM-9
 PM-10
 PM-11
Spatio-temporal variation in phytoplankton taxonomic composition with retreat of ice-edge in the Antarctic Sea 
during the austral summer 
     Miki, M., Takeda, S., Furuya, K. (Univ.  Tokyo  ) 
Relationship between water column abundance and sinking flux of phytoplankton in the Indian 
Sector of the Southern Ocean 
     Gomi,  Y.(Tohoku Univ.), Iwadate,Y., Sasaki, H.(Ishinomaki Senshu Univ.), 
    Fukuchi, M.(NIPR),Taniguchi,  A.(Tohoku Univ.) 
Vertical flux of particulate organic carbon in the upper 300m of the Antarctic Ocean in 
 Summer(N) 
     Makabe,  R.(Tohoku Univ.), Sasaki, H.(Ishinomaki Senshu Univ.), 
     Taniguchi,  A.(Toboku Univ.), Kudoh, S.,Fukuchi, M.(NIPR) 
Distributions of dissolved iron in the Indian-Australian sector of the Antarctic Ocean during 
austral summer 2003 
     Takeda, S.(Univ.Tokyo), Ishimaru, T.(Tokyo Univ. Mar. Sci. Tech.), Watanabe, S.(Univ. Tokyo) 
Microzooplankton fragments sinking out of the epipelagic zone of Antarctic SIZ 
 Ota, T., Takahashi, K., Sasaki, H. (Ishinomaki Senshu Univ.), Fukuchi, M.(NIPR) 
Structure and size of microbial food webs in the eastern Indian Sector of the Southern 
Ocean(February-March 2003) 
     Kishi, K., Taniguchi, A.(Tohoku Univ.) 
Distribution and behavior of dissolved organic matter in the Antarctic ocean 
    Abiko, M.(Kinki Univ.) 
Temporal and spatial variability of optical properties in the seasonal ice-covered zone of the 
Antarctic Ocean in summer 2002 
 Obi, N., Leong, S.C.Y. (Soka Univ.), Odate, T., Fukuchi. M. (NIPR), Taguchi, S. (Soka Univ.) 
The optical characteristics in the Antarctic Ocean 
     Kishino, M.( Tokyo Univ. Mar. Sci. Tech.), Hirawake, T.(NIPR), Yamaguchi, Y., 
     Ishimaru, T., Hashihama, F., Itoh, Y.( Tokyo Univ. Mar. Sci. Tech.)
Time series of Drake Passage Oscillation Index (DPOI) from 1952 to 2003, Antarctica 
     Naganobu, M.(NRIFSF), Kutsuwada, K.(Tokai Univ.) 
Dimethylsulfoniopropionate(DMSP)productivity of psychrophilic diatom. 
     Kasamatsu, N. (Grad. Univ.Adv. Stud.), Hirano, T., Kudoh, S., (NIPR), 
     Odate, T., Fukuchi, M. (NIPR, Grad. Univ. Adv. Stud.)
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PM-12
PM-13
PM-14
PM-15
PM-16
PM-17
PM-18
PM-19
PM-20
PM-21
PM-22
Abundance and distribution of selected phytoplankton species along the cruiset rack of  R/V  SI  IIRASE in the 
Indian sector of the Southern Ocean 
     Han, D.-H.  (Marin Biology Research Institute Japan, Ltd), Watanabe, K., Odate, T.,  Hirawake, T., 
    Fukuchi, M.(NIPR) 
Net-phytoplankton assemblages under Antarctic fast ice, - seasonal variations in species 
composition. 
    Watanabe, K.(NIPR), Sato,H.(TUMST) 
Using stable isotopes and fatty acid biomarkers to distinguish between ice algae and phytoplankton in east 
Antarctica 
     Swadling, K.M. (Univ. of Tasmania) 
Studies of the Okhotsk sea interannual variability of chlorophyll a concentration -Approach using 
satellite multi-sensor remote sensing  -
     Matsumoto, C., Saitoh, S., Wakatsuchi, M.(Hokkaido Univ.) 
Examination of zooplankton abundance comparison revealed by Continuous Plankton Recorder 
(CPR) and Optical Plankton Counter (OPC) in Southern Ocean 
     Umeda, H.(Grad. Univ. Adv.Stud.) Odate, T., Fukuchi, M.(NIPR) 
Did the oceanographic environment in the retreat period of sea ice influence the return resources 
of salmon? —The relationship between the oceanographic conditions in spring 1999 and the return 
rate of 1998 blood year  — 
     Shimizu, I., Miyamoto, C., Saito, T., Seki, J.(National Salmon Resources Center) 
A sequencing protocol of some DNA regions in nuclear, chloroplastic and mitochondrial genomes 
with an individual colony of Thalassiosira nordenskioeldii Cleve (Bacillariophyceae) 
     Iwatani, N., Suzuki, Y., Murakami, S. (Kanagawa Univ.) 
Labyrinthulalean species isolated from the Hokkaido and Okinawa coasts 
     Ando, H., Perveen, Z.(Hokkaido Univ.), Hasanuzzaman, M. 
     (Hokkaido Univ., ROM Company Limited.), Kogame, K., Okuyama, H.(Hokkaido Univ.) 
Investigation of nitrogenase gene from marine microorganisms 
     Kitashima, M.(Kanagawa Univ.), Nakata, K.(Natl. Res. Inst. of Fisheries Sci.), 
     Suzuki, Y., Inoue, K.(Kanagawa Univ.), 
Antarctic starfish Odontaster validus  (Koehler 1911) reactions to glutamic acid(Glu) and kynurenic 
acid (Kyn) 
     Janecki, T., Rakusa-Suszczewski, S. 
    (Department of Antarctic Biology, Polish Academy of Sciences) 
Estimation of growth rate by chondrophore formation in Antarctic bivalve Laternula elliptica 
    Sato-Okoshi, W.(Tohoku Univ.), Okoshi, K.(Ishinomaki Senshu Univ.)
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PM-23
PM-24
PM-25
PM-26
PM-27
PM-28
PM-29
PM-30
PM-31
PM-32
PM-33
The egg capsules of the three species of the Antarctic gastropods, Neobuccinum eatoni (Buccinidae), 
 Chlanidota  densesculpta (Buccinidae) and Harpovoluta charcoti (Volutidae). 
     Numanami, H.(Tokyo Kasei Gakuin Univ.), 
     Hirano, Y., Matsuda, T., Ogura, S.(Port of Nagoya Public  Aquarium  ) 
Is Patagonotothen plesiomorphic or apomorphic? - Comments on the systematic position of the 
genus Patagonotothen (Perciformes,  Nototheniidae). 
     Iwami, T.(Tokyo Kasei Gakuin Univ.), 
     Sakurai,  FL Kodama, M., Sasanuma, S.(Tokyo Sea Life Park) 
Liver regeneration in antarctic fish: biochemical and morphological evolution after partial 
hepatectomy 
     Bastos-Ramos, W.P.(Unesp), Vilela-Goulart, M.G(Unicamp), Rodrigues, E.(Unitau), 
    Bacila, M.(PUC) 
Metabolism of L-arginine in mitochondria isolated from the liver of Antarctic fish N.rossi and 
N. neglecta 
   Rodrigues, E.( Universidade de Taubate), Teixeira Ribeiro, A,C,M., 
   Bacila,M.  (Pontificia Universidade  CatOlica do Parana) 
 Krill-feeding behaviour of chinstrap penguins: insights yielded by using beak-angle sensers. 
     Takahashi, A. (British Antarctic Survey, UK. NIPR,), 
     Dunn, M., Trathan, P., Croxall, J.(British Antarctic Survey, UK.), 
     Wilson, R.(Institute  fiir Meerskunde, Germany), Sato, K., Naito, Y.(NIPR) 
Fine-scale three-dimensional foraging behavior of Weddell seals correlates of bathymetric 
variation 
     Mitani, Y. (NIPR), Watanabe, Y. (Univ. Tokyo), Sato, K. (NIPR), Cameron, M. (NOAA), 
    Naito, Y.(NIPR) 
Adaptation of GPS-telemetry to harbor seal research 
     Fujii, K., Suzuki, M.(Hokkaido Univ.), Era, S.(ATF Inc.),  Ohtaishi. N.(Hokkaido Univ.) 
Estimates of prey richness using dive profiles in Weddell  seals  : comparison with using image data 
     Mori, Y.(Teikyo Univ. of Sci. Tech.), Watanabe, Y.(Univ.Tokyo), 
     Mitani, Y., Sato, K., Naito, Y.(NIPR) 
Foraging behavior of Rhinoceros  Anklets on a day when they delivered meals or not 
     Matsumoto, K., Watanuki,  Y(Hokkaido Univ.),Kato, A.(NIPR), 
    Wada, A.(Hokkaido Wakkanai Fisheries Experimental Station) 
Canine Behavior as Monitored with Collar-Attached Motion  Sensor/Logger 
     Ueda, S., Sweda, T.(Ehime Uiv.), Naito,  Y.(NIPR) 
Sea ice condition in relation to the Antarctic minke whale distribution pattern in the Antarctic 
     Shimada, H.(NRIFSF), Murase, H.(The Institute of Cetacean Research)
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PM-34
PM-35
Wing- and foot-propulsion of seabirds diving to deep water recorded by high-speed samplin 
acceleration: regulation of stroke and glide against buoyancy in alcids and shags. 
    Watanuki, Y.(Hokkaido Univ.), Takahashi, A.(NIPR), 
     Daunt, F., Wanless, S., Harris, M.(Center for Ecology and Hydrology), 
    Sato. K., Naito, Y.(NIPR) 
Folio of Gyotaku of Antarctic  fish  Antarctic fish through the artist's  eys--- 
    Fukuchi, M.  (NIPR)  , Marchant, H. (AAD), Iwami,T.(TKGU)
g of
 —91—
December 5 Friday, 2003 
Poster Session:Terrestrial  Biolonv
 PT-1
PT-2
PT-3
PT-4
PT-5
PT-6
PT-7
PT-8
Lake sediments provide a window to the past. Community change in an Antarctic saline lake 
over the past 1500 years 
   White, C.A., Swadling, K.M. (University of Tasmania) 
Understanding past environmental change using invertebrate remains in lake sediments: 
applications to RISCC 
   Swadling, K.M., Gibson, J.A.E., Cromer, L., White, C.A., Barmuta, L.A, Richardson, A.M.M. 
    (University of Tasmania) 
Influence of various incubation conditions on growth recovery of anabiotic bacterial cells from 
Antarctic ice sheet 
     Poglazova, M., Abyzov, S., Mitskevich, I., Mulyukin, A., Ivanov, M. 
    (Institute of Microbiology, Russian Academy of Sciences) 
Preliminary study on paleoenvironmental change in Syowa Oasis of Antarctica inferred from 
organic components in lake sediments 
     Matsumoto, GI., Enomoto, A.(Otsuma Women's Univ.), 
     Komori, K., Takemura, T.(Tokyo Univ. Science), Ohyama, Y.(Emeritus Prof.  NIPR), 
     Imura, S., Kanda, H.(NIPR) 
Production of ice crystal-controlling proteins Antarctic bacterium, Pseudomonas fluorescens 
     Nakano, Y., Muryoi, N. Kawahara, H.(Kansai Univ.), Nishikawa, J.(Tokyo Univ. Science), 
     Obata, H.(Kansai Univ.) 
The ice crystal growth  control substance from Antarctica lichen 
     Shiga, N.,Kawahara, H.(Kansai Univ.), Imura, S., Kanda, H.  (NIPR), 
     Nakashima, H. (Kurume national college of technology), Yamamoto, Y.(Akita Prefectural Univ.), 
     Obata, H.(Kansai Univ.) 
Fatty acid compositions of the moss vegetation in the Terra Nova Bay area, Northern Victoria 
Land, Antarctica 
     Ogawa, M.(Hiroshima Prefectural Institute of Science and Technology), 
     Watanabe, F.  (Hiroshima Univ.), Masuzawa, T. (Shizuoka Univ.), 
     Imura, S., Kanda, H.(NIPR), Naganuma, T. (Hiroshima Univ.) 
Genetic structures of  Bryum pseudotriquetrum and Ceratodon purpureus in Antarctica 
     Ayukawa, E., Imura, S., Kanda, H.(NIPR)
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PT-9
 PT-10
 PT-11
PT-12
 PT-13
 PT-14
 PT-15
 PT-16
PT-17
 PT-18
PT-19
PT-20
Occurrence of cyclitols, galactosyl cyclitols and soluble sugars in  Deschampsia antarctica 
and Colobanthus quitensis 
 Piotrowicz-Cidlak, A.I.(University of Warmia and Masuria), Gelwanowska, I, Loro, P., 
    (University of Warmia and Masuria)(Polish Academy of Sciences), 
     Bochenek, A., Gorecki, R.J. (University of Warmia and Masuria) 
Distribution of soil alga,  Chlorella vulgaris in the vicinity of Syowa Station 
     Ohtani, S., Suyama, K., Ishizuka, T., Kojima, A.(Shimane Univ.) 
Interstitial fauna of a sandy beach polluted by sewage in King George Island, Antarctica. 
    Kito, K.(Sapporo Medical Univ.), Ohyama, Y., Kanda,  H.(NIPR) 
UV-Protection effect and Mechanical Properties of Synthetic polymers containing UV-Protector 
     Takahashi, T., Okamura, K., Nishiyama, M., Ohtani, S.(Shimane Univ.) 
Inorganic elements in surface sediment core(X106) of Lake Hovsgol in Mongolia 
     Murakami, T. (Nagoya Univ.), Takamatsu, N.(Toho Univ.), 
     Kanou, R.,Satou, C.,Matsumoto,  GI.(Otsuma Women's Univ.), 
     Horiuchi, K.(Hirosaki Univ.), Kawai, T.(Nagoya Univ.) 
Snow algae, pollens and MSA in the pit samples from King col of Mt. Logan 
     Segawa., T., Kohshima, S.(Tokyo Institute of technology), Matoba, S.,(NIES), 
     Goto-Azuma, K.,(NIPR), Shiraiwa, T., Kanamori, S.(ILTS) 
Late Quaternary Glacial fluctuations in the Oobloyar Bay Area, NW Ellesmere Island, Canada 
    Hasegawa, H.(Meiji Univ.), Sawaguchi, S.(NUIS), Amaizawa, A.(Meiji Univ.), 
    Kanda, H.(NIPR) 
Distribution and feature of mud boils at Ellesmere Island, arctic Canada 
     Amaizawa, A., Hasegawa, H.(Meiji Univ.), Kanda, H.(NIPR) 
Intraspecific variation in the physiological characteristics of a common feather moss, Hylocomium 
splendens along a hydrological gradient in a high arctic tundra 
    Ueno, T.(NIPR), Amaizawa, A., Hasegawa, H.(Meiji Univ.), Uchida, M.(NIPR), 
    Osono, T.(Kyoto Univ.), Kanda,H.(NIPR) 
Primary succession and ecosystem development on a glacier foreland in Ny-Alesund, Svalbard 
 Ohtsuka, T.(Ibaraki Univ.), Uchida, M.(NIPR), Yoshitake, S., Nakatsubo, T.(Hiroshima Univ.) 
Net ecosystem production of Salix-Sanionia community in autumn on a glacier foreland in 
Ny-Alesund, Svalbard 
    Uchida, M., (NIPR), Nakatsubo, T.(Hiroshima Univ.), Kanda, H.(NIPR) 
Germination characteristics and freezing tolerance of bulbils in Arctic polygonum viviparum 
    Nishitani, S.(Nippon Medical School), Masuzawa, T.(Shizuoka Univ.)
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PT-21
PT-22
PT-23
PT-24
PT-25
PT-26
Analysis of amplified ribosomal DNA restriction fragment of Pythium spp. isolated from mosses on 
Spitsbergen Island 
     Hakoda, A., Tojo, M., Fujii,  H.(Osaka Pref. Univ.), Hoshino, T.(AIST), Kanda, H.  (NIPR), 
 Ohki,S.T.(Osaka Pref. Univ.) 
Effects of climate warming on activity of the soil borne plant pathogens in the moss on Svalbard I. 
Investigation of soil borne plant pathogens in moss colonies (Sanionia uncinata) at the north side 
cliff of Japanese Ny-Alesund observatory, Spitsbergen Island. 
     Tojo, M., Hakoda,  A.(Osaka Pref. Univ.), Hoshino, T.(AIST), Kanda, H. (NIPR), 
     Ohki,  S.T.(Osaka Prif. Univ.) 
Geographical distribution and biological characteristics of snow mold fungi, Typhula species in 
Northern Pacific Ocean area. 
     Hoshino, T.(AIST, Hokkaido Univ.), Tkachenko,  O.B.(Main Botanical Garden, Russian 
     Academy of Sciences), McBeath, J.H.(Univ. of Alaska, Fairbanks),
     Yumoto, I. (AIST, Hokkaido,Univ.) 
Estimation of forest leaf Area using airborne laser altimetry in Canada's western Arctic 
     Kusakabe,  T.(Waseda Univ.), Tsuzuki, H., Ikezoe, H., Sweda, T.(Ehime Univ.) 
Biomass change estimate for boreal forests using airborne scanning laser altimetry 
     Hirai, K.(Ehime Univ.), Kusakabe,  T.(Waseda Univ.), Tsuzuki, H., Sweda, T.(Ehime Univ.) 
Mycorrhizal status of plants growing in a volcanic desert on Mt. Fuji 
     Kagawa, A.(Shizuoka Univ.), Fujiyoshi, M.(Tokai Univ.), 
     Masuzawa, T.(Shizuoka Univ.), Nakatsubo, T.(Hiroshima Univ.)
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